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新しい可能性は、

ときに自分に似たすべてのものを喰い尽くし……あげくに自滅する





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
















　……一年前のことである。




　夜明け前の、一日でもっとも冷たい風が世界を吹き過ぎていく。

　静まり返った校舎の、屋上の縁へりにひとりの少女が立っている。

「…………」

　風が、少女の長い髪をちぎれよとばかりに乱暴に引っ張り、掻かき乱していく。

　彼女は微動だにせず、校舎屋上に立っているもう一つの人影の方を見つめている。

「残念だわ、まったく──」

　彼女の顔には、何の根拠もない奇妙な笑みが浮かんでいる。嬉うれしいからとか、おかしいからとか、あるいは逆に悲しすぎるから──そういった〝理由〟がなく、ただ微笑んでいる。

　口元は一文字に結ばれているのに、眼だけが笑っている。

「結局、あなたも〝今〟にとどまるだけの存在なのね……ほんとうに残念なことだわ」

「…………」

　もう一つの影は、人というよりも筒のようなシルエットを持っている。校舎の影に紛れて、半分消えかかっている。

「しかし、あなたがいくら待ったところで、いっこうに何ひとつはじまることはないと思うわよ。そのうちにあなたは、その名前の通り世界にむなしく浮いては消えるだけの、ただの泡ポップということになるんだわ」

　口元に手を当てた彼女の肩が、かるく、かすかに揺れた。

　笑っているのだ。

　その仕草はとても自然で、この世にこんなに屈託なく、ただ〝笑う〟ことができる者がいようかという、そういう不思議がそこにあった。

　彼女の足元は、あと十センチもずれたら、そのまま地上に叩きつけられる位置にある。だがそのぎりぎりの状態は、彼女の笑いに何ひとつ影響を与えていないようだった。

「…………」

　影の方も動かない。しかしこちらには、少女にある笑いは欠片かけらもない。笑うことを知らないかのような、そんな雰囲気があった。

「ねえ、そうは思わないかしら？　ブギーポップ…………」

　そう呼ばれて、影はゆっくりと前に出てきた。

「──何とでも言うがいい。どちらにせよ、君はこれで終わりだ。この先はない」

　影の声は男とも女ともつかない。

「ふふ、終わり、ねえ……？」

　少女の方は影の接近にも反応しない。そのまま立っている。

「でも、私はまだ何も始まっていないと思うわよ？　私にはまだ、名前さえついていないのだから……」

　暗い空を、夜明けの傾いた日光を浴びてわずかに輝く雲が過ぎていく。風はひどく速い。

「だったら、今つけてやる。君のような存在は、炎の魔女の父親なら〝イマジネーター〟と呼んでいた」

　影は足を停めることなく、少女へ迫っていく。少女もまったく動ぜずに、静かにうなずく。

「ああ、それなら私も読んだわ。でも、ちょっと散文的すぎる名前ね？　ロマンに欠けるわ。あなたらしくもないことね」

　せせら笑うように言う。その長い黒髪は今やほとんど直角に、横に流れている。空間という河の水面みなもに墨を流したかのようだった。

「……ロマンか。そんなものはぼくらにはない。それを持っているのは普通の人間の方だ」

　影は、身体を包んでいたマントから腕を出した。その手にはナイフが握られていた。

　その刃のつめたく不吉な輝きを前にして、少女の口元がはじめて上を向いた。

　きゅうっ、と不敵に吊り上がった。

「〝愛とは四月に降る雪のようなものだ。思いがけなく、しかし確かに予感を持っていた存在──時季外れで、ひどく身に凍しみる〟……誰の言葉だったかしら？」

「……！」

　影の足が強張こわばるように停とまった。

　少女が、後ろに足を一歩踏みだしたからだ。そこには虚空があるだけで、下には何もない。

「はじまりの終わりは、同時に終わりのはじまりでもあるのよ、ブギーポップ。あなたは今、私を止めた──でもそれは、ただ次の終わりをはじめただけ……」

　満面の笑みを浮かべて、少女の身体は学校の屋上から校庭に転落した。

　ぐじゃっ、という、ひどく美的でない汚い音があたりに響きわだった。潰つぶれた音だ。

「…………」

　だが、影は動かずその場に立ちすくんだままであった。駆け寄って下を見おろそうとはしない。

　その必要はない。

　影の前には、相変わらず少女の像ヴィジョンが、そのまま宙空に浮かんでいたからだ。

〝私が、ほヽんヽとヽうヽにヽ地ヽ面ヽにヽ落ヽちヽるヽまヽでヽまだ時間がある………その間に、あなたは私を見つけることができるかしら？

　像ヴィジョンは、ふたたび眼だけで笑った。

　そして、ゆっくりと薄らいでいき、空間に消え失せた。

「…………」

　取り残された影はナイフを握りしめたまま、立ちすくんでいる。

　その途端、風がやんだ。

　その急な静止は、世界から動きが消失したようにさえ見えた。

　その下の地面では、花が咲いたようにぱっくりと割れた物体が転がっていた。それの付けた染みは当分、その場所から取れそうもなかった。




　……一年前のことだった。
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　　VS Imaginetor Part 2

　　PARADE

　　including

　　"Do U Lie"

　　and "The Sacrifice of Victor"
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Ⅰ





悪夢は知らないうちに始まってしまうもので、

予測、予防することはきわめて困難である





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　市中から少し離れたその山はきれいに整地が入っており、傾斜にはあちこちに階段がついてさえいる。だが、その広々とした空間に人影はない。土がむき出しで、あちこちに冬を越えてきた茶色の雑草が茂っているくらいで、生物の影もない。もう少し経てばいろいろな草が生えて、逆にうっとうしいぐらいの景観になるのだろうが、今はまだ寂しいだけだ。組み立てられないまま放置された鉄骨や各種資材、そして建設途中で放り出されたままのタワーなどがむなしく聳そびえていたりする。

　この山にアミューズメントパークが造られる計画が立てられてからすでに五年になり、山の整地がすんでからも三年になるが、本社の方でごたごたを起こした某アミューズメント産業は、結局この土地を銀行の担保に入れて、しかし銀行の方も競売にかけようにも買い手のいない中途半端な土地を持て余し、アミューズメントパークの計画を凍結状態にし、そのままどうにかなる日をあてもなくただ茫然ぼうぜんと待っている。

　土地は高い柵で囲まれており、夕暮れともなるとそれが地面に縞しま模様の長い影をつくっている。

　──その上に、丸くて大きな影が一つ落ちたかと思うと、柵の内側にほとんど球体のようなシルエットの人影が降り立った。二メートル半もある柵を飛び越えたそいつの、白髪しらが混じりの長髪が舞い上がって右耳のちぎれた痕が露あらわになる。

　スプーキーＥである。その左手には、中身の詰まったコンビニのビニール袋を下げている。

「……ちっ」

　かすかに舌打ちしながら、神経質そうに髪を戻す。

　そして髪の上からバリバリと傷跡を掻きむしる。血がにじみ出し、髪の毛をべったりと汚すがスプーキーＥは意にも介さず、爪を立てて掻き続ける。すでに耳を切断されてから一月近く経つのだが、こうやって掻いているせいで一向に傷がふさがらない。合成人間である彼は、傷の再生に関しては常人よりも遙かに早いのだが、それでも追いつかないほどしょっちゅう掻いている。

　指先を小刻みに動かしながら、彼はアミューズメントパーク建設予定地の奥の方へと入っていく。

　空に向かって螺旋らせんを描くような、奇妙な形をしたタワーのところまで来た。

　その入り口は固く閉められていて、鍵だけでなくチェーンが何重にも渡してある。

「…………」

　スプーキーＥはその厳重なロックには目もくれず、一歩小さく後ろに下がった。

　そして柵を飛び越したときのようにジャンプして、タワー三階の、ガラスをはめ込まれていない素通しの窓から中に入った。

　床の上は土埃つちぼこりや、風で飛んできたゴミなどが散乱している。それらを蹴散らかしながらスプーキーＥは乱暴な足取りで進み、タワーの階段を上っていった。エレベーターはまだシャフトだけで中身が入れられていないのだ。もっとも電力が来ていないのだから付いていたとしても動かない。

　最上階まで来た。ここだけは窓ガラスが填はまっている。どうやら上の方から付けていくはずだったらしい。

「…………」

　スプーキーＥはやっと耳の痕を掻くのをやめると、だだっ広いフロアーの真ん中に腰を下ろして、コンビニのビニール袋からおにぎりやらサンドイッチなどを取り出して、むしゃむしゃ食べ始めた。

　ふと思いついたような動作で腰のベルトから携帯電話を一つ抜き取ると、異様に素早い手つきで十桁の数字を一秒かからず叩いた。

　コールはほとんどなく、すぐに相手は受話器に出る。少女の声だ。

『──はい、春日井かすがいです』

「指令七〇〇二五九」

　スプーキーＥは口の中でハムサンドをくちゃくちゃ噛みながら言った。

『了解。指令を受諾します。──態勢完了。内容をどうぞ』

　声は急に機械的なものに変わった。

「これから市立図書館に行き、ハングル辞典とハンガリー語慣用句辞典の間に隠してあるキーをゲットしてこい」

『了解』

「キーは駅のコインロッカーのものだ。そこに入っている薬品を、おまえが勤めているバイト先のファーストフード店のドリンクに混入しろ。一錠につき、約三リットルを目安にしろ」

『了解』

「以上だ。指令七〇〇二五九伝達終了」

『了解。伝達終了。ただちに指示を実行に移します』

　スプーキーＥは電話を切る。

　そしてベルトに戻すと、すぐに別の携帯電話を手に取り、またどこかへとキーを叩く。

『──誰だよ？』

　今度は不機嫌そうな少年の声だった。それが、

「指令五四〇〇一二九」

　とスプーキーＥが囁くと、とたんに、

『了解』

　とさっきの少女と同じような機械的な声に変わる。

「現在、おまえのチームのメンバーは何名だ？」

「七名です」

「足りんな。十二名に増やせ。今週中にだ」

『了解。方法は？』

「どうにでもしろ。脅してでも無理矢理にでも、とにかく人数を集めろ」

『了解』

「十二名になったら、六番街から八番街にかけて、すこし荒っぽく動け。そしてどんなヤツが刃向かってきたかを報告しろ」

『了解』

　……ここでの〝動く〟という単語は、恐喝や窃盗といった暴行行為のことを意味している。

　そして話している途中で、スプーキーＥの腰の携帯電話の一つが振動で着信を告げた。

　スプーキーＥはあわてることなく、いまの少年との対話──指令を伝えるのを続けた。やがて、

「以上だ。指令五四〇〇一二九伝達終了」

『了解』

　とそれを終えると、おもむろに着信電話に出る。

「──なんだ？」

『ＦＳ四五〇〇三六より定期報告』

　その声はどうやら二十代後半あたりの成人女性らしい。やはりこれも表情というものがまるでない機械的な声だ。

「順調か？」

『仕ヽ込ヽんヽだクリームのうち、七十パーセントが売れました。買った客の七割は再来店していますが、目立った変化は見られません』

「細かいデータをいつものところに送信しておけ。それと、仕込んだ客には第二レベルの投与を始めろ。効果があろうとなかろうとだ」

『了解』

　……スプーキーＥはこのように、誰もいない忘れられた場所でひとりコンビニのジャンクフードを囓かじりながら、街中に潜ませている洗脳処置をした〝端末〟たちに指示を出し続けている。電話をかけ続け、そして彼のところにも電話がかかり続けて終わるということがない。いったいどれくらいの数の相手がいるのか、ちょっと考えられないほどの量だ。それはさながら人気アーアィストのライヴチケットの予約を受け付けるダフ屋、といった感じであった。

　それらはまとめると〝薬物を投与する側〟とその結果の〝人々の反応を見る側〟の二つに大別できる。

　だがその中には、そういうことは全然関係ないものも混じっている。

『……高速道路の高架下に〝出る〟そうです』

『……川沿いの道路を走っていくのを見たという者がいます』

『……ツイン・シティの屋上に、それらしい影を見たという噂が』

　──そういうことを言う者たちが。

　それらをスプーキーＥはむっつりした顔で受ける。特に最後のヤツなどには「わかっている！」などと大声を張り上げる始末だった。

「──くそっ！」

　電話のやりとりが一段落つくと、スプーキーＥは忌々いまいましげに呻うめいた。

「おのれ、ブギーポップめ……！」

　ぎりぎりと歯軋はぎしりしていると、りきんだせいか耳の痕から血がぶしっ、と吹き出した。

　ビニール袋に手を突っ込むが、もう何も残っておらず袋はむなしくがさがさと音を立てるだけだ。

「くそったれが！」

　彼は袋を破り捨てた。

　そのゴミを放り捨てると、乱暴な足音を響かせながらタワーの屋上へと上がっていく。

（ゆるせん、あいつは必ずこの俺の手でバラバラに引き裂いてくれる……！）

　屋上には、彼があの〝敵〟と遭遇したときのような強い風が吹いていた。

（……あいつは〝マンティコア〟と言っていた。あの逃亡体はたしか〝タルカス〟の担当だったはずだ。それを、もうヤツは仕留めてしまったらしい……だが〝中枢アクシス〟に報告などするものか！　ヤツはこの俺の獲物だ。誰にも渡さん！）

　彼は屋上に置かれている七本のボンベを睨みつけるように見つめる。

　それらは各種資材が放置されたままの屋上でそれほど目立つものではない。だから、これが他の者の目に触れたとしても、後からここに運び込まれた物だとは気がつかないだろう。だが、そのボンベの中には、この近隣の人間すべてを〝消毒〟──すなわち抹殺するだけの〝死〟がつまっているのだ。

（いざとなったらコイツを使ってでも仕留めてやる！）

　また耳の痕から血が吹き出す。彼はそれを手で押さえながら「だが──」と呟いた。

「だが、ヤツの言っていたもう一つの名……〝イマジネーター〟とは、一体なんだ？」

　しばらく憮然ぶぜんとした顔でいたスプーキーＥは、突然顔つきを厳しくして下界の方へ振り向いた。

「……む」

　パークの入り口の、閉鎖されたゲートに一人の人間がやってきていた。

　女──それも少女だ。学校帰りの女子高生らしく、制服姿だ。

　そいつはゲートをいじっていたが、驚いたことにがちゃり、と鍵を開けてしまった。合鍵を持っていたらしい。

「…ふふん？」

　スプーキーＥは、パークの中に入ってきた少女を意味ありげな微笑とともに見つめた。




　　　　　　　＊




「痛つ……ちょっと引っかけちゃった」

　衣川琴絵きぬかわことえは、パークを取り囲んでいる鉄条網のトゲに傷つけられた指先を唇の中に入れて舐めた。血の味が口の中に広がった。

「なにやってんかしら、私って……」

　通学鞄かばんからいつも持ち歩いている兎うさぎのキャラクター絵入りカットバンドを取り出して傷口に巻く。

　ひどく幼稚な感じがした。自分が三歳児にでもなったような気分だった。

　彼女がこのペイズリー・パーク建設予定地の鍵を持っていることは誰にも内緒だ。この土地の権利にからむ無数の債権の一つを彼女の親の会社が持っているのであるが、父親がそのマスターキーを自宅に持ち帰ったとき、琴絵はそれをこっそり持ち出して合鍵を取ったのである。

　それ以来、彼女はひどく落ち込んだりしたときなど、一人でこの秘密の場所にやってくるようになった。

　造りかけで放置された、様々なオブジェと言うべき建造物を眺めながら、綺麗なタイルが敷かれるのを待つばかりの、曲線を描いた遊歩道を歩いていると、なんだか涙が出てきそうな気がするのだった。

　とても寂しいところだし、学校でも家でも明るい娘だと思われている彼女ではあったが、何故なぜかこういう荒涼とした、見捨てられたような感じのする場所とかが心にしみるのだった。誰にも言ったことはないが。

　自分は、ほんとうはこういう場所にいるのがふさわしい人間なのではないか、という気がするのだ。

　心の何かが決定的に欠けていて、そこに隙間風が吹いている、そんな気がするのだ。

　それはちょうど、この一見華やかなアミューズメントパークが造られようとしていた場所のように、今さら誰一人として見向きもしないような他愛たわいない夢を──そこからしか始められない何かを、他の人間なら誰でも幼い頃に、とっくの昔に卒業してしまって忘れてしまったような夢を──それを、自分は一度として持てなかったのではないか……そんな風に思うのだ。

　そこまではっきりと、この十七歳の少女が意識化しているわけではなく、ただぼんやりとそんな感覚を持っているだけだったが、その分そのせつなさはまるで解消されずに放ったらかしにされたままである。

　彼女はとぼとぼと夕暮れの朱に染まったこの廃墟を歩く。

　歩きながら、最近はそのことばかり考えていることを、やっぱり考えている。

　従兄妹いとこの飛鳥井仁あすかいじんのことを。

（仁にいさん……）

　彼女が飛鳥井仁とはじめて出会ったのは五歳のときだった。今でもはっきりと思い出せる。

　仁の父親が、彼の弟である琴絵の父に借金を申し込みに来たとき、仁も何故か一緒にいたのだ。このとき、彼はまだ小学生だったはずだ。

　そのときは遠くから見ただけだった。

　琴絵の父親は衣川家きぬかわけに婿入りした身であったが、しかしおとなしい母親よりもよほど衣川家の当主として振る舞っており、このときも兄に向かって「甘えるな」などと怒鳴りつけていた。

　それでも執拗しつようにねばっていた兄に、彼の息子は静かに言ったのだ。

「おじさんの言うとおりだよ、父さん。なんの考えもなく、ただお金を欲しがっても誰もくれやしないよ」

　その透き通ったボーイソプラノが祖父の趣味でけばけばしく飾られていた応接間に響いたとき、琴絵はなんだか、その少年が、自分を、不足はないが息苦しい生活からどこかに連れていってくれるような気がしたのだ。

　父は驚いたが、その兄は息子の意見に「あ、ああ………そうだな」と納得し、さっきの、ただ兄弟だからいいだろうといった頼み方から、自分がやろうとしている商売の計画を説明し始めた。

　……その辺から琴絵にはよくわからなくなったのだが、どうやら彼女の父は仁の父親に結局いくらか貸してやったらしい。琴絵が覚えているのは、その親子が帰るとき、父親よりも息子の方が遙かに立派に「お邪魔しました」と玄関で別れの言葉を言ったことであった。

　すごく凛り々りしく見えたのだ。

　初恋だった。

　そして今度はいつ会えるのかと楽しみにしていたのだが、仁の父親はどうやらその借金して始めた商売に失敗してしまったらしい。それっきり、琴絵の家に来ることはなかった。時々彼女の父が兄のことを「あのごくつぶしが…！」などと罵ののしっているのを聞いて、琴絵はすごく悲しくなったことを覚えている。

　琴絵がふたたび仁と会うのは、それから四年後のことであった。

　衣川家に、またあの親子がやってきたのだ。父親は立派な身なりをして、驚いたことに借金を返すという。しかも利息を計上した上で。

　琴絵の父は「本来なら違約金ももらわなきゃならんのだが……」などとも言ったが、それでも金を返してもらえたことには喜んだようであった。

「しかし、一体どうやって稼いだんだ？」

　と聞かれても、仁の父親はニヤリと笑うだけであった。

　中学生になって、学生服を着ている息子は彼らの横で神妙な顔をしている。大人たちの会話に退屈しているという様子はなく、かといってよけいな好奇心を持っているというわけでもない。

　馴染なじんでいた。それが陰からこっそりと見ている琴絵には、とても不思議に思えた。

「それより幸二、おまえ絵はいらないか？」

「絵？」

「一流の名画さ。いま俺、そういうものを扱う商売をしてるんだ」

「画商だって？　図工の成績が２だった兄さんが？　偽物つかまされてもわからないんじゃないのか？」

「まあ、その辺のことはこいつに任せているのさ」

　と言って、息子の方を見る。

「こいつは天才だよ。もう絵の賞をいくつも獲とっている」

「ほんとうか？　しかし……」

「こいつの目利きは大したものなんだよ。どうでもいい安値で仕入れた物が、一年後にその画家が急に人気が出て十倍の値で売れたことがある」

　誇らしげに言った。

　誉ほめられても、息子の方は相変わらず神妙な顔だ。

「ほお……？　なんだ、将未はピカソのような画家にでもなりたいのか、仁は」

　琴絵の父は、はじめて甥おいの方に注意を向けた。

「夢ですね」

　少年は、決して偉ぶらずに、静かに言った。その態度はその場にいる誰よりもしっかりしている、と琴絵は思った。

　その場の人間が何を考えているのか全部知っていて、それに合わせているような、そんな感じさえした。余裕とさえ感じさせないほどの余裕──

　その夜は飲み会になり、仁も父親と一緒に琴絵の家に泊まった。

　琴絵は、なんとかして仁に話しかけようとしたが、彼は父親たちの横から離してもらえず、きっかけをつかめない。

　だが一度だけ、仁が父親に胃薬を飲ませなきゃと言い出して台所に水をもらいに来たとき、やっと琴絵は、

「あ、あの……」

　と彼の前に立つことができた。何年も前から願ってきたことだった。

「あ、すみません。水をいただけませんか」

　と仁は丁寧な口調で言った。

「は、はい」

　と琴絵は返事した。そこに彼女の母親が、

「仁君はえらいわねぇ」

　と顔を出して、彼にコップ一杯のお冷やを渡した。

「ありがとうございます」

　彼は頭を下げ、そして戻っていってしまった。

　琴絵は呼び止めたかったが、どうやって話しかければいいのかわからず、そのまま見送るしかなかった。

　しかし、その夜、琴絵が夜中に目を覚まして台所にジュースを飲みに下りていったら、庭に仁が一人、夜空を見上げて立ちつくしていた。

　季節は冬であり、外はひどく寒いはずなのに、彼は用意してもらったパジャマ姿であった。

　その表情はひどく悲しげだった。いつもすましている顔しか見たことがなかったので、琴絵は戸惑った。

　彼が何を考えているのか知りたかったが、なんだか自分にはわからないむずかしいことのようにも思えて、どうしていいのかわからなかった。

　しばらく立っていると、やがて彼が彼女の方を振り向いた。

「あ…！」

　思わず声を上げると、彼は彼女にちょっと頭を下げた。

　そして彼女の方にやってきた。

　琴絵はあわてて、鍵のかかっていたアルミサッシを開けた。

「な、なにをしてたんですか？」

　琴絵が口を開けると、白い息がほうっ、と広がった。

「ごめんね、おどかすつもりはなかったんだ。ただ雪でも降らないかな、と思って」

「雪？」

「うん。降りそうだと思ったんだけどな………」

「雪、好きなんですか？」

「まあね。ちょっと子供っぽいけどね」

　彼はにっこりと笑った。

「寒くないんですか？」

　訊いてから、琴絵はなんて間の抜けた質問だ、と後悔した。でも彼は嫌な顔ひとつせず、

「そうだね。寒いね。そろそろ戻ろうと思っていたんだ」

　とさわやかに言い、彼女にそれじゃ、と会釈えしゃくしてその場から離れていってしまった。

　琴絵はぼんやりと彼の後ろ姿を見送るだけだった。

　このときの彼と琴絵は親戚でしかなく、それ以上の接点はまるでなかったのだ。

　そしてまた、彼女と仁の間には何もなく、全うこともなく月日が過ぎていった。

（……でも）

　琴絵は、パーク建設予定地の中でも、特に目を引く〝ザ・ラダー〟という名前が付けられるはずだった螺旋型のタワーの前で立ち止まって、そしてあの日の少年だった頃の飛鳥井仁がしていたように空を見上げた。

　無論、雪など降るわけもない。今はもう四月なのだ。

（でも………あの、仁にいさんのお父さんの、あの不幸があって……）

　死因は、今に至るも不明だ。

　彼が街を歩いていると、突然血を吐いて、そして倒れたというのである。まるでなにか毒でも盛られたのではないか、と警察が疑ったほどの、それは唐突な死に方だった。

　しかしそれらしい痕跡はなかったというし、何よりそのお父さんは、その直前にどこにでもあるファミリーレストランでランチを食べていたという証言もあって、毒殺の線は消えた。レストランやその関係者と彼にはなんの関係もなかったのだ。

　それで、飛鳥井仁は天涯孤独の身の上になった。

　助けてあげよう、と琴絵は言ったし、彼女の母親も「養子にしてもいいんじゃない？」と言ったのだが、父親は入り婿の身で兄の子を迎えるのは対外的にまずいと言いだし、そしてなによりも飛鳥井仁本人が「お気遣いなく」と言って辞退してしまったのだ。

　仁の父親の商売は人手に渡り、遺産もいろいろな債務やらなにやらでろくに残らなかったというが、仁はさっさと美大に特待奨学生として入学してしまい、生活費も予備校の講師の口を見つけたりして、実に手際がよかった。

　実は琴絵は、半分はほっとしていた。

　養子になってしまったら、彼女と仁は兄妹である。そうなったら……まあ、半分は夢であるが、従兄妹のままならその可能性が残ってはいるのだ。

　しかし、飛鳥井仁はやっぱり、うまい具合に立ち回っているようでいて、どこかあの夜空を見上げていた悲しげな少年のままであった。琴絵にはそう見えた。

　何かを耐えている。それもすごく長い間ずっとずっと──。

（それなのに……）

　最近の仁はおかしい。

　夜中にうろつきまわったり、時々服に血の痕らしきものをつけて帰ってきたり……それより何より、妙に明るいのだ。

　もともと如才ない人であった。誰にでもそつなく接し、人に好感を持たれる人であった。それは変わらない。変わらないのだが……

　そんな彼女の悩みを聞いてくれたのは、今のところ同じ学校の末真和子だけだ。友達というほどのつきあいはないのだが、親切に話を聞いてくれて「ちょっと任せてくれない？」とまで言ってくれた。

　彼女が「わたしがはっきりさせるから、それまであの人にはできるだけ近づかないように」と電話をかけてきたので、琴絵は仁に最近は会っていない。

　末真和子は信用できそうだし、少なくとも琴絵が自分でどうにかしようとするよりも遙かに適切な判断をしてくれるだろう。でも、やはり……彼に会えないのは寂しい。

「仁にいさん……」

　彼女は赤い空を見上げて、ぽつりと呟いた。

　そのときである。

「──それがおまえのオトコの名前か？」

　背後から、いきなり声をかけられた。

　びっくりして振り返ろうとした彼女の頭部を、目にも留まらぬ速さで伸びてきた電撃怪人の両手が挟んでいた。

　ばしっ、と脳の機能が強引に断ち切られる感覚とともに──

「…………ッ?!」

　──衣川琴絵は意識を失った。




　　　　　　　＊




「──名前は衣川琴絵。年齢は十七歳か」

　スプーキーＥは手に入れた獲物のポケットを探って、少女の学生証を見つけた。深陽学際のものだ。

「なるほど、それでマスターキーか」

　と呟いた怪人の視線の先には、パークに立てられた看板がある。そこには〈衣川興業〉という名が記されていた。

「お嬢様ってわけか……」

　スプーキーＥは、少女が目覚めていたらぞっとすること間違いなしの、唇の端が耳にまで裂けようかという邪悪な笑みを浮かべた。それでも丸くて大きな眼はちっとも細くならない。奇怪な笑みであった。

「なら、金には困らんだろうな。ちょうどいい。コイツを軸にして〝イマジネーター〟とやらを探るとしよう……」

　怪人は指先をべろべろと舐め上げて、きれいにトリートメントされた琴絵の髪の毛を、唾液でべったりと汚れた手で乱暴にわしづかみにした。




　　　　　　　＊




　……気がつくと、衣川琴絵は夜の街を歩いている自分を発見した。我に返った。

「…………」

　しかし、彼女に自分がそれまで何をしていたのか、という疑問は湧かない。彼女は驚きや戸惑いを感じなくなっていた。

「…………」

　街は、一日の緊張から解放された人々の群でにぎわっている。酒場では早くも気炎を上げるおじさんがいるし、喫茶店では待ち合わせていた恋人たちがうれしそうに喋っていたりする。

　彼女は、そんな平和な世界を横目にキャッシュディスペンサー機の設置所に入ると、金をおろしはじめた。月の頭なので、利用者は彼女の他にはいない。一度に三十万までおろせるその機械を、彼女はフルで十回使った。全部で三百万である。

　顔色一つ変えずに、札束を通学カバンの中にしまい込む。

　そして彼女はそのまま場末のライヴハウスへと向かった。

　以前に一度、友人に連れられていっただけの場所だ。琴絵自身はどうも、あの大して上手うまくもない、やたらに大仰な演奏をしているだけのインディバンドにみんなが歓声を上げるあの空気になじめず、それっきりになっていた。

　だが今の彼女は何ら臆おくすることなく、ひとり地下にある店の薄暗い入り口を降りていった。

　ドリンク付きで五千円のチケットを買って中に入ると、ひどい騒音が耳に飛び込んできた。琴絵はステージで喚わめいているバンドや首と腕をぶんぶん振っている客たちには目もくれず、ドリンクを渡しているカウンターに向かう。

「ほいよ」

　髪をおっ立てたパンクスの従業員はやる気のない声で言い、琴絵の前に紙コップを置いた。

　琴絵はカウンターの上に置かれたドリンクには手も触れず、パンクスに、

「訊きたいことがあるんだけど」

　と言った。

「あん？」

「イマジネーターって名前に聞き覚えない？」

　彼女がそう言った途端、パンクスが顔色を変えた。

「……な、なんだって？」

「知ってるの？」

「し、知らねえよそんなの」

「嘘ね」

　琴絵のきっぱりとした口調に、パンクスはぎくりとした顔になった。

　彼女の耳元に口を寄せて囁く。

「あ、あのな、あんた、どこで聞いたか知らねえが、その名前はあんまり言わない方がいいぜ。なんせ──」

　と彼が言っている途中で、

「なんだと、イマジネーターだと？」

　と、ハウスの隅の方のシートに腰を下ろしていた男が口を挟んできた。二メートル近い身長の、スキンヘッドの大男だ。

「おい女子高生、どこでその名を聞いた？　ヤツはどこにいるんだ？」

　男はずかずかと分厚いブーツの底を鳴らしながらやってきた。うるさい演奏を背景にしながら聞こえるほどの響きだった。

「ヤツ？　ひとりなの、イマジネーターは」

　琴絵は男に怯ひるみもしない。

「訊いているのはこっちだ！」

　男は琴絵の制服の襟首をわしづかみにした。

　そのまま吊るし上げる。

「なめんじゃねえぞ！　俺のバンドの連中、みんなへンになっちまった！　全部あのイマジネーターとかぬかす野郎のせいでだ！　ヤツはいったいみんなに何をしたんだ?!」

　スキンヘッドに血管が浮いていた。

　ぶるぶるぶる、と琴絵は宙に吊るされた状態で、彼の怒りの痙攣けいれんのままに揺れた。

　しかし琴絵はあくまでも静かに、

「──総合すると、イマジネーターというのは〝人間に何かをしていて、自分のサイドに引き込んでしまうような奴〟ということね。宗教か何か？」

　と言った。

　む？　とさすがにスキンヘッドも訝いぶかしげな目つきになった。

「イマジネーターに〝変えられた〟というのは具体的にはどういう風に？」

　琴絵は続ける。

「……お、おまえ、なんなんだ？」

　スキンヘッドは彼女を下ろした。

　てっきり強がっているだけの女子高生だと思ったのに、どうも様子がおかしい。

　琴絵は、にや、と底の知れない笑みを浮かべた。

「……勘違いしているなら、今晴らしてあげるけど、タダじゃないわよ」

　琴絵はカバンかられ束をひとつ出した。十万円だ。

「情報料なら、きちんと払うわよ」

　スキンヘッドは目をしばたかせる。

「……なんだおまえ？」

「少なくとも、イマジネーターの味方ではないわね」

　不敵な口調で言った。




「……俺は直接見たわけじゃないんだ。たまたま、路地裏で起こっているとき、陰から目に留まったって奴がいたんだ」

　場所を変えて、人気のない奥のロッカールームで、スキンヘッドはぼそぼそと話し始めた。

「〝起こって〟いた？」

「そう言ったんだ。何が起きたのかわからない、と

　何人もいるのに、そいつは一人でみんな吹っ飛ばしちまった、ってな。ああ、そう言ったんだ。殴ったでも蹴り飛ばしたでも倒したでもなく、吹っ飛ばしたんだ。

　やられた連中は、別に弱かったわけじゃなかった。そういう次元の話じゃねえんだ。強い奴にやられたとかそんなんじゃねえ。だって吹っ飛ばされた連中は、起きあがると、残った奴らを羽交はがい締じめにしたって言うんだ。さっきまでツレだった奴をだ。敵を味方にしちまうって言うんだ、そいつは。

　だから、どんなひでえ沙汰さたになったって、そいつには傷ひとつ付かないんだ。地べたにぶちまけられる血反吐ちへどはみんなヤツとやり合った方だって言う。なんだかさっぱりわからねえ、まるで化け物だ。ドラキュラとかそんな感じの──」

「やられた連中は、その後どうなるの？　そいつらと話したことある？」

「──どうなる、っていうか……」

「あんたのツレもやられたんでしょう？」

「一度だけ、毅つよしって奴を見かけたことがある。一人で街を歩いてた。そいつと俺はもともとウマが合う方じゃなかったんだが、それでも他の奴らが姿を消しちまって、焦ってたから『おい！』って声をかけた。そしたら野郎振り向いて、なんと笑いやがった。『やあ』とぬかして──」

「どうしてそれが変なの？」

「毅ってのは、声かけると『うるせえ！』とか怒鳴るタイプなんだよ、一人のときはな。たいてい女連れなんだ。ところが、そんときにはニコニコしやがって、なんていうか、トガったとこが全然なくなってて……落ち着いてやがるんだ」

「どこにいたの？」

「別にどこにも行ってやしないとか言った。たまたま顔を合わせなかったんだろう、とかな。そんときは俺もまだ、イマジネーターのことを知らなかったし、毅たちがやられたってことも知らなかった。後で聞いたんだ。だからそんときは訳がわからないまま毅と別れちまった。で、それっきりだ。電話しても出やしねえ」

「連中の家ねぐらには行ってみたの？」

「いいや。知らねえんだよ住所。別に聞いてなくてな」

「……今時のバンドはそんなものよね」

「俺だってちょっとは寂しいとか思ってたけど、他の奴らがみんなへーキな顔でつきあってるからよ、そうするのが自然かな、とかよ──」

　スキンヘッドは気弱げに言った。おそらく彼も、根は単純な〝いいひと〟なのだろう。

　ふふん、と琴絵は鼻先で笑った。

「それで？　そのイマジネーターってのは、そいつが名乗ったのを盗み聞きしたって？」

「………ああ」

「どんな声だったの？」

「なんか、スカした声とか言ってた。気取ってやがる、みてえな。それで〝呼ぶならイマジネーターとでも呼ぶといい〟とか言ったとか。なんだかよくわかんねえけと」

「姿は見ていないのね？」

「ああ。隠れてたらしいから。──ああ、そう言えば」

「なに？」

「白かった、とか。白っぽい影というか、みたいな」

　琴絵は、何故か自分でも理解できない衝撃を受けた。

「──なんですって?!」

　彼女の急な驚き方に、スキンヘッドもびっくりした。

「な、なんだよ？　白ってのに心当たりでもあんのか？」

「────」

　言われても、今の琴絵には、そういう余計な記憶が頭に浮かばないようになってしまっている。だから自分でも、その驚愕きょうがくの中身が把握できない。どこかで、白い服というものを、それを着ている男を知っているような、でもなんだかわからない。

　──わあん、と遠くからライヴハウスの演奏と歓声が混じった音が聞こえてくる。それは虫の群がつくる羽音のようでもあった。まとわりついてくるようで、ひどく耳障みみざわりな気がした。

「……いいえ」

　琴絵は頭から雑念を振り払うため首を振った。

「いいえ──なんでもないわ」

「なあ、あんたはなんなんだよ？　イマジネーターのことを調べてどうするんだ？」

「あんたは、仲間の仇を討ちたくないの？」

　琴絵はいきなり関係ないことを、冷ややかに言う。

「仲間、って言ったって──」

　スキンヘッドは困惑した顔になった。

「見捨てるってわけね？　まあいいけどね、別に」

「そんなんじゃねえよ！」

　スキンヘッドは頭を真っ赤にして、折り畳み式のパイプチェアを蹴飛ばして立ち上がる。

「だったら、協力しなさいよ、私に」

　琴絵は男を見上げ、せせら笑うように言う。

　カバンを開け、いきなり残りの金を全部つかみ出す。そしてテーブルの上にぶちまけた。

　ぎょっとするスキンへッドに、琴絵は、

「これで人を集めなさい。そしてイマジネーターを逆に狩ってやるのよ」

　と言い放った。

「──ど、どうしたんだよ、こんな金」

　ごくり、とスキンヘッドは唾を飲み込んだ。

「どうもしないわよ、私にとってはね」

　琴絵は平然と言う。

「──お、俺がこの金を持って逃げたら？」

　いいひとらしく、スキンヘッドはそんなことを訊いた。

「別に。私には大した損じゃない」

　琴絵は、これまた冷ややかに言った。

「ただあんだが腰抜けってだけよね、結局」

「…………！」

「だまし取るなら、もう少し待った方がいいけどね。まだ金は出るから」

　琴絵は、さらににやにや笑いを深くした。いくら笑っても彼女の目はちっとも細くならない。それは、スプーキーＥの笑い方にそっくりであった。
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Ⅱ





自分は正しいか、と自問するより、

自分のどこが間違っているのかと考える方がずっと事実に近いはずだ。

ほとんどの人間はいつでも正しいことはできていない





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　ぼく、この四月から高校生になった谷口正樹たにぐちまさきがブギーポップとかいう噂話うわさばなしのキャラクターのコスプレだか物真似ものまねだかを始めて約一月が経った。

　ぼくは好きな女の子ができたのははじめてだったから、つい浮かれて、それでその子、織機綺おりはたあやの言うままに街で〝死神〟だという黒ずくめの姿で正義の味方まがいのことをしているのだが、未だになんで織機がこんなことをぼくにさせているのかよくわからない。

　それでも、彼女から誘いの電話がかかってくれば、ぼくはいそいそと出かけてしまう。我ながらちょっとおめでたすぎやしないか、とも思うけど、織機と一緒にいると楽しいのだから仕方がない。

　とある日曜日、いつものようにぼくが朝早く出かけようと玄関でスニーカーの靴ひもを結んでいると、

「──ちょっと、正樹」

　と後ろから姉さんが声をかけてきた。

「なに、凪なぎ」

　ぼくは振り返らずに返事した。

「あんた、このところよく出かけるね」

「そうかな」

「夜も遅いし。何をしてるの？」

　姉さんはいつも、どこかきついものの言い方をする人だ。でも根は優しいいい人である。

「凪だって外出は不規則じゃないか」

　ぼくは笑いながら言った。でもその日は、姉さんはさらにつっこんできた。

「相手はいつも同じなの？」

「相手、って」

「女の子と会ってるにしては、何かおかしいじゃんか。服装が無頓着むとんちゃくすぎる。前のあんたはもう少しおしゃれだったと思うけど」

「…………」

　その日、ぼくが着ていたのはよれよれのＴシャツに一本三千円のジーパン、そして安物のウインドブレーカーだった。どうせブギーポップの扮装ふんそうをするので、確かに着るものは乱暴になっていた。

「どこに行ってるの？」

　姉さんは身を乗り出して、ぼくの横顔を覗き込んできた。

　ほとんど睨むような眼になっていた。

「……い、嫌だな、別にそんな」

　ぼくは背筋に冷や汗を感じた。いつもの姉さんではなかった。なにか、ひどく迫力があった。

　姉さんはぼくの手をつかんだ。いきなりだったので、ぼくはどきりとした。

「な、なに？」

「……拳ダコよね、これ」

　姉さんはぼくの手の甲をさすりながら言った。

「空手の稽古けいこでもしてるの？」

「え。う、うん。まあね。最近なまってたし」

　ぼくはしどろもどろに言った。

「強いよね、あんたは」

　姉さんはまるで責めるような口調だ。

「そ、そうでもないさ」

「強いからって調子に乗ると、大怪我するって榊原さかきばら先生に言われなかった？」

　榊原先生はぼくの空手の師匠だ。なんでも、姉さんの死んだ実父の知り合いだったという。

「わ、わかってるよ。耳にタコができるくらい言われたからね」

「ほんとうにわかっている？」

　姉さんは、ぐっ、とぼくに顔を近づけた。彼女は美人で、ぼくとは血もつながってないし、その赤い唇が間近にあって、でも、その場の空気にちっとも色っぽい雰囲気はなく、むしろ凍りつくような冷ややかさがあった。

「う、うん」

　ぼくは唾をごくり、と飲み込みながらなんとかうなずいた。蛇に睨まれたカエルのような気分だった。

「……ならいいけど」

　姉さんはやっと顔を後ろに引いた。

　ぼくはぎくしゃくと靴ひもを結び、あたふたと玄関から外に出る。

　背中の、姉さんがかぶさっていたところが、まるで炎にあぶられたみたいに汗びっしょりになっていた。

（女は怖いって言うけど……凪姉さんは筋金入りだな）

　ぼくは身震いしながら、首をすくめてまだつめたい四月の風の中を走っていった。




　そしてぼくが織機と待ち合わせた喫茶店に入ると、意外な光景が待っていた。

　織機は、いつものようにぼくより先に来て席に座っていた。彼女は、ぼくがどんなに急いで来ようと、必ず先にいるのだ。それはいい。

　でも今日は、その彼女の席にもう一人、誰か座っていた。相席じゃない。店は空いている。女の子だ。

「──あら、あれが彼氏？　はは、なるほどいい男じゃないの」

　その子はぼくの方を見て、織機にニヤリと笑いかけた。ぼくはなんか、嫌な感じがした。

「正樹、その」

　やってきたぼくに、織機はとまどった顔をした。なんと言っていいかわからないようだった。

「知り合いかい？」

　ぼくはその子と目を合わせないようにして織機に訊いた。

「その、学校の……先輩なの」

「衣川琴絵って言うの。はじめまして。谷口正樹くん」

　彼女は席から立ち上がり、ぼくに握手を求めてきた。

「……どうも」

　ぼくは、一応手を握り返した。すると衣川という人はくすくすと笑った。

「女の子の手を、ずいぶん平然と握っちゃうわねぇ？　慣れてるね、君。これならイザってときに織機さんも困らないんじゃないのぉ？」

　下卑げびた言い方だった。からかう、というより、なんだかからんでくるような口調である。

「なんですか、あなたは？」

「織機さんの友達よ。あなたと同じでね」

「？」

　彼女は手を離すと、ぼくの肩をぽん、と叩いた。

「そうでしょ、ブギーポップさん」

　ぼくは織機の方を見た。彼女は小さくうなずいた。

「ええ、衣川さんは知ってるの」

「織機さんから話を聞いてね。ぜひ力になりたいと思ったのよ」

〝衣川さん〟は明るく言う。でも、ぼくはどうも引っかかる。

「……なんであなたが？」

「あら、正義に理由はいらないでしょう？」

　もっともらしく言うが、その言い方がすでにおかしい。

「…………」

　ぼくはテーブルの伝票を黙ってつかんだ。

「織機、ちょっと来て」

「あら。お二人の邪魔をする気はないわよ」

　衣川は笑って言った。でもぼくは無愛想に、

「ここはぼくが払っときますから。どうぞごゆっくり」

　と織機の手を引っ張るようにして席から離れた。

　店の外に出ると、窓の向こうで衣川が手をひらひら振っている。ぼくらは足早に通り過ぎ、ガード下に隠れるようにして入る。

「あのね、正樹……」

　織機が言いかけたところに、ぼくは声をかぶせた。

「──何をされた？」

「いや──」

「なんだよあの偉そうな女は？　何かおどされたのか？」

「そういうんじゃないのよ、本当に」

　織機は困った顔をしていた。ぼくはちょっと怯ひるむ。

「……じゃあなんなんだい。どう見ても友達って感じじゃないぜ、あれは」

「………」

「なあ、なんかトラブルなら、ぼくだって」

　と言って、ぼくはつい拳を握っていた。

「やめて！」

　と織機が顔色を変えてぼくの手をつかんだ。ぼくも、はっ、と我に返る。姉さんに言われた〝調子に乗ってると大怪我する〟という言葉が頭に浮かんだ。

「……わ、わかったよ。ごめん。でも何故あの女はブギーポップのことを知ってるのか教えてくれないか」

　ぼくは織機を見つめながら訊いた。

　彼女は目を逸そらしてうつむく。ぼくは織機が言い訳を考えているように見えて、イライラしてきた。




　　　　　　　＊




「……衣装を見られたの」

　綺は、正樹に苦しい言い訳をした。

「どこで？　学校でかい」

　正樹の訊ね方にも、あんまり信じていないようなトゲがある。

「マンションで、よ。あの人、私のマンションの、大家のお嬢様なの」

　これは本当のことだった。ただし、その人の人格がスプーキーＥによって変えられている、なんてことまでは言えない。

「なんだって？」

　正樹は驚いたようだ。心当たりがあるらしく、唸うなっている。

「そう言えば衣川興産、ってプレートに書いてあったな……」

　彼は何度も来ている綺のマンションの、玄関のそれを思い出したようだ。

「……それで、そのお嬢様はなんで」

「……それは」

　真相はこうだ。

　昨夜スプーキーＥから指令が下り、これから衣川琴絵という女がそこに行くから、その指示に従え、と言われたのだ。そして彼女は綺のマンションにやってきた。

　一目見て、スプーキーＥが念入りにいじった特別製だということがわかった。表情がスプーキーＥと同じだったからだ。彼の手足と言うよりコピーで、自律的に活動する、いわは〝指揮官〟タイプだ。

「おまえが衣川琴絵のテリトリーに住んでいたのは好都合ね」

　当の琴絵本人のはずの彼女はそう言って笑った。

「とりあえずここを拠点にするわ。イマジネーター狩りのね」

「イマジネーター……？」

「知る必要はないわ。とにかく、しばらくは男たちがここに来るかも知れないから、そのときはおとなしく入れなさい。なにか要求されたら、素直に聞くのよ」

　言われて、綺はぎしっ、と身体を固くした。要求、というのは、決して食事の支度とかそういう意味だけではないだろう。

「……で、でもそれじゃ正樹の方は」

「あの小僧はもうそろそろ終わりって言ったでしょう。切り捨てる潮時だわ。──なあに、もしかしておまえ、まだあの小僧に嫌われたくないとか思っているわけ？」

「──ひ、ひとに、き、嫌われないようにしろ、と統和機構には言われました。だから──」

「統和機構？　あんた、まだ自分があそこに所属していると思っているの？」

　琴絵は綺をどん、と突き飛ばした。綺は後ろに転んでしまった。

　その頬に琴絵の蹴りが飛んできた。綺はまともに喰らって、口の中を切って血が唇から流れ出た。琴絵はさらに綺を痛めつけ、綺はされるがままだ。

　──琴絵に自我が残っていたなら、きっと『やめて！』と綺の代わりに叫んだろう。だが、その場にはその暴力を止める者はいない。

「──とっくに統和機構は、おまえなんぞ捨ててしまっているんだ！　おい、いいか、おまえは私──スプーキーＥの道具のひとつに過ぎないんだよ！」

「──はい」

「おまえはなんだ、今さら男の選えり好ごのみなんぞできる立場か、ああん?!　施設の外に出てからおまえ、何人の男をくわえ込んだか数えてみたことがあるのか？」

「──はい」

「名目では合成人間と普通人の交配実験だと言うが──一回もデキやしねえで、おまえはただよがってただけだろうが！」

「──はい」

「成功例の俺にはなんにも付いてねえってのに、なんで失敗作のおまえにはヤレるんだよ、このド畜生が！　雌犬が！」

　琴絵の身体とはなんの関係もないことを、刷り込まれた知識と人格が勝手に喚いている。

「──はい」

　ただ返事を、機械的に繰り返す綺は無表情だ。

　しばらく暴行し続けて、やがて琴絵は息を切らせるところまでいって、やっとやめた。

「──ふん！　おら、立って飯でも作れ。衣川琴絵の身体が動きすぎて栄養不足を訴えている」

「──はい」

　よろけながら綺は立ち上がった。

　自分用の買い置きのコンビニ弁当を、いつもは使わないマンションに備え付けの電子レンジに入れて温める。ブーンと唸る機械を前に立ちつくしながら、綺はうつろな目をしている。しかしその唇はかすかに震えている。怯おびえているというより、それは呟きを表していた。誰にも、自分の耳にも聞こえないような小声で、彼女はひたすら、

「……正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは、正樹だけは……助けなきゃ──」

　と繰り返していたのだった。




　……そして、今朝スプーキーＥは谷口正樹とやってしまえ、と綺に命じた。最後だから、交配可能か実験してみろ、と言うのだ。ひどく人の悪いユーモアだった。彼の分身たる衣川琴絵が見物に来たのは、ただ単なる嫌がらせだ。

　だが、そんなことはとても正樹に言えない。

「それは……」

「言えないのか？」

　正樹は悲しそうな顔をした。

「……私が悪いのよ」

　かろうじて、それだけを言った。

「そうか」

　正樹はうなずいた。どこか決然とした表情をしていた。

　綺は、もうこれで正樹が自分を嫌いになってくれたらいい、と思った。どうせスプーキーＥの言うとおり、自分に与えられた〝周囲に嫌われて、トラブルの元をつくるな〟という命令など消滅している。嫌われたって誰も文句は言わない。彼女を嫌いになることで彼が助かるなら、いくらでも嫌いになってほしかった。……彼女自身がどう思っているかはこの際、別問題だった。

「それじゃあ、君はもうブギーポップごっこはやめた方がいいな」

　正樹はきっぱりと言った。

「…そうね」

　綺はうつむいたまま、呟くように返事した。これでいいのだ、と思った。これでいい──

　……ところが、予想外のことが起きた。

「だから、そいつはぼくがもらう」

　と正樹がいきなり言って、綺の手にあったナイキのバッグを取り上げてしまったのだ。

「え…？」

　綺はバッグを取られ、目を丸くした。その中にはブギーポップ変身セットが一式入っているのだ。

「君は関係ない。ぼくが勝手にやる」

　正樹は言った。




　　　　　　　＊




　ぼくは結局のところ、単純に怒っていたのだ。

　さっきの衣川の態度にもむかついていたし、織機がぼくになにも言えない、ということにも腹が立った。それよりなにより、調子に乗ってブギーポップの真似なんかを喜々としてやっているだけで、織機がなんでそんなことをやらなきゃならなかったのかまともに考えてやらなかった自分の間抜けさに怒っていた。

「ま、正樹？」

　織機はびっくりしていた。

「どういうつもりなの？」

「どうもこうもない。これからはぼく一人でやる。君はもう協力しなくていいよ」

　ぼくはつっけんどんに言った。

　ブギーポップをやるのは、ぼくは織機がそうしてほしいからだとばかり思っていた。

　だが、あの衣川とかいう女の態度からして織機は自分の意志でやっていたわけではないらしい。

　なんのことはない。ぼくは織機を喜ばせるつもりで彼女を追いつめていただけなのだ。

「なんでそういうことになるの?!　正樹はもう、なにもしなくていいのよ！」

「それはぼくの科白せりふだ。なんで君は、これまでブギーポップなんて本当はやりたくないって言ってくれなかったんだ！　言ってりゃあ、君は囮役おとりやくとか、そんなのは何もしなくてよかったんだ！」

　ぼくらは大声で怒鳴りあった。

「私は──」

　織機は絶句した。

「ぼくだって君を危ない目になんてあわせたくなかったんだ！　でも君が望んでると思ってたから──だったら──」

　ぼくも、言葉の途中で何を言っていいのかわからなくなった。口ごもった。

　ぶるぶる震えながら、ぼくらはバカみたいに睨み合い、暗がりの中つっ立っていた。

　やがて、

「──なんで、なんで正樹は、私を……」

　と織機が、疲れ果てた、という感じの声でぼそぼそと言った。

　ぼくはまたしても、意味もなくムカムカと腹が立ってきた。

「──じゃあね！　さよなら！」

　ぼくは乱暴に怒鳴ると、彼女に背を向けてその場から走り去った。いたたまれない気持ちで耐えられなかったのだ。

　結局、織機はぼくを利用していただけで、しかもそれは彼女が望んでしたことでさえなかった。そういうことになるのだろう。だったらぼくは、いったいなんだったんだ。

　織機といるだけで楽しいとか、能天気なことを考えるだけだったこのぼくは──

「──くそっくそっくそっくそっ！」

　ブギーポップのキットが入ったバッグを振り回しながらぼくは走り、走りながらぼくは泣いていた。無茶苦茶に恥ずかしかった。これにくらべたら、ブギーポップの格好なんてちっとも恥ずかしくなかった。

　ああそうとも──とぼくは心の中で叫んでいた。

　正義の味方だろうがなんだろうが、いくらでもやってやるさ！




　　　　　　　＊




「──正樹！」

　綺は必死で叫んで、彼の後を追おうとした。

　だがその肩を後ろから乱暴に掴まれた。

「──待て、カミール」

　と声をかけてきたのは、スプーキーＥその人であった。隠れて見ていたらしい。

「は、離してください！」

　振りほどこうとした。だが、スプーキーＥの力は異常に強く、万力まんりきで締められたかのように綺の身体は固定されていた。

「命令変更だ。あいつはほっとけ」

　スプーキーＥはせせら笑っていた。

「え…？」

「どうやら、あいつは勝手にブギーポップをやってくれるようだ。手間がはぶけていい」

「どういうことです？」

「しばらくしたら、ブギーポップの変死体がどこぞで発見されるという寸法だ。秘密の存在が、ただのみっともない失恋男のバカな行動として衆目にさらされるってわけだ！」

　スプーキーＥは高笑いした。

　綺の顔が真っ青になった。

「……な、なんて──！」

〝切り捨てる〟というのは、そういうことだったのか?!

　正樹を社会的に〝本物〟として殺してしまい、本物を〝偽物〟にしてしまう──それがスプーキーＥが考えていたシナリオだったのか?!

　それで本物をおびき出せればよし、そうでなくとも、少なくともスプーキーＥの個人的な憂さ晴らしにはなる──

　こいつは正樹を殺す気だ！

「──だ、だめよそんな！」

　綺はスプーキーＥにしがみついた。掴まれた肩をひきはがそうとした。

　だがその瞬間、スプーキーＥの手から電撃が綺の身体にぶち込まれた。骨格に、脊髄せきずいに、頭脳に衝撃が叩き込まれた。全身の神経が揺すぶり立てられ、皮がひきつった。

「──がっ！」

　綺はのけぞり、そして鼻腔びこうの細胞膜が破れ血が流れ出した。

（ま、正樹……！）

　それでもなお、彼女は動かぬ身体を無理矢理ひきつらせてスプーキーＥから逃れようとする。

　そこにもう一度電撃が来た。

「──！」

　がくりと気絶した。

「ぶふははははははははははははははははっ！」

　スプーキーＥの高笑いは、いつ果てるともなく、人気ひとけのないガード下に響きわたっていた。




　　　　　　　＊




　……しかし、ブギーポップって一体何なのだ？

「──はあっ、はあっ、はあっ……！」

　ぼくは走り疲れて、路地裏にへたりこみながらあらためて考えていた。

　織機には家族がいないらしい。その織機があんなにいいマンションに住んでいるのは、どうも裏に何かあるからとしか思えない。

　その裏と、あの黒ずくめの死神少年という訳のわからない噂が関係している……

（──なんでだ？）

　どうしてあんなふざけたコスプレが、そんなものと関係あるんだ。

　金の問題とは思えない。何百万とかいう麻薬を、織機は惜しげもなく捨ててしまっていた。もしもそういうシンジケートとかだったら、あんなもったいないことはしないだろう。あの行為は、それだけ見ると確かに街の浄化に役立ってはいたんだし。

〝立派なことだわ……〟

　織機がそう言ってぼくを誉ほめていたときのことが、ふいに頭に浮かんだ。

（ちくしょう……！）

　また鼻の奥がつんとしてきた。あれは演技だったわけだが、そうとわかってもなんか胸が熱くなるのをどうすることもできない。

　でも、泣いてる場合じゃなかった。

　ぼくはどうすればいいのか、冷静になって決めなくてはならない。

　辺りを見回し、誰もいないことを確認してから、ぼくは地面の上で胡座あぐらをかいた。目をつぶって座禅を組む。

　師匠が言っていたのだ。

〝悩んでいるときは、とにかく格好だけでも立派になってみろ。落ち着いているということにしてみろ。そうすれば、なんとなくだまされて冷静になってくるような気がするからな〟

　……空手の師匠のくせに、気合とか精神集中とか、そういうことを全然言わない人なのだ。眉間みけんにしわを作ると怒られるという、どこか不思議な習い方をぼくはした。

〝心の中に棒を立ててみろ。それで、そいつを倒して行き先を決めるんだ。イメージって奴は、余計な理屈がからまない分、ストレートでいい〟

　……でも、ぼくの心の中の棒はぐるぐると回るばっかりでちっとも倒れてくれない。

〝そういうときは問題の立て方が間違ってる。決めようのないことを決めようとしてるんだ。まず決められることを探すんだ〟

　……だんだん師匠が耳元で囁いているような気分になってきた。

（えーと………）

　ぼくは、織機が憎いのか？

　……いいや、違う。

　ぼくは、ブギーポップをやってたのが嫌だったのか？

　……これも違う。

　ぼくは、ひょっとしてとんでもないことに足をつっこもうとしているんじゃないのか？

　……そうだろう、たぶん。

　ぼくは、ブギーポップがやりたいから、暴れたいから、そういうことに首を突っ込むのか？

　……いや、違う。そうじゃない。

　じゃあ、なんでだ？

　……わからない。でも、何もしないことはできない。何かをしなくては、と思うのだ。

　その場合、何に気をつけなきゃならないのだろうか？

　……調子に乗るな、と言われた。師匠と、そして──

「──凪姉さんか」

　ぼくは目を開けた。

「家にはもう、戻れないってことか……」

　姉さんを巻き込むことはできない。それが引っかかっていたのだ。

（でも、怒るだろうなあ……）

　立ち上がり、土埃つちぼこりを払いながら、ぼくは苦笑した。

　高校生になったばかりで、いきなり無断欠席することにもなるな、と気づいたのだ。

　こんなことになるなら、中学の時あんなに周りに気を使うんじゃなかったな、とか──。

「はは、バカみたいだな、まったく──」

　ブギーポップの変身キットを背負って、ぼくは街並みへと歩き出していった。
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Ⅲ





人間が〝これは絶対に正しい〟と思っているとき、

ほとんどの場合その事実は既に過去のものになっている





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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「どしたの、末真？」

　学校前のバス停で、駅前行きの列に並んでいたわたしがいきなり一歩外に出たので、後ろにいた親友の宮下藤花みやしたとうかが声をかけてきた。

　でもわたしは返事をせず、そのままさらに前に出た。列からは完全にはみ出ている。

「ちょっと、和子ってば？」

　藤花が私の袖そでを引っ張る。

「藤花、わたし用を思い出した。今日予備校休むわ」

　わたしは彼女の方を向きもしないで言った。

「え？　なんで？」

「ノート、後で貸してね」

　おざなりに言いながら、わたしは早足で駆け出した。

　急がないと、見失ってしまいそうだったのだ。

　山の上にある私たちの学校の、下り坂の道を下りていったのは間違いなく、この前わたしが飛鳥井仁と一緒のところを見た少女のうちの一人だった。

　確か名前は〝北原美咲きたはらみさき〟とか言ったはずだ。この学校の生徒だったのか？

　いや、この前に予備校で見たときは違う学校の制服を着ていた。ということは──

（変装して、潜り込んでいたってこと……？）

　なんでそんなことをしなくてはならないというのか。

　しかも、うちの学校は入校するのにカードが必要なのだ。それも用意していたのならこれはずいぶん本格的だ。

〝美咲〟はかなりの早足で駆けるように坂を下っていく。わたしはなんとか彼女の跡を追ったが、同じ速さで追いかけるとどうしても目立ってしまいそうになる。

　しかも、わたしは革の靴を履いていたが、美咲はスニーカーだ。どうしてもわたしの方は不自然になる。

　そうしているうちに、美咲は道の途中で公園に入ってしまった。そこは洪水の際の水の逃げ場でもあって、隠れるような物がなんにもないのだ。学校の真下で、しかも職員室から丸見えという位置にあるので、生徒はほとんど近づくことがない。

（……どうしよう？）

　どうしようもなく、わたしは通り過ぎるしかない。でも、少し進んだところで、いかにも靴のひもがほどけました、というへたくそな演技をして立ち停まってかがみ込んだ。

　横目でちらりと見ると、公園の真ん中で美咲は携帯電話をかけていた。

「……はい、来ていません。ここ数日彼女は欠席していると………」

　風の気まぐれで、そう話しているのが耳元に届いた。でも、すぐに聞き取れなくなる。

（……〝彼女〟？）

　誰かを捜しているのか？

　そうしているうちに、美咲は電話を切った。

　こっちに来そうだったので、わたしはあわてて立ち上がって、そして彼女が来る前に歩き出した。

　早足で歩くのはもうやめた。するとたちまち美咲はわたしに追いつき、そして追い越していってしまった。さすがに、もうこれ以上追いかけるのはちょっと控えた。顔も見られただろう。

　おそらく行き先は飛鳥井仁のいる予備校だ。

　わたしは学校に引き返した。

　バス停には、まだ藤花が立っていた。

「あれ？」

　わたしは目を丸くした。バスはもう行ってしまった。彼女は乗らなかったのだ。

「やっぱり戻ってきたね、末真」

　彼女はにっこりと笑った。

「どうしたの？」

「あんた、カバン忘れてるの、まだ気づいてないの？」

　藤花にあきれた、という調子で言われたので、わたしははっ、となった。そう言えば手には何も持っていない。

「あ……！」

　うかつもいいところだ。追いかけるのに夢中で、下に置いていたのに気がつかなかったらしい。

「はい、これ」

　と藤花に渡されて、わたしは顔を赤くした。

「あ、ありがとう。ごめんね。待っててくれたの？」

「うん。たぶん戻って来るんじゃないかと思ってね」

　藤花はうなずいた。コイツはいい娘こだなあ、などとそんなことを思った。

「いい娘こねえ」

　と口にも出した。すると藤花が吹き出した。

「なによそれ？」

「いや、そう思ったから」

「しみじみ言わないでよ、もう！」

　彼女はふざけてわたしにからみついてきた。ゲンコツで頭をポカポカぶたれながら、わたしは、

（──あれ？）

　と藤花の持っているバッグに目が止まった。

　いつもの通学カバンじゃなくて、でかいスポルディングのスポーツバッグになっている。

　何が入ってるのか、と思ったそこに、

「ところでどーする？　やっぱり予備校はさぼるの？」

　と訊かれた。

「え？　──あ、あーっと……いや、行くわ」

　飛鳥井仁が予備校にいるのかどうか、確かめておかなくては。

　わたしと藤花は、行ったばかりでわたしたち以外誰もいないバス停に並んだ。

　わたしは藤花に渡されたカバンを、あらためて持ち上げた。

　……しかし、これを地面に置いた記憶はなかった。でも、手元になかったのは事実だ。そう言えば、さっきわたしが美咲を追いかけていったとき藤花に袖口そでぐちを引かれたけど、そのときにはもう持っていなかった……

（……あれ？）

　どうにも記憶がない。なにかいつのまにかスリにでもあったような感じだった。

「ところでさあ、今なんで飛び出していったの？　必死な顔してたけど」

　藤花が訊いてきた。

「え？」

　わたしはまたしても考えを途切らせて、彼女に向き直る。

　ニコニコ笑っている。罪のない笑顔だ。

「いや、中学の頃ね、別の学校だった知り合いが通ったように見えたから……人違いだったけど」

　わたしは嘘をつく。

「知り合い？」

「そ、そう！　お、男の子よ」

「……初恋の人とか？」

「まあ、そんなトコ」

「なによそれ？　面白そうな話じゃないのよ」

　にたにた笑って迫られる。

「ま、まあいずれ、ね。今はかんべんしてよ」

　藤花を、飛鳥井仁がらみの、この得体の知れない怪しげな事件に巻き込むわけにはいかなかった。大事な友達なのだ。危険につきあわせるわけにはいかない。

「ふうん」

　藤花はぼんやりとうなずく。

　そして、ちょっといわく言い難い、左右非対称の表情になった。

「──なにか無理してるなら、友達に相談した方がいい。そのための友情だ」

　と、まるで芝居の科白せりふのような調子で言った。

　わたしはぐっ、と心臓が掴まれるような気がした。核心を突かれた感じがしたのだ。

「──い、いや、そんなことはないのよ！」

　あわてて否定する。

「そうかい」

　と肩をすくめると、また元の表情に戻った。

「………」

　わたしはなんとなく落ち着かず、なぜか、

（藤花はわたしに釘を刺すために待っていたんじゃないのか？）

　という根拠のない想いが湧いてきて仕方がなかった。

　バスに乗って、駅前に行き、予備校ビルに入る寸前になってわたしは、

「ちょっと参考書買ってくる。先行ってて」

　と藤花に言った。

「つきあおっか？」

「ううん、いい」

「そ。そんじゃ席とっとく」

「うん。お願いね」

　別れて、藤花が中に入ってから三十秒待つと、わたしも続いてこっそりとビルの中に入った。エレベーターを使わず、階段の方に回って上にあがった。

　進路指導室に飛鳥井仁はいなかった。

（休みなのかしら？）

　わたしは先週、飛鳥井仁が今日と同じ曜日に休んでいたかどうか思いだそうとしたが、はっきりしなかった。

「……うーん」

　ちょっと悩んだが、わたしはふたたび下の階に降りていって、ロビーの公衆電話を使って衣川琴絵の家の電話番号を押した。

　正直、あのひたむきな琴絵という少女に心配をかけるようなことを訊きたくないのだが、なにせ隣に住んでいるというのだから、飛鳥井仁がいるのかどうかぐらいわかるだろう。呼び出し音が何度も鳴った後で、やっと相手が出た。

『──はい、衣川でございます』

　お母さんらしい、年輩の女性が出た。

「あ、わたし、末真と申しますが、琴絵さんいらっしゃいますか？」

　とわたしが名乗った途端、電話口でちょっと息を呑む気配がした。

『──いないわ』

　急に口調が乱暴になる。どうしたのかと思ったが、とりあえず、

「そうですか。どちらにお出かけかわかりますか？」

　と訊いてみた。

『…………』

　返事がない。

「もしもし？」

『──琴絵をどうする気なの、あなた？』

　いきなり金切り声で言われた。

「は？」

『呼び出してどうするのよ?!　どこなのよ、そこは?!』

　悲鳴のような声だ。

「ち、ちょっと待ってください。どうかしたんですか？」

　わたしはあわてた。しかし、お母さんはなおも〝そこはどこ〟と叫ぶので、

「よ、予備校です。駅前の」

　とわたしは答えた。

　すると、

『予備校………？』

　と不思議そうに言われた。

「はい」

　とわたしは電話の前でうなずく

『あなた………琴絵の何？』

「ええと、同じ深陽学園の者で、クラスは違いますけど──友達です。末真和子って言います」

『あなたは予備校にいるの？』

「は、はい。受験生ですから」

『琴絵は、学校に行ってないんだけど──知らないの？』

　お母さんはいきなり意外なことを言った。

「え……？」

　わたしは虚を突かれた。

「それ、ほんとですか?!」

『先生から電話があって……ここ三日ほど休んでるって──』

「そ、それで家には？」

『問いつめたら、出ていってしまって──』

　お母さんは泣きそうな声をしている。

『今まであんなにいい子だったのに、無断外泊したり、お金を勝手に持ち出したりする子じゃなかったのに──』

「…………！」

　わたしは絶句した。

　あの娘こが？

　あの泣きながら〝仁にいさんを助けて〟と言っていたあの少女が……？

「し、信じられません……」

『あなた、琴絵の行き先に心当たりはない？』

「い、いつ頃から帰ってないんですか？」

「もう四日になるの……』

「わ、わかりました！　捜してみます！」

　わたしは激しく動揺しながら、電話を切った。

　テレホンカードを取るのを忘れていて、ロビーに警告音がしばらく鳴っていた。自分のだ、と気がついてあわてて回収した。

（ど、どういうこと……？）

　まさか飛鳥井仁が、彼女に何かしたというのか？

（いや……それだったら、もっと早くにしているはずだわ。なんて言っても、琴絵はずっと飛鳥井仁のすぐ側にいたんだから……）

　長い間、彼のことを想い続けてきたのだ……。

　それが無断外泊に金の持ち出し？

「…………」

　わたしは混乱する頭をなんとか鎮めようと奥歯を噛みしめていた。

（……どうしよう？　とにかく琴絵を捜さなきゃ。会って話を聞かないと、どうにも納得できないし）

　わたしはふたたび受話器を取り上げて、琴絵と知り合いであろうわたしの友人たち、今年になって琴絵と同じクラスになった彼女たちに片っ端から電話をかけた。

『──え？　衣川？　さあ。あー、でも、最近あの娘こ評判悪いわよ。なんか金持ちだからって威張ってて』

『──あたしさあ、あの娘に夜に遊ばないかって誘われたわよ。冗談じゃないわよねえ、受験生に向かってさあ。まーおごりだって言われたときはちょっと気持ちがぐらっときたけどね、ははは』

『──ごめんね末真。あの娘あんたに紹介しちゃって。あれからさあ、あたしも気になったんで〝悩みの方はどう？〟って訊いたらさ、〝なにそれ？〟とか言ってさ。前には泣きそうな顔してたのにねえ。ちょっとオカシイよ、あの娘。あんたにもなんか言ってきてない？』

『──ああ、そう言えば下級生の子を集めて学校から帰るの見たわよ。え？　いや男の子ばっかし。それもちょっと強面こわもてっつうか、ヤンキー入ってるようなの。え？　どうして、って？　さあね、金で釣ったんじゃない？』

『──あんな人もう知らないわ。前はいい娘だと思ってたけど、結局お嬢様気取りでさ。信じられる？　あたしが大学の方はどうするのって訊いたらかそんなものどうにでもなるわよ〟ですって！　裏口入学よ、きっと』

　……みんなの話にうつろにあいづちを打ちながら、わたしは愕然とせざるを得なかった。

　意見はばらばらだが、とにかく、みんなの見解は一致している。

　衣川琴絵は変わってしまったのだ。それも、信じられないほどの急激な変化だ。

　わたしは訳がわからなくなり、立っていられずロビーに置いてある革張りのベンチにへたりこんだ。

　いったいどうなっているのか。何が起きているのか……？

　みんなの言ったとおりだとすると、もう彼女自身はわたしに飛鳥井仁への想いの悩みを相談したことさえ忘れてしまっているかも知れない。いや、きっとそうだろう。彼女をわたしに紹介した京子もそんなことを言っていたし。

　わたしも、おせじにも立派な人間とは言えない。この間まで夢中になっていたものに、すぐに飽きてしまったことなど珍しくもない。それに新しいものが出てきたらそっちになびくのも、気持ちとしてはよくわかる。

　琴絵にも、ひょっとしたらよく大人に言われるような〝最近の女子高生って信じられないよなあ〟という、その手のことが起きているだけなのかも知れない。

　でも、それでも……。

〝末真さんて頼りになりそうね、すごく落ち着いているのね………〟

　きらきら光る目でそう言われたときの、あのときの彼女がそんな軽いものだったとは、わたしにはどうにも信じられないのだ。いや信じるとかそういう感覚じゃない。納得できないのだ。ひどくつヽじヽつヽまヽが合わない気がしてならないのである。

「…………」

　わたしは両拳を唇の前で握りしめ、虚空を睨みながら必死で考えた。

　だがその思考は途中で断ち切られた。ビル玄関の自動ドアが開いて入ってきた人影を目撃したからである。白い服を着ていた。それは飛鳥井仁だった。

「…………！」

　わたしは思わず立ち上がっていた。飛鳥井仁は、自分を睨みつけている女子高生、つまりわたしの姿が目に留まったらしい。にっこり、と微笑みかけてきた。

「──やあ。君はここの生徒かい？」

「…………」

「どうかしたのか？　顔が真っ青だ」

　彼はこっちに歩いてきた。

「…………飛鳥井仁さんですか」

　わたしは、知らないうちに喋っていた。

「そうだが？」

「少し、お話ししたいんですが、いいですか？」

　まるで自分が自分でないみたいに、わたしは静かに、落ち着いた声を出している。

「……ああ、いいよ。進路相談かな」

「いいえ」

　わたしは彼に向かって一歩前に出ていた。

「衣川琴絵の友人としてです」




　　　　　　　＊




　──この一時間ほど前。

　飛鳥井仁は大学の近くの喫茶店でひとりコーヒーを飲みながら文庫本をばらばらとめくっていた。

　店は割とにぎやかだ。客は大抵二人か三人連れで、女の子の「きゃはは！　やだあ！」などという声がときおり響いたりする。一人でボックス席にいるのは飛鳥井だけだ。

　その彼の胸元で携帯電話の着信がした。

「──はい」

　飛鳥井はすぐに出た。

『美咲です』

　少女の声がした。

「どうだった？」

『先生の言うとおり〝彼女〟はいませんでした』

「そうか」

『はい。〝彼女〟はここしばらく学校に来ていないそうです』

「それで病欠なのかい？　入院している、とか」

『よくわかりません。しかし、誰も事情は知らないみたいでした。教師も含めて』

「新入生だから、まだみんながクラスに馴染なじんでないから、というのではなくて、かな？」

『そうです。彼女のことは一応、皆が知ってはいました。自分からはほとんど喋らないけど、お高くとまっている感じはしない不思議な子だ、とか』

「ふむ──」

「でも、友達らしいひとは誰もいないようです。何人かに話を聞くと、どうも何かを思い詰めていたような節があった、とか』

「わかった。ありがとう」

『私はこれからどうしましょうか？』

「途中で着替えられるかい？　その制服は捨ててしまっていい。そしたら予備校で会おう」

『わかりました』

　飛鳥井は電話を切った。

　顔を上げるとウエイトレスが、コーヒーのおかわりを注つぎに来ている。

「いかがですか？」

「ああ、ありがとう」

　ウエイトレスは飛鳥井仁の前で身体を曲げてポットを傾けつつ、その耳元に唇を寄せる。

「──また新しい指令が来ました」

「……」

　飛鳥井仁はかすかにうなずく。

「そのうちに少女がヤツの〝代理〟として来るそうです。その指示に従え、と」

「──少女、か」

　飛鳥井は軽く会釈して、新たに注がれたコーヒーに口を付ける。

　ウエイトレスは彼の顔なじみだ。彼女は去年まで予備校で彼の生徒の一人だった。今年の春からは大学生だが、この喫茶店のウエイトレスのバイトは浪人時代から続けている。

「まさか、この中にもう薬品は入れていないよな？」

　飛鳥井が微笑みながら囁くと、ウエイトレスの彼女も晴れやかに笑った。

「どうでしょうか？　先生のものにだけはまだ入っていたりして」

「怖いね、どうも」

　飛鳥井は軽く首をすくめ、彼女は去った。

　しばらく静かにコーヒーを味わっていたが、やがて飛鳥井はふたたび文庫本に目を戻した。

　本のタイトルは『勝利者の礎　犠牲者の未来』著者は霧間誠一。百五十ページぐらいしかない薄い本だ。

　ぱらぱらとページをめくったり、戻したりしている。さっきからちっとも読んではおらず、同じ一文のところを閉じたり開けたりしているのだった。

　そこにはこう書いてあった。

〝……しかしすべての希望は、結局のところ実現するのは未来においてである。どんなに人が夢を見て、実現を望んでも、それを手にするのはその本人ではなくその次の世代だ。しかもその達成は手にした者にとっては夢ではなく、ただの既成事実でしかない。すべての願いは常にサクリファイス・オブ・ヴィクターとなるしかなく、だが、それが人を前進させ続けてもいる。進む道は前にしかなく、人は過去に生きることはできないのだ……〟

　ひどく屈折した文章で、投げやりなのか前向きなのか判別がつかない。

「…………」

　そこばかり、飛鳥井は読み込むでもなく、興味をそらすでもなく、行ったり来たりを繰り返している。

「犠牲、か」

　やがてぽつり、と誰の耳にも届かないような小声で呟いた。

「それしかないのか、やはり……」

　そのとき、また携帯電話の着信があった。

「──はい、飛鳥井です」

　彼はすぐに出た。ふんふん、とうなずきながら相手の話を聞いていたが、急にその目つきが鋭くなった。

「なんだって……?!　それは本当か？」

　切羽詰まった声になった。

「……それで？　肝心の〝彼女〟の居場所はわからないんだな？　──そうか。いや、それはいい。むしろその場所から離れろ。もうそこには戻ってこないだろう」

　ぼそぼそと冷静に喋っているが、顔にははっきりとした苦悩が浮かんでいる。

　やがて電話を切ると、彼はしばらく動かなかった。手にした文庫本が握りしめられて、くしゃくしゃと潰れていく。

「──なんてこった。それが〝少女〟というわけか……」

　そして彼は立ち上がった。

　さっきのウエイトレスがレジスターに立って勘定書を受け取る。その耳元に飛鳥井は囁いた。

「──ヤツの代理とかいう〝少女〟がもしも来たら、すぐに知らせろ。そしてできるなら身柄を拘束しろ」

「はい。やり方は？」

「任せる。でも、できたら後に残らないやり方でやってくれ」

「わかりました」

「頼んだぞ。私は予備校にいる」

　店から出ると、そのまま予備校に向かった。

（どうする……？）

　その道すがら、彼の表情はむしろ平静である。だがそれはぴん、と張りつめて今にも弾けそうな、そういう静けさだった。

（もしもあの娘にこだわるなら、急がざるを得ないぞ……しかし）

　時折、奥歯がぎりり、と音を立てて軋んだりする。

　そして予備校ビルに彼が着いて入り口をくぐつたとき、ロビーに座っていた一人の少女が立ち上がり、彼を睨みつけてきた。

　飛鳥井は、何故だかひどく動揺した。

　その、どう見ても普通の女の子が、なにか底が知れない存在のような気がしたのである。

　まるで決闘に臨んで真剣を抜きはらった武士のように、彼女は飛鳥井をじっ、と見据えていた。




　少女は末真和子と名乗った。衣川琴絵の友人だという。

「……衣川さんが最近変わってしまった、という話を聞いていませんか」

　狭い進路相談室に入るなり、末真は開口一番にそう言ってきた。

「うん。………いや、ついさっき、やっと知ったところだ」

「どう思います？」

「どう、って……どういう意味かな」

「衣川さんはあなたのことが好きでした」

　末真はずばりと言った。

「…………」

「ええ。わかっています。こんなことを本人以外の人間が言うのはよくないです。でも、あなたも知っていたと思います。違いますか？」

「……ああ、薄々はね」

「それで彼女のことをあなたがどう思っているか、それはわたしは訊こうと思いません。訊いても仕方ないですから。でも、どうですか？　あなたは彼女の変化に、自分が関係していると思います？」

「……何とも言えないな」

「今の衣川さんは、たぶんあなたのことを何とも思っていないでしょうね」

「……らしいね」

「あなた、知ってるんじゃないですか？」

「何をだ？」

「理由を、です」

「……何故そう思う？」

「知ってる、と顔に書いてあります」

　言われて、飛鳥井はぎくりとした。この少女は、自分と同じように、人ヽのヽ心ヽのヽなヽにヽかヽが見えるのか？

　しかし、彼女はため息をついた。

「……冗談です。そんなに簡単にわかりません。ただなんとなく、そんな気がしたんです」

「──いや、本当に私も知りたいとは思っているんだ。なんでなのか、とね」

　これは本音だ。なぜあの娘が目を付けられなくてはならなかったのか、彼にはわからない。ヤヽツヽに関わるような状況には、彼女はいないはずなのだ。

（金目当てならば、もっと適切な人間がいるはずだ──）

「衣川さんはあなたのことを心配していました」

　末真が言う。飛鳥井はちょっと意表を突かれた。

「心配？　どういうことだ」

「それは言えません。約束しましたから」

「…………」

「でも、こうやって直に会ってみて、衣川さんの気持ちが少しわかりました」

　末真は飛鳥井を見つめた。

「彼女も変わってしまったけど、おそらくあなたも変わってしまったんですね、きっと」

「……かも知れない。私は結局、彼女の気持ちには応えられないだろう」

　飛鳥井はうつむいて言った。しかし、これに末真が首を振った。

「そうじゃありません。そんな風に彼女のことを気づかってやれる余裕が、昔のあなたにはなかったと思うんです。だから、衣川さんはあなたのことを好きだったんです。あなたの力になりたかったんです、彼女は」

「…………」

「あなたは、それがうるさかったはずです」

「…………」

「彼女は、それでもよかったんです。あなたがそういう人だと知っていたから──それが、変わった。あなたは何かをつかんだ。それで余裕ができた。彼女はそれに気がついた……」

　末真は淡々と話す。

　飛鳥井はだんだん戦慄してきた。余裕、というなら、この少女の方がよほどそうだと思った。

　この娘こはどこまで知っているのだ？

　あるいは、こいつもヤツの手の内にある者なのか？

「君は──」

　と言いかけて、しかし飛鳥井は見た。

　末真の膝の上で組んでいる両手の指先が、かすかに小刻みに震えている。

　怖がっている。ただ勇気をふりしぼっているだけなのだ。

「あなたは何をしているんですか？　飛鳥井先生」

　末真はついに訊いた。

「──君は、何故そんなことを知りたがる？」

　飛鳥井は故意に話をねじ曲げた。

「それは、だから」

「友人と言ったが、君は少なくとも琴絵ちゃんとはそれほどのつきあいはないはずだ。ウマが合うタイプとは思えない。彼女のことをじれったいと思うだろう、君なら」

　飛鳥井は冷静に戻った。ただの女の子だ。恐れるに足らない。

　さっきから見ているが、この少女の胸元には〝花〟がない。琴絵と同じタイプだ。そしてこのタイプは、同類には厳しい。

　う、と末真は言葉に詰まった。そこに飛鳥井は言葉をかぶせる。

「君は相当に頭がいいようだ。それが自慢かな？」




　　　　　　　＊




「そ、そんなことは！」

　わたしは胸に刃物を突き刺されたような気がした。

「君は琴絵ちゃんを、決して尊敬していない……変わってしまった、と知った後ではなおさらだ。君は要するに、ただ腑に落ちないだけなんだろう？」

「……い、いや、それは」

「納得したいだけだ。違うかな」

「……そ、それはあるかも知れませんけど、でも」

　もともと、ただ勢いだけで喋っていたので、わたしは戸惑いはじめるとどうしようもなくなってきた。飛鳥井仁の目は、そんなわたしの心を見通すかのようだ。

「ああ、わかるとも。別に君を責めているわけじゃない。琴絵ちゃんのことは、私の方が君よりも心配だ。君が注意を払ってくれること自体は感謝している」

　わたしはどう返事すればいいのかわからない。

「……あ、飛鳥井先生」

「なんだい？」

「本当にあなたは……自分が衣川さんの変化に関係ないと思いますか？」

　言いながらも、ちがう、こんなことを訊いてもなんにもならない、とわかっていた。

「いや、責任を感じているよ。きっとなにか、私のせい、という理由はあるんだろう」

　飛鳥井仁は、実に誠実そうな調子で言う。実に立派な男、という感じだ。

　だが、わたしはそれが引っかかる。

　不自然で、絶対に何かを隠している。

　そうとしか思えないのだ。

「それは──あの絵に関係があるんじゃないですか？」

　口走っていた。意味は自分でもよくわからない。

「……なんだって？」

　飛鳥井仁は怪訝けげんそうな顔になった。

「どの絵、だって？」

「あの〝四月に降る雪〟です。あの絵には、なにかあなたの……その、なんて言うか」

　わたしはとにかく、何かを言わなくてはと思った。黙ってしまったら、この男に言われ放題で反論できなくなる、と感じていた。

「……衣川さんには触れなかった、そういうものがあるんじゃないですか」

「…………」

「そ、それで、彼女はあなたについていけないものを感じたりして、それで」

「…………」

　飛鳥井仁は無表情だ。反応しない。

　何を言ってるんだろう、わたしは。

　これじゃ、ほんとに典型的な、うわずってバカなことを言ってしまう考えなしの女子高生じゃないか。でも、何故かそう思うのだ。あの絵には、この男のなにかがある──。

「絵のことが──」

　飛鳥井仁が喋りだしたので、わたしははっ、と我に返る。

「な、なんです？」

「絵のことが、君にわかるのかな」

　静かな、落ち着いた声だ。………バカにしているようでもある。

　でもわたしは、

「他のはわかりません。でも、あの絵はなんとなく」

　ときっぱり言っていた。どうせバカにされるのなら、言いたいことを言ってしまえ、と。

「どんな風に？」

　飛鳥井仁は心なしか、少し身を引いたようだ。身構えた──そんな感じだ。

「そう──嫌な絵です」

　崩そうと思って、無茶なことを言った。しかし彼はあっさりと、

「手厳しいな」

　と切り返した。わたしはひるんだが、引くわけにもいかない。

「そうでしょうか？　あなた自身、本当にあの絵を描きたかったんですか？」

「別に売れ筋を狙ったつもりはないがね」

「でも、なにかに合わせている──そうでしょう」

「────」

「寂しい絵ですよね、あれ」

「そんな風に言ったのは君がはじめてだが」

「でも、そう思います。あの絵には、それをどう感じているかという作者の意志がどこにもない──」

　わたしは、自分はいつから口先だけの美術評論家になったのだろう、と思った。まるで説得力がない。

「……なるほど」

　それでも、飛鳥井仁はうなずいた。

「何を考えて、あの絵を描いたんです？」

　訊きながら、わたしはなんでこんな会話をこの人としているのかよくわからなくなってきていた。

「私たちは、なんでこんなことを話しているんだろうね？」

　飛鳥井仁も同じことを言った。

　わたしは、なんとか言葉を探して答える。

「衣川さんを助けたいから、です。そのために、あなたのことを知りたいんです」

「君はなんで、琴絵ちゃんにそこまで入れ込むんだ？」

　飛鳥井仁はずっとわたしを見つめ続けている。耐えられなくなり、わたしは彼から目を逸らした。

「それは……あなたがもう言いました、さっき」

「？　なんのことだ」

「彼女とそれほど親しくないだろう、という──だから、これから仲良くなるには、わたしには彼女を助けるしかないんです……」

　言ったとたんに、なんだか急に胸が苦しくなった。自分がひどくむなしい生き物のような感じがした。

　わたしは、ただ人と仲良くすることにさえ理由がいるのか、と思うと、どうしようもなく情けなくなってきた。

　ぶるぶるぶる、とうつむいてわたしは震えている。

　駄目だ、と思った。

　飛鳥井仁に、わたしでは歯が立たない。琴絵が知りたがっていたような秘密など、絶対にわかりっこない──

「君は救いを得たいか？」

　いきなり、飛鳥井仁はそう訊いてきた。

「──えっ」

「私が何をしているのか、知りたいか？」

　じっ、とまっすぐに、わたしを見つめてきた。

「………」

　わたしは、魅入られたように動けない。

「私は世界を変えようと思っている」

　そう言う彼の眼は、完全に正気のそれだ。

「………」

「人の心に欠けているものを、なんとかして埋めてやろう、とそう思っている。その方法として、人の心に〝花の種〟を植え付けるというのを考えている……」

「…………」

　わたしは、かつて自分が言っていたことを思い出していた。飛鳥井仁のことを琴絵から聞いたとき、何気なく言った言葉──それは、

〝まるで吸血鬼みたい〟と……

　まさしく、わたしは今、彼の眼の光に釘付けにされて、動けなくなっていた。

「問題はバランスだ。それをずっと探していた。いろいろな人に〝協力〟してもらった。それで見つけた。ほとんどの人に、その上に植え付けても害のない、しかも優しい控えめな〝種〟のバランスを」

「…………」

「なにひとつ形にはなっていなくて、どの想いもなにひとつ叶えられていない──だが、それ故に、すべての要素を持っているという、そういう〝種〟を」

「…………」

「幸いなことに、私は以前にそのバランスを見つけていた。その〝少女〟に会ったことがある。あとは彼女を見つけるだけだ」

「…………」

「〝少女〟から〝種〟を取り出して、世界にばらまく……〝種〟は根付いて、やがて世界の人人は、自分でも気づかぬうちにその心の欠落を埋められていることになるだろう。少女には、そのための犠牲になってもらうことになるが、それはいたしかたない」

「…………」

「君の心にも欠けているものがある。それは、自分でもわかっているだろう」

「…………」

「それを、私が埋めてやる、と言ったら？」

「…………」

「君はどうする？」

「…………わ、わたしは」

　わたしは心臓が激しく打ち出すのを自覚した。鼓動のあまり口から飛びだしそうな気がした。

「わたしは──もう、別の人に助けてもらいましたから！」

　大声を出していた。

　ん、と飛鳥井仁の眉が寄る。

「ほう──誰に？」

「ぶ、ブギーポップにです！」

　わたしは、我ながら錯乱している、としか思えないことを口走っていた。実際にはわたしを助けてくれた人が、その名を口にしただけなのだ。だいたい死神がどうして人を助けるのだ？

「ああ……例の奴か？」

　飛鳥井仁がかすかに笑った。どうやら噂話を知っているらしい。

　わたしは、顔がかーっ、と熱くなるのを自覚した。

「そんなんじゃありません！」

「正義の味方なんだろう？」

「そ、そんな簡単なものじゃ──」

　しかし反論しようにも、わたしは何も知らない。

「そ、そんなこと言ったら、あなただって、せ、世界を変えるとか──」

　言ってから、やっと気がついた。

（──なんですって?!）

　今、この男は何を言っていたのだ？

　なにか、とんでもないことを言っていたのではないか?!

　飛鳥井仁は、黙ってわたしを見つめ返している。

「…………！」

　わたしは息を呑んだ。

　ゆっくりと、彼は私の方に、ちょうど胸元あたりに手を伸ばしてきた。

　わたしは、凍りついたように動けない──逃げられない。

　飛鳥井仁の指が曲がり始めた。何か、目に見えないものを掴もうとしているかのようだ。

（──な、何が……?!）

　何が起こるのだ、とわたしが硬直していると、飛鳥井仁は、くっ、と宙でペンを握る手つきになり、そして、さっさっ、と空中に何やら線を描いた。

　──絵を描くジェスチャーであった。

　ぽかん、とわたしが絶句していると、彼は肩をすくめた。

「──絵の話さ。その絵でみんなを驚かせようと思ってね。まあ、世界中というのはオーバーだったかも知れないが、一応絵描きはみんな、それぐらいのことは内心では考えているものなのさ。芸術家気取りでね」

「…………」

　わたしは唖然あぜんとしている。

「少女というのが、まあ、モデルなのさ。その彼女に個人的にどうのこうの、というわけでもなかったんだけど、ひょっとして琴絵ちゃんは、私がその彼女と恋人にでもなってしまったのか、と勘違いして、それでちょっと荒れているのかも知れない。だから、琴絵ちゃんに会って誤解を解いておくよ」

　さわやかに笑いながら、飛鳥井仁は言った。

「……そう、ですか」

　わたしはぼんやりとうなずく。

　なんだか──決定的な瞬間が今、わたしの前を通り過ぎていってしまったような気がしていた。

「さっきは悪かったね、いろいろ悪いことを言って。でも、わかるだろう？　照れくさかったんだ。別に君の琴絵ちゃんへの友情を疑っているわけじゃない」

　飛鳥井仁はそう言って、頭まで下げて見せた。

「…………」

　わたしは、何も言えない。

　もう言えることは、何もなかった。

「……わかりました」

　この男にこれ以上何かを問いつめでも、どうしようもない。

　わたしにできることはもう、ない。

「失礼します──」

　わたしは力無く、椅子から立ち上がった。

　部屋から出ていこうとして、そしてふと振り向いて、

「そう言えば──〝犠牲〟ってなんのことです？」

　と訊いていた。

「〝少女に犠牲になってもらう〟──って、穏やかじゃないですね」

「ああ、それはモデルになってもらうからだ。八時間もじっとしていてくれ、なんて頼むのは、やっぱり気の毒だからね。でも仕方ない」

　あっさりと飛鳥井仁は言った。

　わたしはぎこちなく会釈して、そして相談室から出た。

　そして走り出した。

　どこへ向かっているのかよくわからない。でも、立ち止まっていられなかった。

（──ちくしょう！）

　なにかが、ひどく歪ゆがんでいる、と思った。

　でもわたしには、それがなんなのか全然わからないのだ。自分がつまらない、ただの小娘でしかないことをこんなに悔しいと思ったのは、これが二度目だった。

（──ちくしょう！　ばかやろう！　くそったれ！　この、このこのこのこのこのこの……）

　心の中で、訳のわからない何かを、わたしは必死で罵ののっていた。




　　　　　　　＊




「……なぜ見逃した？」

　ひとり残された進路相談室で、飛鳥井は誰にともなく呟いた。

「あの娘……別に何か特別というわけではなかった。なのに……」

　飛鳥井は少女が去っていったドアを見つめている。

「なのに………なんでわかったんだ」




〝寂しい絵です……〟

〝あの絵には、それをどう感じているかという作者の意志がどこにもない……〟




「あの娘こは……どうして」

　彼女は衣川琴絵を助けなければ、と言っていた。真剣に言っていた。本気だった。

　その真刺さに、飛鳥井はどうしようもない敗北感を感じていた。

「──わかったよ、末真和子さん。君の言う通りだろう」

　ぼそぼそと呟く、彼はひどく傷ついた少年のような表情をしていた。今にも泣き出しそうな、しかしそれを必死でこらえているような、そんな顔をしていた。

　そのとき、携帯電話の着信があった。

　はっ、と我に返り、飛鳥井はすぐに出た。

　話にうなずき、

「よし……」

　とうなずいた。電話口で何か言われ、それに首を振りながら、

「いや、すぐにやらなくてはならないようだ。ああ、そうだ。こうなったら対決は避けられまい。──そうだ。直接スプーキーＥをやヽるヽ」

　と言った。
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Ⅳ





いったん崩れ始めた状況は、

新しく、からつくりなおす以外決して元に戻すことはできない





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　睡眠はできるときに、そこらへんの映画館に入って、最前列の隅っこという人が全然来ない場所に座ってすませた。時間はばらばらで、朝だったり夕方だったりした。いびきはかいていないと思う。叩き出されなかったからだ。

　そして夜は、二十四時間営業のファミレスなどに入って、夜明けまでねばる。マンガを読んだりして、とにかく疑われないような態度をつとめた。それにぼく以外にも結構似たような人たちがいて、それほど目立ちはしなかった。

　ひょっとすると姉さんが警察に捜索願いでも出しているかも、と思ったので眼鏡で変装とかもしていたけど、別にそれらしい者と出会ったことは一度もない。

　そして、そういう所にいないときには……ブギーポップをやっていた。




　酔っぱらったおじさんに、ぼくと同い年あたりの連中が集団で襲いかかる。金を盗るためと、憂さを晴らすためだ。

　──そういう連中の前に、突然黒ずくめの変人が現れて、

「つまらないことはよせ」

　などと偉そうに言い、彼らを叩きのめして風のように去っていく。

　無論、助けた人に顔を見られたりするとまずいのですぐに立ち去らなければならないからだ。

　どっちが悪いのかわからない暴力沙汰に遭遇すると、まあ一応やられている方に味方する。

　ところが、助けた方が相手に過剰な報復をしそうになると、これも止める。そして警官が使っているような警笛を思いっきり吹き鳴らしたりする。

　そして、やっぱり人が来る前に姿を消す。




　……あわてて逃げてきて、物陰でコスチュームを急いで脱ぎ捨てて、バッグにつめこんで何喰わぬ顔で通りを歩いてその場から離れていくときには、決まって、

（何やってんだろうなあ──）

（しっかし、逃げる手際だけが上手うまくなっていくなぁ──）

　とか考えている。

　化粧はさすがにもうしていない。暗がりだし、どうせわからないだろうと思ってだ。

　それに──化粧してくれていたのは織機だ。彼女がいないとどうも上手くできない。

「痛てて……」

　拳を見ると、怪我をしていたりすることが最近は多い。

　どうも乱暴な動きになってしまっているようだ。師匠に言わせると自分が傷つくような攻撃は空手にはあり得ない、あるとすればそれは未熟か粗雑か、どっちかなのだそうだ。今のぼくは両方である。

　そして手にできたあざにコールドスプレーをかけて手袋をはめたりするとき、前は織機がやさしく治療してくれたんだよな、などとどうでもいいことを考えていたりする。

「まったく……」

　今のところ、どうでもいいような相手ばかりだからなんとかなっているが、もしもっとヤバいのにぶちあたったら、ちょっとまずいだろうな。

　武器もナイフ程度ならかわせばいいが、拳銃とか出されたらおしまいだろう。

　そうなったら、一体ぼくはどういう扱いになるんだろう。それは織機にとって都合のいいことになるのだろうか。

　ぼんやりと、身をひそめたファミレスでサラダ付きのスパゲティーカルボナーラなどを食べながら考えていて、ぼくははっとなる。

　……遠回りな自殺なのか、これは？

　ぼくは、やけくそになっているのは確かだ。しかしそれは死にたいということなんだろうか。

「…………」

　半熟卵のソースがかかっているカルボナーフは冷めるとまずいので、そんなことを思いながらもぼくの口はもぐもぐと動き続けている。

　コーヒーのおかわりをウエイターの人に頼んだりもする。

「…………」

　クリームと砂糖をたっぷり入れて、ずずっ、とすすったりする。

　我ながら、危機意識というか、そういうものがほとんどねえなあ、と思わざるを得ない。

　はっきり言って、落ち着いている。

　何をやっているのか訳がわからないし、誰にも誉めてもらえない。空手の動きもまともなのを忘れかけていて乱暴で危なっかしいことこの上ない。

（うーむ……）

　全部わかっているのだが、それでもどこかで平気なのだ。

　なんでなのだろう？　ぼくはおかしいのだろうか。いやおかしいことは間違いないが、どういう種類のおかしさなんだ、これは？

（……うーむ）

　織機のことを考える。別に怒りは感じない。当てつけでブギーポップをやっているのではない。むしろ彼女には、もうぼくのことを意識していないことを祈ったりしている。

　彼女に甘えていたことを思い出すと、今でも恥ずかしい。浮かれていた自分は限りなくみっともないと、そのことは忘れられない。

（なるほど──）

　……きっと、ぼくはブギーポップをやることで、彼女にあやまっているつもりなのだろう。この行動で、少しでも彼女の役に立てているのではないか、とか、そんなことを思っているのだ。

（我ながら、身勝手な理屈だな）

　自嘲の意味で、ぼくはついくすくすと笑う。

　いい感じだと思っていた女の子に、実は全然好かれていなくて、それでもなお彼女と何らかの形でつながっているつもりなのだ、このぼくは。おめでたいにもほどがある。

（バカだねえ、どうも）

　くすくす笑っていても、そのときのぼくは既にマンガ雑誌を読んでいるポーズを取っているので、周りから怪しまれるということはない。まったく、見事な安定ぶりだった。

　ウエイターが通りかかったので、ぼくはまたコーヒーをおかわりした。




　　　　　　　＊




「……あいつだわ、間違いない」

　ファミリーレストランの窓際の席に座っている谷口正樹を見て、衣川琴絵はうなずいた。

　ファミリーレストランが建っている通りの、四車線の道路を挟んだ向かい側に彼女たちは立っている。全部で七人。

　しかし傍目はためからは、彼らはただ信号待ちで一緒に立っているようにしか見えないだろう。

　琴絵以外はみな痩やせた男たちだ。年齢や着ているものはばらばらで、背広だったり学生服だったり革ジャンにジーンズだったりするが、皆に共通しているのは、その顔に表情というものがないことだ。それだけで、しかしその特徴が表しているものはたったひとつ──

　全員がスプーキーＥの〝端末〟だということである。

「ふん……」

　正樹の眼鏡を見て、琴絵はニヤリとする。

「ちゃちな変装だわ。しかし、逃げ隠れするのは結構うまかったわね。見つけるのに手間取ったわ」

「…………」

「…………」

　後ろの男たちは無言だ。

　信号が変わり、彼らの前にバイクなどが停車する。

　通りを渡るため足を踏み出しかけて、

「いや──待て」

　と琴絵が小さな声で言った。

　ファミリーレストランから、正樹が出てくるところだった。どうやら今日は、もう一仕事すませる気らしい。

「真面目くんだな、まったく──三手に分かれて尾つけろ」

　そして、彼らは信号を渡り始めた。停車したバイクの前を横切る。

　そのバイクは、一見すると別に何もおかしくないのだが、よく見ると奇妙なことがあった。ドライバーがレーサー仕様のつなぎを着ていて、しかし履はいているのがブーツではなく安全靴なのだ。工事などで使われる、何トンもの加重がかかっても平気という代物しろものである。背中には軍用らしきリュックサックみたいなものを背負っている。

　しかも、顔はフルフェイスのヘルメットで見えないが、どうやらそのドライバーは女性らしい。

　琴絵たちは横断歩道を渡り、変身セット入りのバッグを下げた正樹の跡を尾け始める。二人が先行して、残りの者は横道に入ってその場から一時逸れる。

　信号がまた変わった。

「────」

　先頭にいたバイクの女ドライバーは、いきなり急カーブして、反対車線に飛び込んでもと来た道を引き返していった。




　　　　　　　＊




（……尾けてくるのは二人か？）

　ぼくは、もちろん尾行に気がついていた。

　ファミレスの窓から、あの女──織機に対して偉そうにしていた衣川琴絵を見つけたときに、ついに来るべきものが来た、とわかっていた。向こうはまだ、ぼくが気がついているということを知らないようだ。

　ぼくは、おそらく彼らが期待しているであろう人気ひとけのない方角に向かうと見せて、繁華街に入ったり百貨店のエレベーターを上がったり下がったりと少し遊んだ。

　何人かで入れ替わり立ち替わり尾行しているようだったが、それは気にしなかった。気配がついてくるのはわかっているので、それが誰かなんて一々確認しなかった。

（さて、どうしようかな──）

　ぼくはちょっと迷った。なんというか、ひとつ考えはあったのだが、それはあまりにも………その〝しょーもない〟考えだったからだ。

（まあ、いいか──どうせみっともないことには変わりないんだから）

　ぼくは表通りから、薄暗い街の裏側に入っていく。

　そのあたりはおなじみの場所だ。ぼくがブギーポップとしてさんざん似たような場所で活動していた縄張りである。

　そして特に、この駅前に抜ける途中の道筋はぼくにはとても懐かしい場所だった。この前来たのは半年くらい前のことになるか──

　相変わらずドブ水のにおいがする。おせじにも美的とは言い難い場所だ。

「…………」

　ぼくは、ちょっとだけ切ない気持ちになる。

　思い出にふけるにはぼくは若すぎるような気もするが、しかしこの先がないのなら、ぼくは年寄りと同じだ。かまいやしない。

　そう、ここはぼくが中学のころ、後輩たちにからまれたところだった。そして、織機綺に助けてもらった、彼女とはじめて出会った場所──

（あのときは驚いたよな、織機は、いきなり……）

　思い出して、ぼくは顔が赤くなるのを自覚した。そしてひとりくすくすと笑った。

　背後から、足音がいくつか近づいてくる。

　ぼくはにやりと笑い、そして物陰に飛び込んだ。

　足音が早くなる。こっちに突撃してきたのだ。もう、こそこそ尾けるつもりはないようだ。

　反対側からも足音が聞こえてきた。挟み撃ちにする気だったようだ。

「どうした？」

「いや、どこかに隠れたようだ！」

「あわてることはない。このへんはどの道を行っても袋小路だ。そこらへんに必ずいる！」

　声が聞こえてくる。

　その数を数える。

（ひとり、ふたり──全部で六人。さっきファミレスの窓から確認したのと同じと見ていいな）

　全部男の声だ。

「手分けして捜すか？」

「──いや、待ちなさい。私に考えがあるわ」

　衣川琴絵の声だ。

　これで全員だ。

　ぼくはこっそりと移動を始める。そこに衣川の声が聞こえてくる。

「ねえ──谷口正樹くん？　あなた、今でも織機綺のことが好きかしら？」

　ぼくは返事をしない。

「あなた、あの娘こがどんな娘だか知っているのかしら？」

　衣川は喋り続ける。

「あの娘、あなたにはやらせなかったんだって？　気の毒にねえ、あの娘、他の男とはさんざんやっていたのに。本当よ。あなたと会うまで、あの娘、陰じゃ公衆便所って呼ばれてたんだから」

　挑発的な言い方は、相手を怒らせようとしているものだ。

　ぼくは答えない。

「あんな女に義理立てしている、思えばあなたも可哀想な人だわ。まんまと純情そうな外見にだまされてねえ──」

　ぼくは暗がりの中で、軽ヽくヽなヽっヽたヽナイキのバッグを掴む。

　ほんの一瞬だけ、眼を閉じる。

　脳裏に彼女の姿が浮かぶ。

〝あなた、本当は強いんでしょう〟

〝あなたなら、なれるわ〟

　ちがうよ、織機。

　ぼくは強くない。本当は自分じゃなにが正しいのかさえわからないでみんなの顔色をうかがってこそこそするしかない奴なんだ。

　でも、たしかに〝なれる〟気がしたんだ。君に言われたときには──君と一緒だったら──

　それは結局、錯覚だったのかも知れないけど、でも、錯覚だってかまうものか──存在に根拠がなくたって、説得力がなくたって、だって──そヽうヽいヽうヽもヽのヽなヽんヽだヽろヽうヽ？　こヽれヽはヽ？

「だいたいあの娘は男をだますのがうまいのよね。まんまとひっかかってしまったのは気の毒だけど、でもあなたも相当におめでたいわねえ──」

　衣川が喋っている途中で、彼女の後ろで、がさっ、と何かが音を立てた。

　たちまち男たちがそこに殺到する。積んであった木箱を蹴飛ばして、物陰を表に晒さらす。

　そこにあったのは──投げられて、その場所に落とされた空のナイキのバッグだった。

「──！」

　男たちに緊張が走る──その背後に現れる。

　奇襲というのは、一撃で決まる。

　その背中の、肋骨ろっこつと背骨のつなぎ目に蹴りを叩き込んだ。二秒とかけず、三人に。

「──げっ！」

　男たちは全身に衝撃を受けて、吹っ飛んだ。

　残る三人がこっちの方を向く。手には、思った通りに拳銃を持っている。

　だが距離が近い。相手が構えるのと、同じ速度でこっちも攻撃できるのだ。

　身を沈めて、足払いを三人いっぺんに仕掛けた。

　全員もろに喰らって、転倒した。

　その上に跳んで、膝をふたりに叩き込む。

　そのまま倒れ込むようにして、最後の一人に肘ひじを打ち込んだ。

　立ち上がったときには、全員悶絶もんぜつしていた。

「────」

　落ちていた拳銃をひとつ、手早く拾う。

　振り向いて、安全装置をはずし、狙いをぴたりと衣川琴絵に向けた。プノンペンにいたとき、本物の拳銃には触ったことがある。

　彼女は立ちすくんでいた。

「……た、谷口正樹。まさかここまでとは……」

「谷口正樹じゃない」

　彼女が茫然と言うので、ぼくは静かに言い返した。

　黒帽子にマントを身にまとった、その姿にふさわしく。

「ぼくはブギーポップさ」

　ゆっくりと歩いて、彼女のあごに銃口をごりっ、とあてた。

　だが彼女は怖がる様子もなく、不敵に笑った。

「侮あなどっていたわね。いや、敬服したわ。中枢アクシスに報告すれば、素体として欲しがるかも知れない」

　訳のわからないことを言う。

「話してもらおうか……貴様は織機に何をさせていたんだ?!」

　ぼくはできるだけ抑えようとしたが、それでも声に怒りがこもるのを自覚した。はっきり言って、キレそうだった。

「ああ、さっき言ったこと？　あれは本当よ。本当にあの娘は何人もの男の相手をしていたの」

「貴様がさせていたのか?!」

「そうだとして、それがなんなの？　あいつはおまえに何も言わないで、裏切っていたことには変わりないでしょ？」

「……くっ！」

　ぼくの眼に涙がにじんだ。

　織機が何度も何度も言っていた〝正樹、私、本当は……〟という言葉の意味がやっとわかった。

　それに気づかなかった、ぼくはなんという愚か者だ。彼女はずっとずっと、ぼくに助けを求めていたのに──

「織機はどこだ?!」

「さあて、どこでしょうね？」

「ふざけるな！」

　ぼくは、相手が女であることにもかまわず、そのあごを銃のグリップで殴りつけた。

　彼女は血を吐いて、ドブ水のたまった路地裏に転倒した。

　それでも、不敵に笑っている。

「くっくっくっくっ……殺すがいいわ。そうよ、私はおまえの女をいいようにもてあそんでいたのよ、ずうっとね」

「ぐっ……！」

　ぼくは、頭がかっ、と熱くなった。

　彼女に向けている、銃を握っている手がぶるぶると震えだした。

　今にも、引き金を引いてしまいそうだった。

「死体をさらし者にするつもりだったけど、殺人者に仕立てるというのも悪くないわ……ほら、どうした？」

　嫌味ったらしく、彼女はねちねちと言った。

「く、くそっ……！」

　あとからあとから憎しみが湧いてきて、どうすることもできない。

　意志とは関係なく、指先が勝手に撃鉄を起こしていく。

　かちっ、と発射寸前状態にセットされる。

「ううう……！」

　ぼくは歯軋りしながら、耳元でごおっ、と血が逆流する音を聞いていた。




「……ん？」

　衣川琴絵の眉が訝しげに寄った。

　ただし、その視線は今にも自分を撃ち殺そうかというぼくに向けて、ではなく、その背後に焦点があっていた。

　はっ、と我に返り、ほくは振り向こうとした。

　だが遅かった。

　後ろから忍び寄ってきていた、ぼくよりも速く動く何かが首筋をかすめると、全身に衝撃が走った。

「──がっ?!」

　ぼくは身体が急に動かなくなり、その場に崩れ落ちた。

　電撃──スタンガンだ。

「──この、バカが」

　聞き覚えのある声がした。若い女の子の声だ。

　でも、そんなまさか……？

　ぼくは自由にならない首を必死で後ろに向けた。間違いなかった。

「あんた、なにつまんねーことしてんのかと思ったら、まったく──人殺しなんかさせたら、あんたの親に顔向けできないだろーが」

　その男言葉で話す女の子は、革のつなぎを着て、足には安全靴という似合わないものを履いていた。

「……な、凪姉さん……？」

　それは、ぼくの姉なのだった。

「姉さんと呼ぶなって、前に言ったろーが」

　いまいましげに言う、その口調もまぎれもなく彼女である。

「よりによって、この格好するとはねぇ──誰に吹き込まれたか知んねーけど、本物のバカだよ」

　吐き捨てるように言うと、姉さんは身体が痺しびれて動けないぼくからブギーポップの帽子とマントをむしり取ってしまった。

「なんなの、貴様は？」

　衣川琴絵が立ち上がろうとした。だが、そこに姉さんがロッド状の、さながら警官の警棒のようなスタンガンを突きつけた。

「おっと、あんたも動くんじゃない。衣川琴絵」

「なにぃ………？　私を知っているの？」

　琴絵が不思議がるのを見て、姉さんは「ふん」とちいさく鼻を鳴らした。

「……やっぱり、そんなところか。衣川琴絵の素行が急に荒れたのはなんでかと思っていたが──」

「どういう意味?!」

「あんた、衣川じゃないな。顔を借りているだけか、洗脳されているのか、それはわからないが──このオレのことを知らない奴は、深陽学園の生徒にはいないんだよ」

　静かに言った。

　なんか──慣れている感じだった。

「──何者なの？」

　琴絵が訊くと、姉さんは、

「アイツと違って名乗る趣味はないね。訊くのはこっちの方だ。おまえの後ろにいる奴は誰だ？」

　と鋭く言った。

　ぼくは混乱していた。

　なんだって？

　洗脳？

　では、織機をどうにかしていたのは、この女じゃなかったのか？

「…………」

　琴絵は押し黙っている。

　だが、急にその顔がにやりと笑いに歪む。

「……そうか、なるほど。たしかに衣川琴絵の記憶の中にはおまえのことがあるぞ、炎の魔女。つい重要ではないと、意識化しておかなかったのがまずかったな。しかし──まさか不良少女がこんなことをしているとは思わないからな」

　それまでの琴絵と異なる、それは少女の顔かたちをした中年男のようなものの言い方である。

「答えな」

　姉さんは動じない。しかし──姉さんは、いつもこんなことをしているのか？

「いやいや──奴といい、イマジネーターとやらといい、おまえといい、なかなか厄介やっかいな奴が多いようだな」

　琴絵の顔をしたそいつはにたにたと笑っている。眼が細くならない、それは奇怪な笑い方であった。

「いや、まったく──用心のため、二段構えにしておいてよかったよ」

　そして、ぱちん、と指を鳴らした。

「……！」

　姉さんが、いきなりばっ、と横に跳んだ。

　するとその上から、次々と何かが──いや誰かが降ってきた。

　パンクス風の男たちが、上空から襲いかかってきたのである。

（──なにっ?!）

　ぼくは上を見た。路地に面したビルの二階の、おそらくは階段の窓から何人ものパンクスやスキンヘッド、それにヤクザ風の連中が飛び降りてくるのだ。混成部隊で、構成は無茶苦茶だ。さっきの奴らと同じだ。

　すでに待機させていたのか?!　

　それじゃあ、さっきぼくが倒した六人だけでは、ちっとも戦いは終わっていなかったのか

「な、凪姉さ──」

　ぼくは姉さんに逃げるように言おうとした。しかし、姉さんは、

「はん！」

　と呼気とも笑いともつかぬ声を上げて、男たちが叩きつけてくる釘付きバットなどを右に左によける。

　そして、蹴りを打ち込み、スタンガンで攻撃し、背中からの一撃を見もしないでかわす。

　──速い。

　一度に五人、六人を相手にして、全然ひるみも劣りもしていない──いや、敵は次々とのされていく。圧倒的に強い。

（な、なんなんだ、凪姉さんは………？）

　どう見たって、ぼくよりも強い。武器を使っているから、ではない。その武器を手足も同じに使うのは、大変な技術があることの証明だ。

　そう言えば……師匠に一度、知り合いの娘である姉さんがどんな子供だったか訊いたことがある。

　師匠は笑って答えず、ただ一言、

『……かなわねえよ、凪にゃ』

　と呟いていた。

　まさかそれが、本ヽ当ヽにヽそヽうヽだヽとは思ってもみなかった。

「…………」

　ぼくが痺れて動けないまま唖然としていると、いきなり姉さんがぼくの襟首に爪先つまさきを引っかけて、蹴り飛ばすようにしてぼくは向こうへ放り出されてしまった。

　わっ、と思ったが、その直後にぼくのいた場所にスキンヘッドが一人降ってきた。そいつの下敷きになるのから、ぼくを助けたのだ。

　余裕があるのだ。まだ──

　ばんばんパンクスたちは、姉さんの蹴りや電撃にぶっ飛ばされていく。

「…………」

　ぼくはもう、なにがなんだかわからず、なんとか動ける範囲で這はいずり、せめて姉さんの邪魔にならないところに行こうとした。

　するとその目の前に、一人のヤクザ風の身なりの男が吹っ飛ばされてきた。

　ひえっ、とぼくは首をすくめたが、しかし、そいつは完全に気を失っており、ぴくりともしない。

　驚かせやがって、とちょっと怒りかけたとき、ぼくはそいつの腰の鰐革わにがわベルトにぶらさがっているキーホルダーに目がとまった。

　車やバイクらしき各種のキーがじゃらじゃらむき出しで下がっている……しかしぼくの目が釘付けになったのは、その中のたったひとつのものだった。

「こ、こいつは……！」

　ぼくは痺れる腕を無理矢理動かして、激痛の中でその鍵をつかんだ。

　それは見たことがあるものだった。一度、彼女が持っているのを見たことがある。

「ま、まさかこれは……！」

　それは、織機が持っていた、彼女の家の鍵だった。
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「──くそっ、なんて奴だ?!」

　衣川琴絵は女の子一人に圧倒されている端末たちに苛立ち、さっき谷口正樹が落とした拳銃を敵の少女に向けて、撃った。

　それは後ろを向いていた少女の背中に命中した。

「──ぐっ！」

　少女は前のめりになって、倒れる──だが、そのまま地面で前転して、体勢をすぐに立て直す。

　──防弾チョッキだ。

　くるっ、と振り向いて、琴絵の方を睨む。

「く、くそっ！」

　琴絵は銃を乱射した。しかし、その弾はもはや動きまくる敵に当たらず、それどころか味方たる端末人間たちに当たった。

　彼らには防弾装備はない。血をほとばしらせて倒れる。

「やめな！」

　敵にそう怒鳴られ、琴絵は、

（……ここまでか！）

　と観念して、味方を放り出して自分だけ逃げ出した。

「待て！」

　と言われたが、待つはずもない。

「そいつを止めろ！」

　と逃げながら端末たちに命じた。

　端末たちは言われるままに、谷口正樹の姉に懲りずに挑みかかった。

「ええい！」

　彼女は毒づきながら、つかみかかってくる連中を次々と片づけた。

　最後の一人を倒したところで、彼女は辺りを見回した。

　もう、琴絵の姿はどこにもない。

「………ちっ」

　舌打ちする。そしてさらに彼女は、自分の弟の姿もいつの間にか消えていることに気がついた。

「あの、バカ──」

　彼女は忌々しそうな言い方をしたが、しかしそれは聞くものが聞けば、ひどく心配そうな声に違いなかった。

「しかたない……先にこっちを済ませないと」

　彼女は、うう、と呻いて倒れている端末人間の一人の前に立つ。

　すっ、とスタンガンの先端をその頭に当てる。

「たぶん例のヤツだと思うから、これでうまく行くはずだけどね……」

　と言って、微調整で弱められた電撃を、端末にさせられている人間の前頭葉ぜんとうようあたりに流し込んだ。

　その処置を全員にする。撃たれて呻いている連中にも、その怪我が致命傷でないので、そのままほっといた。

「さて──」

　彼女は上を見上げ、電線が空中に何本か走っていることを確認する。

　地面に落ちていた五丁の拳銃を拾い上げる。消音装置が付いていたので、はずして、両手にかまえる。

　そして、連続してばんばん撃ちまくった。

　街中に、ギャング映画のようなただならぬ銃声が轟とどろいた。




　それは衣川琴絵の耳にも届いた。

「──なんだ?!」

　彼女は既に、別の通りに逃げ込んでしまっていた。しかし、そこにまで音が響いてきた。

　トラブルがあったということが、あたりに筒抜けだ。

（あの女、何を考えているんだ……？）

　彼女の周りにいた人々も、なんだなんだと音がした方へ向かっていく。銃声ということにピンときていないらしい。このへん、なんだかんだ言ってまだこの国は平和だ。

　しかし、琴絵はむろん戻って確認などする気はない。一刻も早く逃げなければ……。

　だが、みんなが音の方に行ってしまって、一時的に街中の空白地帯と化したその道を行きかけて、琴絵の足が、びくっ、と停まった。

　目の前に、一人の男が立っていた。

　音の方に向かおうとはせず、彼女の前に、一人こっちの方を見て、静かにたたずんでいた。

　白い服を着ていた。

「…………」

　琴絵は、自分がなんで衝撃を受けたのか、わからなかった。いや、琴絵のスプーキーＥに植え付けられた表層意識ではわからなかった、という方が正しいだろう。

（誰──だったか、この男…………）

　そう思いながらも、何故か〝見られてしまった〟という焦燥が湧いてくるのが不思議だった。

「…………」

　白い服の男は、ゆっくりとこっちへやってきた。

　ひどく悲しそうな顔をしている。琴絵はその顔をとても懐かしいものと感じた。

　すごく遠くに行ってしまった、懐かしい顔と──

「お………お、おまえ……誰だ?!」

　狼狽ろうばいして叫んだ。

　そこが通りの真ん中で、誰に見られるかもわからないのに彼女は拳銃を出して、男に向けてかまえた。

「…………」

　白い服の男は、かまわずやってくる。

　琴絵は、我知らず後ずさっている。

　いたたまれない気持ちでいっぱいだった。まともに彼の顔を見ていられないのだ。

　たまらず逃げだそうとした。背を向けて、一目散に駆け出そうとする。

　その手を後ろから掴まれた。

「──琴絵ちゃん」

　囁くように言うその声を聞くと、琴絵はひとりでに涙を流していた。

「は、離せ！」

　悲鳴をあげるが、その声はひどく弱々しい。

　そして白い服の男は、すぐに手を離した。

　琴絵はよろめく。だが、足がもつれて、もううまく歩けなくなっていた。

　ふたたび男と直面する。

「──君の気持ちには前から気がついていた」

　男は静かに言った。

　琴絵は返事ができない。意識の上では、彼が何を言っているのかまるでわからないのに、身体が凍りついて反応できないのだ。

「な、何を──」

　それでも口から漏れる疑問を、だが彼は完全に無視した。続けた。

「君が私のことを、君なりに真剣に想ってくれてることはわかっていた。だが同時に、私には君のことが見ヽえヽてヽいヽたヽ。だから、君は私を好きになっても、決して幸せにはなれないだろうということも、よくわかっていた」

　淡々と、まるで機械のように平静な声だ。

「あ……」

　琴絵は、ぶるぶると震えだす。

「君の気持ちは、残念ながら子供っぽい憧あこがれなんだよ、琴絵ちゃん。君自身が、本当に心から好きになれる相手というものはこの世にはいない。君はそういう人間なんだ。私への気持ちの半分は、哀れな私への同情にすぎない。それを恋愛感情だと思いこめるのは、やはり君がまだ子供だからだ」

「ああ……」

「そして、君はいつもとても寂しい。君は、自分にはどうして夢中になれるものがないのか、不思議で仕方がない……それがいつでも、たいへんに悲しい。だから私に興味を持った。悲しそうな私なら、君と同じなんじゃないかと思って──だが、それは錯覚だ」

「あああ……」

「私は悲しみなんか、本当は感じられないんだ。私のはただの絶望だ。そこには未来がないだけで、君のような想いはどこにもない。君が私に何を求めても、私は君に何も与えることはできないんだ」

「あああ、あ……」

　琴絵はさっきから、ぼろぼろと泣きっぱなしだ。顔には硬直した無表情しかないのに、涙だけがあとからあとからこぼれ落ちていく。

「我々には、共に持てる世界がない……」

　彼はそう言って、そして口を閉じた。

「あ、あああ、ああああ………」

　琴絵はがくがくと痙攣けいれんするように倒れかけ、そして男にしがみついた。

「……て、……けて、……すけて」

　ばらばらな表情で、泣きながら、彼女は何かを言っている。

「……たすけ、たすけて……助けて、仁にいさん……助けて……！」

　言えるはずのない名前を、彼女はとうとう口に出していた。

　迷子の子供がやっとはぐれた保護者に会ったときのような必死さで、彼女は男──彼女が大好きだった飛鳥井仁にすがりついていた。

「──それができたらね」

　飛鳥井は、変わらぬ静かな声で言った。

「ほんとうに、ずっとそう思っていたんだ。君を助けられたら、と──だが、それができない。今でもどうしていいのかわからない。君は私といるべきじゃないことはわかる。……あの夜、ひとりぼっちで雪が降るのを待っていたときに、声をかけてくれた君のことを、僕がどう想ってきたかということとは全然関係なく、ね──」

　最後だけは、私、ではなく、僕、だった。

　そして琴絵は、限界を超えた緊張ストレスのために意識がどんどん薄れていくのを止められない。

「仁、にいさ、ん……」

　彼女の視界がどんどん暗くなる。その中で、

「──スプーキーＥはどこにいる？」

　と、声は、まったく変わらぬ調子で訊いてきた。

　琴絵は、何か言ったかも知れない。だがそれはもう自分ではわからない。

　一瞬、抱きしめられたような感触を感じたが、錯覚だったかも知れない。

「すまなかった──さよなら」

　その声は、まるであの世からのもののようにものすごく遠くから聞こえた。それが最後だった──
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　……人々が戻ってきたとき、通りの真ん中に一人の少女が倒れているのが見つかった。彼女は救急車で運ばれ、数時間後に意識を取り戻した。彼女は、傍らに詰めていた警察官に証言しようとしたが、警官は静かに優しくうなずいた。

「だいたいのことはもうわかっている」

　と。

　街中まちなかでの発砲事件は、奇妙なことにその場にいた当事者たちが全員感電事故にあってほとんどすべての記憶を失っているという不思議な決着の仕方をしていた。その原因として、弾丸が電線を切り、その先端が路地裏のドブ水に触れたせいではないか、と鑑識は結論づけた。なにしろ周辺はぐちゃぐちゃになっていて、細かいことはわからなかったのだ。目撃者が多数いたが、その誰もが、

「いや、別に誰も他に人が出てきたりしたところは見ていない」

　と証言し、乱闘の果てにこの決着を迎えたのだろうということにされた。

　そして理由については混乱していてなかなかわからなかったのだが、倒れていた者の中にかねてより目を付けられていた麻薬密売組織の者が見つかるに及んで、事態は大きく動いた。そして記憶が混乱していたパンクスやスキンヘッドのインディミュージシャン達が、そう言えばあの娘に頼まれて、何かを探していたような──と言い出した。彼女が首謀者で、麻薬組織を探っていたのだ、と警察は判断した。その物的証拠として、現場にはこのところ麻薬の売人バイニンを検挙した際に語られた奇妙な姿の人物、その衣装が落ちていたこともあった。

「動機が問題だったが、それも聞いたよ。君の従兄妹という人が前にも警察に協力していてね。その人が、君の友達が死んでしまった事件に関わっていたんだ。彼はそのことで君は何かしないではいられなかったんだろう、と証言してくれた」

「事件──」

「ああ。ひどいものだ。麻薬に侵されて、苦痛のあまり自分の喉を掻き切ってしまったなんてね。君の気持ちはわかるよ」

「友達──」

　彼女はぼんやりと、病院のベッドで横たわったまま動かない。

　茫然と、放心状態のようだ。

　無理もない、と警官は勝手に納得した。

「君は、まあ突っつけば罪になる要素もあるけど、いや、たぶん大丈夫だよ。情状酌量の余地は充分だしね。君に協力していた奴らも起訴猶予になると思う。なにしろ麻薬のルートをひとつ、完全につぶせそうなんだ」

「…………」

「しばらくは、君はゆっくりショックから回復することだけを考えていればいいよ」

　彼女は優しい警官の言葉に、しかし感情の籠こもらない調子で、

「はい……」

　と返答するだけだった。
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完全に勝つのは難しい。

しかしうまく負けることはさらに難しいものだ





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）




[image: ]















　姉さんに喰らわされたスタンガンの影響か、ぼくはやたらに襲ってくる吐き気に耐えながら、バスに乗って織機のマンションヘ向かっていた。

（うげっ……）

　だけど、気持ちが悪いのがばれると周りに注目されると思って、ぼくはなんとか平静な様子を装っていた。

　織機がつくってくれたブギーポップの衣装をなくしてしまった──

　それがぼくには、妙にこたえていた。

　あれを、彼女とぼくをつないでいた絆きずなのように思っていたから、それが手元にないと、なにか落ち着かない。

　でも、ぼくはもうアレに頼るわけにはいかない。いずれにせよ、衣川琴絵は警察につかまったようだし、織機が今どうしているのか、ぼくは知らなくてはならなかった。

　バスから降りると、ぼくは何度も通った（その度に玄関で引き返した）織機のマンションへと歩いていった。

　誰かに見とがめられやしないかと、ちょっとびくびくしていたが、そんなことはなく、ぼくはすんなり織機の住んでいた部屋を見つけだした。

　ドキドキしながら、チャイムを鳴らす。……反応がない。

　もう一度鳴らす。……やっぱりない。

　ぼくは思いきって、そのドアに鍵を差し込んで開けた。

　考えてみれば、ぼくの家に織機が来たこともないし、ぼくが彼女の家に入るのもこれがはじめてのことだった。考えてみれば、ぼくらはずいぶんと変な関係だった。

「おじゃましまーす…」

　小声で呟きながら入った。

　しかし、ぼくの足はすぐに停まってしまった。

「い……?!」

　がらんとした、何もない部屋だった。

　どう見ても、人が住んでいる形跡がないように見えた。

「ち、ちょっと待てよ……！」

　ぼくは焦った。

　そんな馬鹿な。確かにぼくは織機を毎日のようにここに送り届けていたし、第一、鍵だってここの物だったじゃないか──とパニックになりそうな頭であらためて部屋に入ってみると、がらんとしたリビングに寝袋がひとつ転がっていた。

　ぼくは、ごくっ、と唾を飲んだ。

　おそるおそる近づいて、端をつまんで持ち上げてみる。

　匂いをかぐと──変態みたいでなんだけど──ぼくの顔に化粧をしてたとき、彼女の髪が鼻先に近づいていた際の、あのなつかしい匂いがした。

（織機は──こんなので寝ているのか？）

　ぼくは寝袋を放り出して、部屋を見回した。

　壁に、深陽学園の制服が掛かっている。

　クローゼットを開けると、彼女の服が掛かっている。見覚えのあるものばかりだ。彼女がぼくとのデートの時に着ていた外出用のものだ。

　………それしかない。

　部屋着というか、そういうものがない。トレーナーとかジャージとかパジャマとか……全然ない。

「…………」

　ぼくは、ちょっと気後れしながらも、下着が入っていると思われる引き出しを開けた。全部、同じ種類の物ばかりが並んでいた。バーゲンで買いそろえた、という感じの物である。

「…………」

　ぼくはまた服の方を見る。

　全部見たことがあったが……ひとつだけ足りない。

「……最後に会ったとき、着ていた服だけがないぞ……？」

　ぼくはひどく嫌な感じがした。

　台所に行く。まったく料理などした形跡がないそこの、床に放り出されているゴミ袋を見る。コンビニ弁当のパックばかり捨てられている、ぼくはそれらのパッケージを次々に見ていく。

　……思った通り、日付の新しいのがない。

　一番最近のやつ、それはぼくが彼女と最後に会った日の、前日のものであった。

「…………」

　ぼくは急にめまいを感じて、その場にへたりこんでいた。

（──どういうことだ？）

　織機は、今どこにいるんだ？

　なにか自分が、重要なことを見逃しているような、そんな気がしてならない。

　だがそれはなんだ？

　ぼくは、いったい何を忘れているのだろうか？




　　　　　　　＊




　──同じ頃、街から離れた人気ひとけのない郊外のアミューズメントパーク建設予定地には、同じように混乱の極みにある一人の男がいた。

（──どうなっているんだ？）

　スプーキーＥは、ただでさえ悪い顔色を蒼白にして、さっきから電話をかけまくっていた。彼が洗脳した端末たちにである。

　だが、誰一人として応答しない。全員が電源を切ってしまっているのだ。

（くそ！　いったいどういうことなのだ?!）

　スプーキーＥの右耳の傷痕から、血がびゅっとほとばしり出る。歯が、がちがちがちと激しく鳴っている。

　半分白かった髪が、今では完全な総白髪そうしらがになってしまっていた。

　恐怖。

　今の彼を責めさいなんでいるのは、ただその一言である。

　端末から反応がないということは、彼の能力が消えてしまったということである。

　それは彼が、彼としての存在証明を失ってしまったことを意味する。

　前にもあった──一人の少年が、いつのまにか彼の支配から自由になっていたことが。だが彼は、それは何か偶発的な特別の事態があったのだ、と思いこんでいた。

　いや、思いこもうとしていただけだった。

　能力がなくなったのなら、彼は、彼がさんざんののしり、屑くず呼ばわりしてきた織機綺と同じ立場になる──いや、もっと悪い。

　織機綺は、それでも人間との交配実験でなんとかやっていけるが、彼にはそんな可能性はないのだ。

　完全な役立たずだ。

　処分されてしまうだろう──

（そ、そんなバカなことがあってたまるか！）

　彼は掌を広げて、そしてその表面に電撃を発生させた。ばちっ、と空気が焦げる音とスパークがはっきりと見えた。

（消えてはいない──まだ俺は駄目になってはいない！　なのに、どうして──）

　鳴っていた奥歯を、無理矢理に力で、ぎりり、と噛みしめて止める。

　本来なら、こんな風に人気ひとけのないアミューズメントパーク建設予定地に籠こもっている場合ではない。

　街に下りて、様子を探りに行かなくてはならない。だが……。

「ぐ、ぐぐぐ……おのれ」

　それができない。

　怖くて、恐ろしくて、自分の目で確かめることができないのだ。

「おのれ……おのれ……！」

　なかでも、一番念入りにやったはずの衣川琴絵の応答がないのが何よりも納得できなかった。他の連中ならまだしも、ほとんど彼の分身になっていたあの女が、どういう理由で支配から外れるのだ？

「馬鹿な、こんな馬鹿な……！」

　右耳の傷からまた血が、びゅっ、と吹き出した。

　暗がりの中で彼はがくがくと震えていたが、やがて意を決したようにゆっくりと立ち上がった。

　籠もっているタワーの、屋上へとゆっくり向かう。

　建設途中のタワーは、屋上にも各種資材が野ざらしで放置されている。その中の、さほど目立たないひとつの山に彼は近づいていく。

「おのれ………こうなったら」

　そこには、七本の、さほど大きくないボンベのようなものが置いてあった。

　近隣一帯の人間すべてを抹殺してしまうための細菌兵器が、その中には詰まっているのだった。

　特殊なウイルスで、外気に触れると約三時間で死滅する。日中なら三十分程度だ。

　だがその間に、ウイルスは爆発的に増殖して、あたり中の生命体に感染、その細胞膜を溶解させて死に至らしめる。あげくに共喰い状態で自分たちの毒性で自らを消毒してしまうのだ。

　超強力な〝抗生物質〟──と、これを造った者たちはそう呼んでいた。

　だがそんな細かいことはスプーキーＥにとってはどうでもよいことだ。彼自身にはウイルスに対する抗体が体内にある。いくらこの〝死〟をばらまいても、彼自身は痛くも痒かゆくもない。

「こうなったら、こいつで──」

　なにもかも皆殺しにすれば、彼の能力の不手際という失態もごまかせるかも知れない……！

　彼はボンベを束ねているパイプについているバルブに手を伸ばしていった。

「こいつで……！」

　その大きな眼には、ぎらぎらとした輝きがあった。

　だが、その手が急に、びくん、とひきつるように停まった。

　そして顔を上げ、周囲に首を巡らす。

（……なんだ?!）

　足音などの、人の気配がするのだ。

　それも、かなりの数の──

　彼はタワー屋上から下界を見おろした。

　そして顔が強張った。

「…………！」

　そこには、彼を見上げる大勢の人影があった。

　しかも、その半分ぐらいには見覚えがある。

　それもそのはずだった。彼が洗脳して命令を下していた連中なのだった。

「……ど、どういうことだ?!」

　彼は怒鳴った。

　だが、その声が聞こえているのかいないのか、誰一人として返事をしない。

　黙って、彼を冷ややかな目で見つめてくるのみた。

「こ、答えろ！　貴様らは一体──」

　ヒステリックに叫ぶ彼の、その背後から声がかけられた。

「──とうとう会えたな、スプーキー・エレクトリック君」

　その若い男の声に、スプーキーＥはさながら電撃で撃たれたように、びくっ、とひきつって、そして振り向いた。

　白い服の男──飛鳥井仁が、いつのまにか屋上入り口の所にやってきていた。

「──だ、誰だ?!」

　スプーキーＥは叫ぶ。だが飛鳥井は答えず、スプーキーＥの後ろのボンベを見つめた。

「ああ、それか。例の〝消毒薬〟とやらは。使うつもりだったのかい？　危ないところだったな」

「貴様はなんだ?!」

　その悲鳴のような問いかけに、やっと飛鳥井はスプーキーＥの顔を見た。

「その問いかけはおかしい」

「な、なんだと?!」

「君は私を捜していたはずだ。違うかな？」

　肩をすくめて、クールに言う。

「言うなら〝ついにここまで来たな〟とか、そういう科白でなければね」

「な──き、貴様は、すると……」

　スプーキーＥは一歩後ずさった。足が背後のボンベに、ごつん、と当たった。

「君らは〝イマジネーター〟と呼んでいるな」

　飛鳥井はにやりと笑って言った。

　ぐぐ、とスプーキーＥの呼吸が詰まった。

「いったい──何をした？　どうして……」

　今やこの男が、彼の最大の脅威であることは間違いなかった。

「君と私とは次元レベルが違う」

　飛鳥井は静かに言う。その響きには絶対的な自信が感じられた。

「ぐ……！」

「統和機構、と言うんだろう？　君の属する組織──いや、システムかな」

　飛鳥井は囁くように言う。

「し、知っているのか……？」

「いや、詳しいことはよくわからないんだが、ただそのシステムがなんというか……〝監視〟しているということまではわかっている。君がやらせていた人々から聞いてね」

　ぐぐっ、とスプーキーＥはさらに呻いた。

「何を監視しているのか……どのようにして状態を探っているのか……いろいろ考えてみたが、その結果、私としてはひとつの結論しか出なかった」

　飛鳥井は穏やかに話す。スプーキーＥは小刻みに震えている。

「──〝変化〟だ。それしかない。何かが変わりつつある。それを監視しているのだ、とね。何も知らぬ一般の人間に薬を投与して、その反応を調べたりするのは、その変化の度合いを探っているのだ──そうなんだろう？」

「うう……」

「そうなると、統和機構というものが組織とは呼べない規模だということもわかる。要するに〝現在〟のすべてが──異なる新しい何かを嫌うか、その新しいものに自らの意志を反映させようとするもののすべてが、その統和機構を成立させているユニットだろうからだ。とんでもない広がりを持っているだろう、おそらく。しかし──」

　飛鳥井はスプーキーＥに微笑みかけた。

「この区域では、今のところ君がたった一人いるだけだ。違うかな」

　眼だけで笑う、その微笑みは宣告であった。

　助けに来る仲間も、逃げる道もない、と眼で語っていた。

「うぐぐぐ……！」

　スプーキーＥは歯軋りした。またしても、耳の傷痕から血が噴出した。

「き、貴様……そこまでわかっていると言うことが、どういうことかわかっているのか……？」

「ふむ？」

「この俺をどうこうしたところで、貴様自身にも未来はないのだぞ！」

　スプーキーＥは喚いた。

「と、統和機構を敵にして、生きていられると思うな！　俺だけじゃない……き、貴様とておしまいだ！」

　キンキンとひびく疳高かんだかい声は、強風が吹くタワーの屋上では、ほとんどちぎれるようだった。

「…………」

　飛鳥井仁は笑ったまま、スプーキーＥを見つめている。

「敵、か」

　一人うなずいて、そしてくすくすと口元を歪める。

「敵、ねえ」

「な、なにがおかしいんだ！」

「敵と言えは……君は知っているかな」

「なにをだ?!」

「君がやっていた〝実験〟とやらで、何人かの人間が死んでいるな。たまたま投与された薬品にアレルギーを起こしてしまったり、ショック症状が出てしまったような、不幸な例がいくつかあったよな」

「そ、それがどうした！　大したことじゃない！」

「その通り。大したことではない。その死亡率そのものは、交通事故よりも、病気で死亡するよりも少ない確率だろう。まさしく、そんな死に方をしてしまうヤツは運がなかった……ただそれだけだな。だが、どんな人間にも、係累けいるいというものがあるんだ。わかるかな、家族や、親しかった者というのが」

　飛鳥井は淡々と言い続ける。

「……？」

　スプーキーＥは、飛鳥井が何を言わんとしているのか理解できず混乱した。

「運がなかったよ、まったく。あのひとは本当に運がなかった……」

　飛鳥井は、ちょっとだけ空の方を見上げた。

「なんというか〝根〟がなかった。いつだって自分のやることにびくびくしていた。そのくせ〝花〟はやたらに大きくて、つまらない夢みたいな話にすぐに乗ってしまって、いつもだまされて、損ばかりしていた。私は必死でフォローしていたものだ」

　飛鳥井は自嘲を込めた笑いを浮かべる。

「結局、それも虚しかったがな。いくら私が努力しても、あのひとにつきまとっていたツキのなさまではどうにもならなかった」

「……なんのことだ？　さっきから何を言っているんだ?!」

「思えば、あのひとが私に『星の王子さま』の本を買い与えたんだろうな、きっと」

　飛鳥井はため息をついて、そしてあらためてスプーキーＥを見つめる。

「敵……いや、仇敵かたきというべきだな、この場合は。皮肉な巡り合わせということか」

「だから、何を言っているんだ?!」

「歴史の話だよ」

　いきなり言った。

「何……？」

「最後に勝つ者というのが、どういう者か、考えてみたことがあるかな？　一番強かった者か？　他の者をすべて圧倒した者か？　そういう連中は、結局どうなったと思う？　どうにもならない。勝ったときには力を使いすぎていて、衰弱して、他のヤツに取って代わられてしまった。──敵を前にしたとき、もっとも賢い選択とは何か」

　飛鳥井は笑いを消す。

「二番目は、うまく降伏することだ。こっちにまだ余力が残っていても、相手に及ばないのでは、それが結局生き延びるために最適の方法だ。そして一番目は──」

　笑わない飛鳥井は、鋭く相手を突き刺すような眼をしていた。

「敵を味方につけてしまうことだ。これが、もっとも賢く、かつ最大効率の方法だ」

　スプーキーＥは、ただでさえ大きな眼を見開く。

「……な、なんだと……?!」

「君と私は、実によく似ている。そっくりと言ってもいい。同じような能力を持っている。これは大変に好都合だ」

　飛鳥井は両手を広げた。

「つまり、私が同じようなことをいくらしても、それは統和機構には、君がやっていることと区別が付かない、ということになるからだ」

「…………！」

　スプーキーＥの顔が歪む。

「き、貴様──まさか」

「その通り。君を隠かくれれ蓑みのにして、統和機構を乗っ取る。君を窓口に、いずれ統和機構にもイマジネーターを増やしていく──それが私の構想だ」

　飛鳥井は、一歩、スプーキーＥへと足を踏み出した。

　スプーキーＥは、背にしたボンベに沿って、横に滑るように下がる。

「そ、そんなことが──」

「できるできないは問題じゃない。私にはその必要があるんだ。四月に降る雪を世界中で実現させるためには、強大な組織的背景が絶対に不可欠だからな」

「し、四月……？」

　スプーキーＥは、この通常の人間にとっては圧倒的に謎で異常な怪人は、いま己よりも遙かに奇妙な存在を、生まれてはじめて前にしていた。

「簡単に言うと、全人類の精神をみな同じ状態にすることだ──そうすればもはや、人々の間には悲しいすれ違いも、誤解も何もなくなるだろう」

「く、狂ってるぞ貴様！　完全にイカれている！」

「だったらどうする？　自分が正気だと思うなら、狂っている私をどうにかしてから主張することだな」

　飛鳥井は、ふたたびニヤリ、と笑った。

「う……うわあああっ！」

　スプーキーＥは絶叫しながら、両掌から電撃を発生させて飛鳥井へと突撃した。

　飛鳥井は──しかし、よけなかった。

　そのまま、スプーキーＥの電撃掌を、張り手のように頭部に喰らって後方に吹っ飛んだ。

（──なんだ?!）

　スプーキーＥは、さんざん偉そうなことを言っていたこの敵のあっけない弱さに意表を突かれた。

　だが、ここでためらっていてはまずいと、さらに突撃した。

　飛鳥井の頭部を両手で挟み込むようにして、電撃を──

　喰らわせようとしたところで、飛鳥井がむくっ、と起きあがったので反射的にまた後ろに下がった。

「うう……」

　だらだらと、戦慄の汗がその太った頬を、額を流れ落ちる。

「──なかなか強烈だな」

　飛鳥井は首を振りながら言った。すると、その頭から何かがずるり、と落ちた。

　それを見て、スプーキーＥは目をむいた。

　煙を噴いている、それは鬘かつらであった。しかもその裏地には、なにやら何枚ものシート状の物が張りつけられている。

　そのつやのない物質感は、スプーキーＥはよく知っていた。

「た、対磁シート?!」

　それは、データディスク等をハンドバッグの磁石クリップなどから保護するために市販されている、電磁気を遮断するシートなのだった。それが重ね合わされて、張りぼてのヘルメットのように飛鳥井の頭部を包んでいたのだ。

「ご名答。君の能力は電磁波に関連するものと推理していたので、こういう仕掛けを用意しておいた」

　飛鳥井は、髪が取れて、しかし外観は全然変わらない自分の自毛につい埃ほこりを、ぱっぱっ、とはらった。対磁シートの、こぼれ落ちた粒子だ。

「………」

　スプーキーＥは半ば茫然とその鬘を見つめていたが、やがて、

「……ぶっ、ぶふ」

　と吹き出した。それはすぐに、

「………ぶふふはははははははははははははっ！」

　という開けっぴろけの哄笑こうしょうに変わった。

「おかしいかな？」

　飛鳥井が言った。

　しかし、スプーキーＥはなおも笑っている。

「……な、なんだ貴様、ただのはったりのいかさま野郎だったのかよ！　これが笑わずにいられるものか！　びびらせやがって！」

「そうかな」

「そんな仕掛けがなければ、俺の攻撃を受けられないってことは、つまり洗脳力では上でも、戦闘力じゃお話にならんということじゃねえか！」

「なるほど、そういう言い方も可能だな」

　飛鳥井は首をすくめる。

「ぬかせ！　もう貴様なんぞちっとも──」

　と言いかけて、

（……？）

　スプーキーＥはおかしなことに気がつく。

　飛鳥井仁の右手に、いつの間にか一輪の薔薇ばらがあった。指先で丁寧に、つまむようにして持っていた。

（──どこから出したんだ？）

　薔薇には根がない。そのくせ、切断面はなく、幹の端がすぼまるようにして小さくなって、途切れている。造花のような感じだが、それにしてはやけにみずみずしい実感がある。

「他の人間にはこの〝像ヴィジョン〟が見えなくても、君には見えるはずだ」

　飛鳥井は、薔薇を指先でくるくる回しながら言った。

「なぜなら、これは君自身の〝精神〟なのだから」

「くだらん手品はたくさんだ！」

　怒鳴って、スプーキーＥはふたたび飛鳥井めがけて飛びかかっていった。

　飛鳥井は、今度もよけようとしない。だが彼の頭には、もう彼を保護するものは何もない。

（──なんの制御もいらん！　高周波の嵐で脳細胞をずたずたにしてくれる！）

　スプーキーＥは両手を突き出した。

　立ったままの飛鳥井に、その一撃を喰らわせ──




　──ようとした寸前で、その身体が急に硬直した。

（な、なんだこれは──？）

　飛鳥井仁の、すぐ前まで来ていて、あと数センチで手が届くかというところで、そこから先に行けない。

「ぐ、ぐぐぐ………？」

　別に、なにか目に見えない壁があるわけではない。スプーキーＥの身体が無茶苦茶に重たくなって、前進できなくなってしまったかのようだった。

「か、身体が前に進まない………！」

「身体が、じゃない。気ヽがヽ進ヽまヽなヽいヽのさ、君は」

　薔薇を手にした飛鳥井が、静かに言った。

「な、何をしたんだ……貴様?!」

「君は今、私を攻撃しようという気にどうしてもなれないんだよ。それだけのことだ。君の足を停めているのは、君自身の意志だ。無意識、と言った方が正しいがね」

「な、なんのことだ………?!」

「君の〝花〟から〝トゲ〟を取った。それだけだ」

「…………?!」

「だから、君から攻撃衝動というものを取ってしまったヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ、ということだ」

　飛鳥井はまた、手の中の薔薇をくるくると回した。その薔薇の幹からは、言うとおりトゲが取り払われてしまっている。

「そ、そんな馬鹿な……」

　と言いながらも、スプーキーＥの腕は、だんだん力無く、だらん、と落ちていく。

　そして、ぺたん、とその場に座り込んでしまった。

「うう……」

　喘あえぎ声にも力がない。

　今わかった。

　飛鳥井が、なぜ頭に対磁シートなどという小細工をしていたのか。

　スプーキーＥに逃げられないためだ。

　まず、攻撃させて、それを受け止める必要があったのだ。それは一度でよかった。一度でもスプーキーＥに接近してもらえば、それで〝薔薇〟を取ることができたのだ……。

「君の能力──電気刺激による脳の操作というヤツには、どうしようもない後進性がある」

　飛鳥井はスプーキーＥを見おろす。

「君には〝魂〟という観念が欠落している。人を突き動かしている根元的な存在、とでもいうべきものを意識できていない。ただ心の上に、乱暴なサンプルを刷り込んでいるだけで、決してその人間に決定的な変化を与えることができない。イマジネーターとしては二流だ」

「……うう」

「私のように、それぞれの人の心の欠落を知り、それをいかに埋めるかというような受け身の発想がない。水にハンマーを叩きつけているようなものだ。大事なのは、相手にあわせて自分のやり方も変えるということだ」

「……ううう」

「だから言ったろう、次元レベルが違う、と」

　飛鳥井は言った。

「……うううう」

　スプーキーＥは愕然がくぜんとうなだれている。飛鳥井の言うとおり、彼はどうしても飛鳥井を攻撃しようという気になれず、全身から力が抜けてしまっていた。

「──とは言え、大局的には、私も〝雪を降らせて〟君と同じやり方をしなくてはならないわけだが──人はあまりにも数が多すぎる」

「……き、貴様はいったい、これまで何をしてきたんだ……これから何をする気だ…？」

　スプーキーＥの問いも弱々しい。

「接ぎ木、というのを知っているかな。似たような種の植物の間で、果実が生なる部分などを接ぎたして一本の植物にするというものを。あれさ。私はこれまで、二人以上の人間から、皆に足りない部分を他の者から少しだけ取り出して、それを植えつけるということをしてきた。心の欠落がなくなって、それらの人々はとても喜んでくれたよ。自発的にみんな私の味方になってくれた」

　飛鳥井は優しく微笑んだ。

「君にも同じことをしてやろう。パートナーが見つかり次第、すぐにでも君にない〝根〟を植えてあげよう。代わりに君からは〝幹〟が少しだけ取られて、力強い精神力が多少削られることになるが……まあ、大したことはない。欠落が埋められる喜びの方が遙かに大きいよ」

「…………」

　スプーキーＥはぼんやりとした顔をしている。

「訳が……わからん」

「すぐにわかるようになるさ、君も」

　焦点の合わない表情で、スプーキーＥは飛鳥井を見上げる。

「……わからんのは、貴様が、何が面白くてそんなことをするかということだ。俺のように、統和機構に命じられてもいないのに……」

　びくっ、と飛鳥井の眉が寄る。

　だがスプーキーＥはかまわず、また顔を伏せる。

「いや、まあ、そんなことはもうどうでもいい……俺に残った楽しみは、あとひとつしかないようだ」

　手を顔の前にかざして、手相でも見るかのようにじっ、と見つめる。

「なんだ、それは？」

「前からやってみたかったんだ……だが、他のヤツへの憎しみが強すぎてできなかった。奴らがのうのうと生きているのに、俺だけがそうするのが耐えられない気がした。だが、そういう気持ちもなくなった。〝トゲ〟とやらがなくなったおかげかも知れん。それなら感謝しておこう……」

　ぶつぶつと呟く。

「何を言っているんだ、君は？」

　飛鳥井が訝しげに訊く。

「ひとつ忠告してやろう……イマジネーターとやら。ブギーポップが貴様を狙っているぞ」

　そう言うと、スプーキーＥは自分の顔を、がしっ、とわしづかみにした。

　そして、スパークがそこに走った。

「──！」

　飛鳥井仁があわてて彼に触れたとき、すでにスプーキーＥの胞細胞は自らが放った電撃で破壊され尽くされていた。目と鼻から血がどろっ、と流れ出た。右耳の傷痕からは、しゅうしゅうと煙が立っている。

　──死んでいた。




　　　　　　　＊




「……あ」

　どこかで叫び声が聞こえたような気がして、織機綺は目を覚ました。

　相変わらず世界は真っ暗だ。彼女が閉じこめられている部屋には、窓も照明も何もない。

　埃ほこりの積もった床の上に転がされている彼女は、後ろ手と足首に手錠をはめられている。スプーキーＥがやったものだ。

　いったい自分ほどのくらい眠ってしまっていたのか、まるで見当もつかない。綺は絶望で身が張り裂けそうだった。

「う、ううん──」

　身をよじって、彼女は上体を起こした。

　埃が舞い上がり、彼女はげほげほと咳せき込んだ。

「どうにか──どうにかして逃げなくちゃ──」

　だがもう手遅れかも知れない。それを思うと、綺は歯ががちがちと鳴るのを止められない。

「い、行かなきゃ──伝えなきゃ──」

　彼女は焦燥と恐怖にさいなまれながら、芋虫のように這いずって部屋の出口を探した。

　だが、そんなに簡単にはいかない。ドアには鍵がかかっていたし、他にも出入りできるような所はなさそうだった。

「ううう……！」

　彼女はぶるぶると震えている。寒さと疲労と、そして無力感のためだ。でも、それでも彼女はなおも自由にならぬ身体で必死に突破口を探そうと動いた。身体がよじれて、上着のポケットからなにかがぽろり、と落ちた。

　──携帯電話だ。

　スプーキーＥが取り忘れていたのだ。まだ電源が残っていることを示す表示ランプも点いていた。

（ああ……！）

　綺ははっ、となって、電話に顔を近づけた。これで伝えることができるかも知れない……！

　ここが電波が届かない位置でないことを綺は祈った。

（お、お願い………！）

　彼女はかろうじて動く部分である舌先で、送信スイッチを押そうと唇を開けた。

　そのときである。

　がちゃっ、とドアの方から音が響いた。

　綺の顔が強張る。

「……！」

　駄目だ。間に合わない。今からでは携帯電話を隠すことができない……！

　鍵を開けられて、ドアが開いていった。光が闇の室内に、さーっ、と差し込んでいった。

　だが──その中に立つシルエットは、スプーキーＥのものではなかった。

「だ、誰なの……？」

　綺は、その背の高い、白い服を着た男を前にも見たことがあるような気がした。

「やあ、前にも会ったな」

　男の方もそう言った。

「あなた──」

　思い出した。

　綺がはじめて正樹と会ったとき、彼女たちを助けた男だ。

「ど、どうしてあなたが──」

　綺は茫然としていたが、すぐにはっ、となった。

「お、お願いです！　私を助けてくれませんか？」

「残念だが、それはできない」

　男は静かに言った。

「え…？」

「君には、犠牲になってもらう」

　男の言い方は、どこか寂しげだった。

「ど、どういうこと……ですか」

「時間があまりない……スプーキーＥが死んでしまったのは計算外だった。いずれ、次の統和機構の使者がこの街にやってくる。それまでにある程度はすませておかなくてはならない。せめてこの街だけでも〝雪を降らせて〟おかなくては」

　男の言っていることは、綺にはおよそ理解不能だったが、たったひとつだけわかることがあった。

（──死んだ？）

　確かにそう言った。

　彼女を縛っていた、あの男が死んだのか？

　それでは──それでは〝彼〟の方は……

「あ、あの……！」

　綺は、男に〝犠牲になってもらう〟などと不吉なことを言われたことなど何とも感じないで、ただひとつのことだけを訊ねようとした。

　そのときだった。

　彼女の目の前で、携帯電話が作動ランプを点滅させて、着信を告げた。

「……！」

　綺は、瞬時に理解していた。

　彼女のこの電話番号にかけてくるものは、スプーキーＥ以外には一人しかいない。

　白い服の男が手を伸ばして、電話を取った。

　彼がスイッチを入れると、まるで最大ボリュームで聞いていたヘッドフォンを途中で抜いたときのような突然さで、少年の必死な叫び声が響いた。

『──織機！　織機だろう?!』

　谷口正樹の声だった。

（ああ……！）

　綺は、安堵あんどで全身から力が抜けた。




「…………」

　飛鳥井は、電話からほとばしるように発せられた声に聞き覚えがあった。

（あの少年か……）

　彼は織機綺の方を見た。

　彼女は、心の底からほっとした、という表情になっていた。

（私に訊こうとしたのは、あの少年の安否だったようだな）

　彼は納得する。それはこの少女にとって、自分のことよりも重要なことだったらしい。

『……もしもし、もしもし！　織機なんだろう?!　いるんだろう、そこに?!』

「…………」

　飛鳥井は黙って聞いていたが、やがてその手を伸ばして電話を差し出した。

　織機綺の耳元に。

「……？」

　綺は不思議そうな顔になった。この男が何者であれ、彼女を許してくれるわけではないらしい。それが自分に電話を差し出すのは、一体どういう意味なのか。

　飛鳥井は彼女を冷ややかな眼で見つめる。そこには哀れみも驕おごりもない。

『──織機、織機?!』

　少年の声がだんだん悲痛な響きを帯びてくる。

　飛鳥井仁と織機綺は、その声を間に向かい合い、見つめ合っている──





[image: ]















Ⅵ





この世に確たる真実などないように、完全な嘘もまた存在しない





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　ぼくがそのことに思い当たったのは、間抜けなことに半日も経ってからのことだった。

　ずっと織機の家の、殺風景な部屋に座り込んで、心に引っかかっているものを探していたのだ。

（なんなんだ、何が気になるんだ……）

　腹が減ったら、ポケットの中に入れていたカロリーメイトを囓った。囓りながらも考えた。ところが、そうやっているうちについウトウトしてしまったらしい。はっ、と我に返ったときには何時間も経ってしまっていた。

「い、いけね……！」

　ぼくは焦って腕の時計を見た。壊れていた。あの乱闘の時にぶつけたか、あるいは姉さんに喰らつた電撃のせいらしい。今まで全然気がつかなかった。

（さっきバスに乗るときも、ちょうど来たから時間見なかったしなあ──）

　ぼくは部屋を見回す。

　しかし、やっぱり時計なんかはない。なにせテレビもラジカセもないのだ。

　どうしよう、このままここにいても仕方がなかった。あてなんか全くないが、織機を探しに行かなければ、と立ち上がったそのとき、やっとぼくは悟った。

「……と」

　ぼくは何もない部屋の真ん中で立ちつくす。

　そうだ。何もない。

　本当に何もないのだ──

　ぼくは、部屋の壁を──隅を探した。そしてすぐに見つけた。

　電話回線のモジュラージャックが、フタをしたまま線もつながれずそのままになっている。

　この部屋には、電話がつながっていないのだ。

　しかしぼくは、何度もなんども彼女の家に電話をしていた。ということは……

「あれは──この家に電話していたんじゃなかったんだ！」

　ぼくはなんという大馬鹿者だ。

　あわててマンションから飛び出した。道に出て、辺りを探す。意外にない。

「くそ！」

　走って、走って、五百メートルほど離れたコンビニでやっと公衆電話を見つけた。

　しがみつくように受話器に飛びつくと、テレカを差し込むのももどかしくぼくは暗記しているその番号を押す。

「かかれ、かかってくれ……！」

　織機の電話は携帯電話のはずだ！

　彼女が持っているはずなのだ！　どこにいようと、彼女に通じるはずなのだ！

　呼び出し音が、やたらに長く続いた。

「ちくしょう！　出てくれよ……！」

　いらいらしてぼくは呻いた。

　時間にしたら、たぶん二十秒となかったろうが、ぼくにはその間は数十分にも等しく感じられた。

　やがて、ぷっ、と回線がつながる音がした。

「織機！　織機だろう?!」

　ぼくは喚いたが、向こうからはなんの返事もない。

「もしもし、もしもし！」

　ぼくはすっかり熱くなってしまって、やたらに声を高くした。ひたすらに呼びかけ続けた。

　永遠に沈黙し続けるか、とさえ思いそうになった頃、やっと、

『あ……』

　という声が返ってきた。織機のものだ。ぼくは涙が出そうだった。とにかく彼女は無事だ。

「もしもし、ぼくだ、谷口正樹だよ！」

『……ええ、わかってるわ』

　彼女の返事はひどく素っ気ない。

「織機、大丈夫なのかい？」

『え、ええ。……い、いや。なんでそんなことを訊くの』

　ぎこちない言い方である。今のも、なにか一度うなずいてから、あらためて言い直したような気がした。

「いや、衣川って人が警察に捕まったんだ。知ってるかい？」

『──そうなの』

「君はどうなんだ？　危ない目にあってないか？」

『別に』

「衣川さんは、なんか洗脳とかされてた、ってことらしいんだけど──」

『──そうよ。だから、あの人を悪く思わないで』

「他にも誰かいないのかい？　その、君を──無理になにかさせていたような、その」

　ぼくはなんと言っていいかわからず、少し口ごもった。

『…………』

「こんなことを言うのはおこがましいけど、ぼくは君の力になりたい。君を助けたいんだよ」

　白々しい科白であったが、しかし、それはぼくの本心であった。

『…………』

「織機、君がその……今更ぼくのことなんか迷惑に思ってるのかも知れないけど、でも、利用でも何でもよかったんだし、これからもそれでいいんだ。君と一緒で本当に楽しかったし、それだけでよくって、それ以外になにかぼくが、その──君の」

　支離滅裂な言葉をぼくは受話器に向かって言いつのった。

　何を言っても通じない気がした。

　どんな言葉も、今のぼくの必死さには足りない感じがして仕方なかった。

『──正樹』

　彼女の静かな声がした。

「な、なに？」

『もういいのよ。あなたの必要はないの』

　投げやりな言い方である。ぼくは胸がずきっ、と締めつけられる気がした。

『正樹には、もっと別のちゃんとした女の子の方がお似合いだわ。私とはもう会わない方がいいの』

「い、いや、そういうことじゃなくて、ぼくはその──」

『いいえ、そうよ。もう終わったの』

「あの、織機──」

『知ってるんでしょう？　私が何をしてたか』

「そ、その──」

『どんな話を聞いたとしても、その通りよ。あなた、私がそんなことしてたなんて思ってなかったんでしょう』

「それは──」

『でも、悪かったわね。そういうヤツなのよ私は。あなたが何を期待してたか知らないけど、実際はそうだったの』

「だけど──」

『だましてたの。裏切ってたの。いいかげん目を覚ました方がいいのよ。正樹はバカよ』

「でも──ぼくは君が好きなんだよ！」

　ぼくは、そこが外であることも忘れて怒鳴っていた。




　　　　　　　＊




「…………！」

　綺は、電話から響いてきたその声に一瞬言葉を失った。

　なんとか保っていたポーズが、全部くずれてしまいそうになった。目頭が熱くなって、喉がわなないた。うまく喋れなくなった。

　彼女は手錠をかけられていて、自分では電話を持っていない。飛鳥井仁が無言で差し出しているのに向かって話しているのだ。だから両手は空いている。その掌に汗がじっとりとにじんでいる。握りしめて、小刻みに震えている。

「……な、なにを、つまらないことを…」

　揺れそうな声を噛み殺して、絞り出した。

　駄目だ。

　ここで正樹に頼っては駄目だ。

　そんなことは許されないのだ。

　これ以上彼を巻き込んでしまうことは、何よりも彼女自身が耐えられない。

　彼女の気持ちを彼に伝えてはならない。

『織機、今どこにいるんだ？』

「ど、どこだって関係ないでしょう！」

　会いたい。

　本当はもう一度、一目だけでいいから彼を見たい。

　だが、その気持ちは今では彼女の敵だ。

　嫌われること、それが彼女が正樹を守れる、たったひとつの方法なのだ。

　高校の屋上で出会った少女、末真和子の言葉を思い出す。

〝どんな人間にも嫌われないでいることはできないわ〟

〝戦うって発想が欠けているんだと思う〟

〝それがなくっちゃ駄目よ〟

　今がそのときなのだ。彼女の、自分の本当の気持ちという敵と戦わなくてはならないのだった。

「……も、もう、私を放っておいて──かまわないで」

　しかし、彼女はぼそぼそとしか言えなかった。

『織機……！』

　正樹の声は、変わらない力強さで響く。

　だが綺はもう、言葉を出せない。

「……さようなら！」

　それだけを言った。最後は涙でにじんでしまった。

「…………」

　飛鳥井仁は、ほとんど機械のような平静さで、この綺の苦闘を見つめている。

　彼は綺がそれ以上話せない、と見ると電話を持ち上げて、自分の耳元に寄せた。

『……誰かいるな？』

　聞こえてきた少年の声は、驚くべき洞察力でそう言った。

　飛鳥井は返事をしない。

『聞いているんだろう。誰だか知らないが、織機の側にいるおまえだよ』

「…………」

『あんたが何者かはどうでもいいんだ。織機をどうにかするなら、ぼくはおまえの敵になるぞ。彼女の前に、このぼくと戦え！』

「…………」

　飛鳥井は綺を見おろす。

　彼女は今の声が聞こえていない。力無く首を下に落として、ぶるぶると震えている──泣いている。

　飛鳥井はそれを見ても、なんの変化も見せない。

『おい、おまえ──』

　とさらに電話口で声を上げる少年の言葉を遮るようにして、飛鳥井は電話を切った。

　その直後、彼らのいるペイズリー・パーク建設予定地の上空を、飛行機が通過する前兆である〝ヴーン……〟という響きが届いた。

　音はだんだん大きくなっていき、すぐに明確なはっきりとしたものになっていった。

（──聞こえたか？　いや、まだかすかなものだった。わかるまい──）

　もう一度電話が受信を告げたが、飛鳥井は主電源そのものを切ってしまった。そして、綺に声をかけた。

「満足か？」

「…………」

「彼の声が聞けて、嬉しかったか」

　綺は顔を上げた。そして驚いたことに──うなずいた。

「はい」

　強がってはいなかった。本気でそう言っていた。

「そうか。ならば君の人生も無駄ではなかったわけだ。その分だけは、私よりもましだ」

　飛鳥井はかすかに微笑んだ。
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「…………！」

　ぼくは空を見上げた。

　いない。それらしき影は見あたらない。

（──いや！　いる！　必ず近くにいる！）

　ほとんど信仰に近いような気持ちで、ぼくは空をぐるぐると見回した。事情を知らない人間が見ていたら、ぼくはＵＦＯでも探しているとしか思えなかったろう。

　そして、ついに見つけた。

　黒い、ぽつん、とした影がひとつ、空に浮かんでいた。薄暗くなりつつある空で、ちかちか、と認識灯を点滅させている。

　ぼくはその飛行機の飛んできた方向を考えた。

（えーと、今こっちへ向かってるから、さっきはあの辺にいたはずで、だから──）

　考えながら、ぼくはだんだん不安が湧き上がってくるのがわかった。

　飛行機の音が聞こえたような気がした──気がしただけだ。確信があるわけじゃない。

　それに、飛行機の音が聞こえる範囲というのは無茶苦茶に広い。それを全部探すのか？

（──探すしかないだろう！）

　飛行機の点がだんだんこっちに近づいてきて、そしてぼくのいる場所にも爆音が響いてきた。

「──！」

　そうだ──

　飛行機は、その音は、その姿が見える位置にいても、まだ聞こえないことがあるのだ。光の方が音よりも速いからだ。視覚で確認できる位置と聴覚で捉とらえられる前兆にはズレがある。

（ということは──さっきの位置よりも、さらに向こうってことになるか……）

　ぼくは想像力を必死で働かせて、空間の広がりをイメージした。

（……って、それじゃあ街から出てしまうんじゃないのか？）

　その辺は山の中だ。誰も住んでいない、なんにもないところではなかったか？

（たしか、なんか大きな工事をやってるか中断されてるかで……ってことは）

　ぼくは興奮に襲われてきた。

　そうだ──それしかない！

「あそこにいるんだ！」

　ぼくは駆け出した。

　手近の、人のいない道に飛び込み、そして停車されているバイクを見つけるやいなや、ぼくはそのロックを確かめた。

　キーは差し込んであるわけがないが、エンジンをかける方法は知っている。外国生活が長かったから、そういう知識には不自由していないのだ。

　免許なんか持っていないが、運転は何度もしている。

「ごめんよ。次からはちゃんとチェーンロックを掛けとけよ──！」

　ぼくはバイクの持ち主に独り言で詫わびながら、いきなり全開で走り出した。
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「…ほんとに心配しちゃったわ。でも、よかった。こうして無事に何事もなくすんで……」

　個室の病室で、そう言いながら楽しそうに花を活ける母親の声を聞きながら、衣川琴絵はぼんやりと天井をながめていた。

「…………」

　白い天井には、傾きかけた日差しが真横に差し込んできて、赤みかがった線を引いていた。

　今でも、彼女はまだ警察の監視下にある。退院したら取り調べを受ける立場だ。それでも、父親が地方で高い地位にあることから、彼女はかなり優遇された立場にある。こうして面会人も、監視の警官の許可で簡単に許される。

「ねえ琴絵、なにか欲しいものはない？」

「………お母さん」

「なあに？」

「私、どうなっちゃうのかな」

　ぽつり、と呟いた。

「大丈夫よ、なんの心配もいらないから。お父さんも言ってたわ。圧力かけるまでもなく、警寮の方で自主的に処理してくれそうだ、って。ひょっとすると、逆に感謝状が出るかも知れないって話よ」

「…………」

　そういうことを訊いたわけではなかったのだが、琴絵はそれ以上は何も言わなかった。

「ああ、そうそう。あのね、仁君のことなんだけど」

　母親が急に切り出したので、琴絵は顔を向けた。

「仁にいさんがどうかしたの？」

「急なんだけど、外国に留学するってことになったらしいのよ」

「え…」

「今朝挨拶あいさつに来たわ。なんでも定員が限られてるので、すぐにでも向こうに行かなきゃならないらしいの。あなたにもよろしく言っておいてくれ、って。しっかりしてるわね、あの子はほんと」

「……行っちゃったの？」

「ええ。アパートの荷物は、あとで引き取りに来させるって」

「…………」

「あなた、あの子と仲よかったしね。ちょっと寂しくなるわね」

「……そうね」

　琴絵は無表情でうなずいた。そのとき、ドアがノックされた。

「はい」

　と母親が出ると、警官が立っていて、

「すみませんが、面会希望者がいるのでちょっと確認をお願いできますか？」

　と言った。

「面会？」

「お嬢さんのお友達とかで」

　と警官が身を横に開けると、その後ろに一人の少女が立っていた。

「末真和子と言います。一度お電話を差し上げたことが」

「ああ、あのときのあなたね。うん、声に聞き覚えがあるわ」

「衣川さんと話がしたいんですけど、よろしいでしょうか？」

「ちょっと待ってね」

　母親は病室に戻って、琴絵に訊ねてみた。

「末真さんってお友達がみえてるわよ。会う？」

「……末真さんが？」

「疲れてるなら、帰ってもらってもいいけど」

「──う、ううん。会いたい。入れてもらって。──その、お母さん」

「なあに」

「ふ、二人だけで会いたいんだけど」

　言われて、母親はすこし目を丸くしたが、すぐに、

「はいはい。わかりました」

　と優しく言った。

　そして母親が出ていくのと入れ違いに、末真和子が入ってきて、ドアを閉めた。

「──具合はどう？」

　彼女はまず、見舞いの定番文句を口にした。その口調は優しい。

「うん。大丈夫よ」

「そう、よかった」

　末真は微笑んだ。特にかまえることのないその優しさに、琴絵はほっとした。

「……お、驚いたでしょう？　こんなことになっちゃって」

　琴絵はおずおずと言った。

「うん。まあね。ちょっとびっくりしたわ、確かに」

　末真の言い方は、すごく穏やかだ。

「でも、この前よりは驚かなかったけど」

「この前？」

「みんなから、最近のあなたの評判を聞いたときのことよ」

　言われて、琴絵は顔を伏せた。

「……いろいろ言われてるんでしょうね」

「はっきり言って、ひどいものよ」

「……でしょうね」

「まあ、あなたの武勇伝が伝わったら、どう変化するかわからないけどね。人の噂って変わりやすいから」

　未寛はにっこり笑ってうなずいて見せた。

　琴絵は胸の奥から温かいものがにじみ出てくるような気がした。このひとは、どんなことでも受けとめてくれるかも、と最初に感じたのは間違いじゃなかった、と思った。

「ありがとう──なぐさめに来てくれたの？」

「いいえ」

　末真は首を振った。

「あなたから、直接聞きたくて」

「なに？」

「あなたを操っていたのは、どこの誰なの？」
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　わたしは、きっぱりと琴絵にそう言っていた。

　我ながら突飛もいいところだったが、しかしわたしには確信があった。

　いきなり言われて、琴絵は目を丸くした。

　でも、わたしは全然動じなかった。変人と思われるのには慣れているのだ。

　黙って彼女を見つめる。

　数十秒が過ぎ、そして

「どうして……わかったの？」

　と琴絵が言った。

　これは説明しにくい。だけど言わなくては彼女は納得しないだろう。

「なんて言うのかな、うまく言えないんだけど……人間て、パターンがあるのよね。いや、これは〝あの人は美人だから気立てもいいだろう〟とかそういうのじゃなくてね。どんな人間でも裏と表というか、あることに敏感だと他のことはお留守、というか……そういうバランスみたいなものがあるの」

　わたしは、自分が殺されかけた過去でそのことを知った。わたしを殺そうとしていた人は、別に社会的にはごく普通の人間だった。逆に言うなら普通すぎた。なぜ彼がわたしを殺そうとしたのか考えたが、結論はひとつしかなかった。

　普通すぎたのだ。

　それが理由だ。おそらく他にはない。

　そういうバランスだったのだとしか思えない。

「それで、あなたのバランスというか、そういうものと、あなたの変わり方が一致しなかった。変わることはあっても、そういう変わり方はしないんじゃないか、と思ったの。よくわからないかも知れないけど」

　しかし、こんなことを喋っていると、一番おかしいのはわたしじゃないか、とはいつも思う。

　こういうことを言っていても、わたしは琴絵という少女が〝いいひと〟だから変なことはしない、とは全然思っていない。

　ただ、彼女が変なことをするなら、もっと別のものになったはずだ、と思っているのである。

「…………」

　琴絵は目を丸くしている。やっぱりよくわからないのだろう。わたしも自分でわかっているという気がしていないのだから当然だ。

「はっきり言ってしまうと、あなたは自分が美人でお金持ちであることの意味に気づいていない鈍いところがあるから、急にうまく変身なんかできっこない、と思ったのよ」

　我ながら身も蓋ふたもない言い方だと感じる。

「……！」

　琴絵は息を呑んだ。

「ごめんね、でも、そうとしか思えなかったから」

　わたしはあやまった。

　琴絵はうなだれて、そして黙ってしまった。

　わたしも言葉に詰まってしまう。

「………でも」

　琴絵がなにか言った。

「え？」

「でも……私は、よく──覚えていないのよ」

「いつ頃から？」

「前に、あなたに電話もらったでしょう。あのときにはまだ普通だったと思うの。あれからしばらくしてから──なんだかよくわからなくなっていったような気がする」

　琴絵はおずおずと、しかししっかりした声で言った。

　この娘こは強い、とわたしは感じた。

　わたしにあれだけ悪いことを言われても、それをちゃんと受け止めている。立派だ。

「電話してからすぐに？」

「ううん──もうちょっと経っていたわ。あなたに仁にいさんに会うな、って言われて、それがショックだったことは覚えてるから……」

「ご、ごめんなさい。でもあれは」

「ううん、いいの。それで──そう、私がいつも落ち込んだときに行く場所があって、そこで空を見た記憶があるわ。雪が降らないかな、とかバカなこと考えながら──そう、あれが最後だわ。そのあとはもうおかしかったと思う」

　彼女は悲しそうな顔になった。

「それはどこなの？」

「ペイズリー・パークって遊園地が造られかけてるところ。そこに塔があって。ザ・ラダーって言うんだけど。知ってる？」

「ええ、わかるわ。あなたのお父さんの関係ね？」

「うん、鍵持ってたから──お金持ちだから、そんな所行ってたわけじゃないけど」

　わたしはその声の悲しげな響きにうろたえた。

「ご、ごめんなさい。そんな気にしないで」

「ううん。そういう意味じゃなくて──私、バカだなあ、と思ってね。本当に子供っぽくて………」

　うつむいて、震えている。

「ぼんやりと覚えてる──仁にいさんが、私にさよならって言ったわ」

「…………」

「私たちは合わないんだ、とか。わかってたのにね、そんなこと……ほんと、子供っぽくて、バカみたい──」

　彼女の肩が小刻みに、ほんとにちいさく縮こまって寂しそうに震えている。

「衣川さん──あなた、まだ飛鳥井仁のことが好き？」

　わたしに訊かれて、彼女は首を振った。

「──わかんない。わかんないよ、もう──でも、でもね……」

　彼女はぎゅっ、とシーツを握りしめた。その拳の上に涙がぽたぽたと落ちる。

「でも、もう一度会いたいよ。会って、前みたいに〝琴絵ちゃんはのんきだなあ〟とか、からかわれてケンカしたい……ムキになった私を笑ってバカにしてほしい──」

　そこまで言うと、もうあとは言葉にならない。

　わたしが彼女の側に寄ると、彼女は抱きついてきた。

　わたしは彼女の頭を静かになでた。

「大丈夫よ、大丈夫──なんとかするわ。約束したもんね、わたしがなんとかするわ。なんとか──」

　彼女の寂しさがその身体の震えと共に、私に直に伝わってくるような気がした。




　わたしが病院の、一階のロビーに下りていくと、一緒にここまで来た親友の宮下藤花が躯け寄ってきた。

「どう？　彼女元気だった？」

「藤花──悪いんだけどさ。ここから一人で帰ってくんないかな」

　わたしは冷たく聞こえかねない厳しい声で言った。

「どうかしたの？」

　藤花は驚いて、私の顔をのぞき込んできた。でも、わたしは彼女に気づかってやれるだけの余裕がなかった。

「行かなきゃなんないところがあるのよ」

　ぶっきらぼうに言った。

「ど、どこに？」

「梯子ザ・ラダーを捜しに」

　じっとしていられなかった。一刻も早く行ってみたかった。行かなきゃならない気がした。

　わたしは怒っていたのだ。一度会っただけのあの男に、本当に怒っていたのだ。

　飛鳥井仁を、首に縄をつけてでも引きずってきて、衣川琴絵にあやまらせなければ気がすまない……！

「──ち、ちょっと末真！」

　動揺している藤花の声を背にして、わたしは病院から外の夕暮れに飛び出していった。
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結末　　　そこにはおそらく何も待ってはいない





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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〝──あと少し〟

　飛鳥井仁の後ろに一人の少女が立っている。

　少女の身体は透き通っていて、そしてほとんどの者にはその姿は見えない。飛鳥井にも、以前に時折見えていた程度で、それも最近では全然その姿を見たことがなくなっている。

〝──あと少しだわ〟

　少女の足は、かすかに宙に浮いている。

　その場所がどこであれ、その下──人が立っていられる場所であればどこでも、面から数センチ上にいる。

　下に届くまでは、ごくわずかな隙間しかない。

〝もう、あとほんのちょっとで──突破できる……〟

　その声は、しかし他の誰にも届かない。

　あるいは──誰にも聞かせるつもりが最初からないのかも知れなかった。

「──ん？」

　飛鳥井仁は、織機綺を連れてザ・ラダーの階段を昇っている途中で、久しぶりに耳元で聞こえるあの声を聞いたように思った。

　だが立ち停まり、後ろを振り向いても、何もない。

「……？」

　両手を手錠で縛られたままの織機綺が訝しげに彼を見上げる。

「……私を、ここで殺すの？」

　相変わらず、その言い方はひどく投げやりだ。

「い、いや………まだだ」

　飛鳥井は首を振って、ふたたび綺を押しながら進みはじめる。

　彼は、あの少女の幻覚は、やはり幻覚に過ぎないのではと既に思っている。自分の無意識が、その能力を発現させるためにでっちあげた妄想上の〝助言者〟だと。

　現に彼が、自分の意志で動き始めてからはまったく見えなくなった。

〝四月に降る雪〟というキーワードも、考えてみれば以前に彼の生徒から聞いたことがあるもので、おそらく女子生徒の間で共通する無意識のなにかが彼女たちに似たような夢を見させ、それに自分が影響されたのだろう──と思っている。

　だから、彼がこれからやることには手伝ってくれる者はいない。

　彼自身がイマジネーターとして覚悟を決めなくてはならないのだった。そしてそれはもうできている、と彼は心の中でうなずいた。

「正確には、殺すわけじゃない」

　彼は低い声で綺に話しかける。

「君の心を取り除いてしまうことになるんだ。それで、おそらく君は君でなくなり、人間とも呼べない存在になるだろう」

「…………」

　この奇怪な宣告に、しかし綺の表情は変わらない。

「それなら──」

　とかすかに呟く。

「ん？」

　飛鳥井にはよく聞こえなかった。

「なんて言った？」

「──」

　答えない。

　飛鳥井も「ふむ」と息をつくだけで、それ以上訊こうとはしなかった。

　綺は、こう言っていたのだ。

　それなら私は、最初から人間じゃないもの──と

「時間はあと少しある。まだ夕方だ。人々は盛んに活動している。ショックがあるかも知れないから、できるなら人々が静かになってからの、夜中の方がいい」

　飛鳥井は淡々と話す。

「統和機構が、スプーキーＥからの定期的な連絡がないことを知って、次の手を打つなりこの区域に残された設備を回収したりするまでには、まだ時間が少しあるはずだ」

「…………」

　綺は、自分はもう計算にも入らないだろうな、とぼんやりと思う。

「君の心から創れる〝種〟ではおそらくこの街の人間程度しか影響を与えられないだろう。だが、それで充分だ。とりあえず、統和機構からやってくる者を判別できればいい。そして次の種は、これは種が根付いた人の中に、きっと次なる適合者が生まれているはずだ」

「影響、って……どのくらいなの」

　綺は静かに訊ねる。

「ほとんどない。自分では気づくことさえないだろう。ただ、苦痛がいつの間にかなくなっているだけだ」

「……そう」

　それならいい。

　正樹も、きっと彼女のことを忘れてくれるだろう。

　そして二人は、ザ・ラダーの屋上に出た。

　スプーキーＥが〝消毒〟のために街全体を把握できる場所として選んだそこからは、人々が生活する世界が一望にできた。

　空は急速に暗くなっていく。

　あの光が完全に失せたとき、自分はなんでもない存在になるのか、と綺は空を見上げた。

〝やあ、夕暮れが綺麗だなあ！〟

　前に正樹が言った言葉が耳元で聞こえたような気がした。出会ってから間もない頃の、二人で一緒に歩いていたときのことだ。

　彼女は、その思い出にうっすらと微笑んだ。それで充分だと思った。

「…………」

　飛鳥井仁は、そんな彼女を無言で見おろしている。

　この少女の最期を前にしての、この安定こそが必要なのだ。

　そのとき、彼の胸元で携帯電話が着信を告げた。

「──どうした？」

　回線は、彼の仲間からしか来ないものだったのでいきなり訊く。

『接近する者がいます』

「何者だ？」

『例の彼です──〝ブギーポップ〟をやっていたあの少年です』

「そうか──」

　やはり来てしまったか、と飛鳥井は眉を寄せた。しかし、静かに告げる声は変わらない。

「打ち合わせ通りに対応しろ」

『了解』

　電話を切る。今の会話は綺には聞こえていない。彼女はもう、他のことに気を取られることがなくなっているようで、飛鳥井の電話にも興味を持たなかったのだ。

（教えたら──）

　飛鳥井は彼女のはかなげな横顔を見ながら考える。

（教えたら、この娘こはどう反応するだろう？）

　ふいにそれが知りたくなった。

　だが、もちろん何も言わず、ただどうなのだろうと心の中で疑問を反芻はんすうするだけだった。
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　バイクのガソリンは山を登っている途中で切れてしまった。

「──くそっ！」

　ぼくは毒づきながらバイクを放り出して、自分の足で山道を上がっていった。

　山と言っても周囲に緑はない。ぜんぶ伐採されてしまって、所々にはもうアスファルトが敷かれている。

〝ペイズリー・パーク建設予定地〟

　と書かれた巨大な看板があらわれて、その向こうに夕日の輝きを受けて不気味にそそり立つ無数の塔やら建物やらが見えてきた。

　柵で厳重に囲まれているみたいである。

　乗り越えるのは難しそうだ。高すぎるし、つるつるした棒が縦に並んでいるから足がかりもない。

「くそ、くそっ！」

　焦りながら、ぼくは柵に沿って歩いて、なんとか進入口を探した。

　柵を揺さぶって、外れたり倒れたりしないかと期待したが、びくともしない。もう何年も経っているだろうに──とぼくはカッときた。

「このやろう！」

　発作的に柵を蹴飛ばす。

　すると、その十メートルほど向こうで、

　ぎヽいヽいヽ──

　と音がした。

　はっとなって目を向けると、どうやら柵の一部の、非常用避難口の扉らしきところが、ゆっくりと外側に向かって開いていくところだった。

（蹴った勢いで、留め金でも外れたのか？）

　ぼくはそこに駆け寄ろうとした。

　だが、がさっ、というかすかな音が耳に入ったので、あわてて停まった。

　なにかいる……？

「…………」

　ぼくはじりじりと、慎重に近づいていった。

　音は、がさがさがさ、とだんだん増えていくような印象があった。

　くっ、とぼくは奥歯を噛んだ。

　どうやら扉は、わざと向こうが開けたものらしい。ここに入ってこい、と言っているのだろう、

　まともに考えたら、ここは下がるべきだった。

　だが──それを言うなら、そもそもこんなところに来たこと自体がすでにまともではなかった。それに待ちかまえているということは、逆に考えれば〝ここで当たり〟ということでもあった。織機はやはりここにいるのだ。

　行かないことはできない。

「────」

　ぼくはそのときふと〝あれが欲しいな〟と考えていた。そして心の中で苦笑した。

　あヽのヽ衣ヽ装ヽが欲しかったのだ。

　ああいうものを着ていた方が、なにか異常なことにも平気で対応できる気が、今さらのようにした。精神が集中しやすいというか、暗示をかけて勇気を湧かせるというか──

　だがあヽれヽはもうない。

　自分の意志だけで進まなくてはならないのだ。

「……よし！」

　小さな声で気合を入れると、ぼくは柵をくぐってペイズリー・パークの中に入った。

　造りかけの、骨格部分だけしかない奇妙な建物の群が、夕焼けの横殴りの光に照らされて地面に複雑なパターンの線を何重にも引いている。

　その模様の上を歩くと、それだけで何やら酔ってしまいそうな気がしてくる。

　バイクに乗っているときや、焦って進んでいたときには気がつかなかったが、相当に風が強い。

「──織機！」

　ぼくは叫んだが、風のせいで声はろくに周りに届いていないようだった。

　こうなったら、ひとつひとつの建物を当たってみるしかない。

　ぼくは歩き出した。

　その背後で、じゃり、とアスファルトの上に積もった砂を噛む足音がした。

　じゃり、じゃり──ひとつではない。いくつも聞こえる。

「…………」

　ぼくは、ついに出たか、と振り向いた。

　だがその瞬間、呆気あっけにとられた。

「──な、なんだ？」

　声にも出していた。なぜなら、そこにいた五人ほどの連中は、みんな……

　──クマ。

　──パンダ。

　──ペンギン。

　──ネコ。

　──恐竜。

　……のぬいぐるみを着ていたからである。

　そいつらはぼくの方に近づいてきた。

「ど、どういうつもりだ？」

　ぼくは混乱して大声を上げた。だが次の瞬間、そいつらが急に襲いかかってきたのであわてて身をかわした。

「──！」

　ふざけた格好はしていたが、動きは本物だ。

　蹴りやら突きやら、実に正確に打ってきた。

「く、この……！」

　ぼくは下がりながら、先頭のペンギンの腹に蹴りをかました。

　だが、そのぬいぐるみの厚手のクッションが衝撃を吸収してしまう。

　かえってこっちの足がおかしくなった。

　ここで、ぼくは悟った。

　こいつらは、ぼくを焦らせるためにこんな格好をしているのではない。防御と、そしてさっきぼくが衣装を欲しがったのと同じように、精神集中の道具として使っているのだ。おそらく、ここの倉庫にでもしまわれていたのを引っぱり出してきたのだろう。奇抜であればあるほど、異常なことをしやすいようにだ──

（じゃあ、中身はまともなヤツってことか?!）

　ぼくはいったい、何に襲われているのか？

　迫ってきたクマを足払いで倒して、ぼくは状況をつかむためにひとまず走って逃げ出そうとした。ぬいぐるみは走りにくいだろうと見てのことだ。

　だが、そのぼくの前に、今度はピエロの軍団が現れた。

「か、かんべんしてくれよ……！」

　理屈でわかっていても、かなり心臓に悪い。

　ぼくは方向を変えて、また逃げ出す。

　すると、あとからあとから、わらわらといろいろな格好をして顔に紫だの黄緑だの異常な化粧をした連中が、ぼくに向かってくる。

「わ、わわっ！」

　ぼくは必死でそいつらを振り払おうとした。

「恐れることはないんだ、ブギーポップくん──」

　そいつらの誰かが──大勢いるので特定できないのだ──ぼくに話しかけてきた。

「恐れることはない──」

「何も怖いことはないんだよ──」

　何人かで、まるで伝言ゲームのようにリレー状に話しかけてくる。

「く、来るな！」

　ぼくは、いつの間にか取り囲まれていた。

「怖いことなど何もないんだ、ブギーポップくん──」

　同じことばかりを、くりかえしくりかえし喋っている。

「君にもすぐにわかる──」

　殴っても、蹴飛ばしても、次々に迫ってくる。まったく怯むということを知らないかのようだ。

「い、いいかげんに──」

　とぼくが新しく前に出てきたヤツの顔に正拳を打ち込もうとしたら、そいつがにっこりと笑った。

「──！」

　化粧の下にあるのは、女の子の顔だった。まだ高校生ぐらいの……

　ぼくは、一瞬戸惑い、動けなくなった。

　その隙をつかれて、背後から数人がかりで押さえ込まれた。

「く、くそ！　離せ！」

　と肘ひじを打ち込むが、そいつらはぬいぐるみの連中であった。打撃系がまるで効果がない。

「怖がることはない──」

「すぐにすんでしまうよ──」

　ぼくは両手足をそれぞれ三人ぐらいに掴まれて、まるっきり身動きがとれなくなってしまった。

「ち、ちくしょう！」

　もがくぼくの前に、ピエロの扮装をした男がなにかを持ち出してきた。

　注射器だった。

　中には、薬品が入っている。

「……！」

　ぼくは息を呑んだ。

「大丈夫だ、ブギーポップくん。君が目を覚ましたときには、すでに君も我々の仲間になっている──」

　男は囁きながら、ぼくの腕に注射器を突き立てる。

「──や、やめろ！」

　ぼくは叫んだ。だが、ピエロの指先は容赦なく注射器を押していき、ぼくの腕に液体が流し込まれていく。

（お、織機──！）

　ぼくは怒りと絶望で目の前が真っ暗になった。

　そのとき、急に腕に激痛が走った。

　はっとなって視力を取り戻すと、注射器がぼくの腕に突き刺さったまま、まっぷたつに折れていた。

　手が空っぽになっているピエロも愕然とした顔になっている。

　注射器の半分はぼくに残っている──そして残る半分は、ぼくの胸の上で、ふわり、と宙に浮いていた。

「──え？」

　そして注射器は、くん、となにかに引っ張られて飛んでいった。

　その方向を見る──

　すると、注射器が地面にかヽらヽんヽと落ちたその前に、ひとつの影が立っていた。

　ぼくは、そヽれヽが何かと悟る前に、なんとなく、

（──ああ、なるほど。今のは極細のヒモかなんかで注射器を引っ張って、それでもろい注射器は折れてしまって、そして残った半分は飛んでいったのか──）

　とか、納得していた。

　なんで急に、そんな冷静な判断ができたのかというと、おそらく──何を考えていいのやら頭がパニックになっていたせいだとしか思えない。

　なぜなら、その影──

　立っていると、人というよりも筒のように見える、まるで暗い地面の中から湧いて出たようにさえ見えるそのシルエットは、さんざん馴染みだったからだ。馴染なじみすぎて、逆になにがなんだかさっぱりわからなくなっていたのだ。

　知っているかって？

　知らないわけがない。

　その姿は、ぼく自身が、その──

「な、なにものだ?!」

　ピエロが叫んだ。

　すると黒い帽子をかぶったそいつは、静かに答えた。

「ぼくが何者か、君らはもう知っているはずだ」

　男だか女だか、さっぱりわからない声だった。

　そいつはマントから手を出して、何かを持っていた。タイムウォッチだった。それを横目で見ながら黒帽子は、

「──３スリー、２ツー、１ワン──」

　とカウントを取って、さっ、と手を振った。

　その途端、ペイズリー・パーク中に大音響が轟とどろきわだった。

　それは──




　　　　　　　＊




　わたし、末真和子は親に買ってもらったスクーターで夕日が沈みかけている山道を駆け登っていた。

　最初は免許を取るのも反対されたのだが、予備校に通うようになると、帰りが遅くなるから、夜道では乗り物に乗っていた方が安全だ、と言ったら渋々納得してくれたのである。このへん、過去に危険な目にあいかけていると説得力がある。

　もちろん本音は、ただ行動半径を広げたくて、そのための足が欲しかっただけだ。わたしはやっぱり、いろいろなものを見たい、知りたい、という切実な気持ちを引きずっている。

「──あら？」

　道の真ん中に一台のバイクが乗り捨ててあるのを見つけて、わたしは一時停車した。

　触ってみると、まだエンジンは温かい。

　燃料が切れて、それをそのまま放ったらかしにしていったらしい。しかも、横倒しになっているのを起こしもしないほどの大急ぎで──。

「……やっぱり何かあるんだわ」

　わたしはごくっ、と唾を飲み込んだ。

　そしてふたたび発車させようとスクーターにまたがったとき、遠くから音楽が聞こえてきた。

「……？」

　わたしは耳を澄ませた。

　聞いたことのある曲のような気がした。わたしには音楽の知識はあんまりないが、それでも聞いたことがあるほどの、有名な曲だ。コマーシャルかなんかでも使われていた、この曲は……「えーと、たしかワーグナーの──」




　　　　　　　＊




「──〝ニュルンベルクのマイスタージンガー〟?!」

　飛鳥井仁は、その大音響で鳴り響く派手な音楽に驚愕きょうがくした。

　それは、建設途中で完全には設置されていない各種スピーカーの、そのすべてから流れていた。

　電気も来ていないはずなのに、すさまじい音で鳴っている。

「どういうことだ?!」

　飛鳥井は電話をかけて、下の状況を知ろうとした。

　だが、誰も出ない。

　電気は、おそらく遮断機で止めていただけで電線そのものはつながれていたのかも知れないが、しかしその遮断機は、誰かが開けなければならないのだ。

　パークには、いたるところに監視の人間を配置させておいたはずだ。それなのに──

「──？」

　織機綺も、この異様に派手な音の洪水に目をしばたいている。

　ただでさえ過剰でくどい音の乱舞で知られる作曲家の、その中でもっとも派手でやかましいその曲は、まるで死にかけていたパークの景色そのものを生き返らせようとしているかのようであった。




　　　　　　　＊




　ふいに、目の前がぐらりと揺れた。

　今の注射だ。四分の一くらいだったが、体内に薬品が入ってしまっている。おそらく麻酔薬だ。

（う……）

　ぐにゃぐにゃと景色が揺れる──

　その中で、事態はまるで幻影まぼろしのように進行した。

　道化の姿をした連中が、黒帽子めがけて殺到する──

　黒帽子が、さっ、と手を振ると、それだけで道化たちがばたばたと転倒していく──

　倒れた連中は、地面の上を滑るようにして動いてひとかたまりになってしまい、おヽしヽくヽらヽまヽんヽじヽゅヽうヽのような姿勢で硬直してしまう。

　まるで魔法だ──

　黒帽子が進みはじめた。

　恐竜のぬいぐるみを着たヤツが飛びかかる。

　黒帽子の手がまた動くと、恐竜は触られもしていないのにひとりでにすっころんだ。

　──いや、トリックはわかっている。

　糸を使っているのだ。それもきっと、すごく頑丈な極細のワイヤーか何かを。

　わかってはいるのだが……しかし、黒帽子がほとんど直立したまま動かない姿勢で、その周りではみんなが足を取られて転び、縛り上げられてばたばたもがき、圧倒的多数で迫っているはずなのに完全に手玉に取られているのを見ると、まるっきり魔法使いか何かにしか見えない。

　いや、魔法使いじゃなかった。

　死神だ──

　ぼくと違って、相手が女の子だろうとなんだろうと、まるっきり区別しない。容赦しない。

　その中で、音楽が狂気のように鳴り響いている。

　ぼくを取り押さえていた連中が、他の者がやられていくのを前に飛び出していった。結果は同じだった。

　黒帽子が、ぼくのすぐ前にまで来た。

「やあ、ついに会えたね」

　そいつは、笑っているような、からかっているような、左右非対称の奇妙な表情をしてみせた。

「本当は出てくるつもりはなかったんだが、早く決着をつけないと、あのおせっかいやきのおっちょこちょいがやってきてしまうのでね」

「…………」

　ぼくは返事ができない。

　その間にも、ピエロやライオンなどが襲いかかってくるのを、黒帽子は直立したままさばいていく。

　旋律と律動に乗って、まるでオーケストラの指揮者のようだった。

「この、音楽というやつは人の心を揺さぶるのにたいへん効果がある。彼らの化粧と同じだ。しかも音楽は大勢の人間に、一度に効果を発揮できる。浮足立って、冷静な行動がとれなくなってしまうんだ」
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　牧師のように、静かに解説する。

　ぼくは、ぼく自身がその効果のただ中にぶち込まれていたので唖然とするだけだ。

　薬のせいで立つこともできない。それ以前に何が何だかわからず、腰が抜けていた。

「──こ、こんな……」

　ぼくは歯ががちがちと鳴っているのを自覚した。

「こんなものを、ぼくは……真似ていたのか」

　なんという──身の程知らず、怖いもの知らずだったのだ。

「ああ、それは無理もない」

〝本物〟はうなずいて言った。

「君は洗脳されていたからな」

　あっさりと言われたので、ぼくは一瞬意味がわからなかった。

「──なんだって？」

「織機綺と行動を共にしていたとき、一回ぐらい記憶が曖昧あいまいになったことがあるはずだ。そのときに君はスプーキーＥに〝恐怖〟を麻痺まひさせられていたんだろう」

　至極当然、といった調子で言う。

「…………！」

　愕然となるぼくをよそに〝本物〟はまた進みだし、戦いに向かっていった。

　そして気がつくと、襲いかかってきていた連中は皆、地面に転がってしまっていた。ぴくりともしない。全員、気絶してしまったらしい。

〝本物〟はぼくの方に戻ってきた。息ひとつ切れていない。本当に──人間とは思えない。

「そろそろ、注射器を抜いてもいいんじゃないかな？　それぐらいは動けるだろう」

　そう言われて、ぼくは腕に注射器の半分がまだ刺さったままだったことに気がついた。

　だが、それどころじゃなかった。

「どういう──ことだ?!」

「ん？」

「洗脳って──それはなんのことだ?!」

「言葉通りの意味さ」

〝本物〟はマントの下で肩をすくめた。

「そんなことが──」

「思い当たるフシはあるんだろう？」

　冷静に言われた。それはそのとおりだった。

　だけど──

「だけど──それじゃ、それじゃあ──ぼくは」

　ぼくは、自分の意志で行動していたんじゃなかったのか？

　それでは、ぼくのこの気持ちも偽物なのか？

「ぼくは……ぼくが織機を好きだというこの気持ちも……嘘っぱちのでっちあげだったというのか………？」

　呆然としてしまって、頭が真っ白になった。

　その周りを、音楽がなおも鳴り響いている。

「君は、これまで何を考えていたのかな？」

　いきなり訊かれた。

　ぼくはぼんやりと顔を上げる。

　薬のせいで、そいつの姿は右に左に揺らめいている。

「自分の意志だ、とはっきり決めて行動していたことがあったのかな？」

「…………」

「社会に適応しているということは、どっちにしろ社会に都合のいいように洗脳されているということだ。違うのは、君のようにその相手がはっきりしていないことだけだ。洗脳されていない人間などこの世にはいない」

「…………」

「問題は、そのなかで──洗脳されて自由のない精神の中で、君が何をもっとも大切にするかということだ。君は、がんじがらめに世界に縛られているが、そのなかで何を望む？」

「…………」

（ぼくが……）

（ぼくは……）

　音楽は、さらに圧倒的な音量で高鳴っていく──




　　　　　　　＊




　──そして音楽はやんだ。

（な、なんだったのだ……？）

　飛鳥井仁は双眼鏡を取り出して、ザ・ラダーの上からパークの下を探った。

　もう暗くなりかけていて、よく見えなかったが──どうやら倒れているらしい人影が無数に発見できた。

「──なんだと………？」

　まさか、あの〝ブギーポップ〟がそこまでやったというのか？

　ということは──ここにやってくる。

「どうかしたの」

　織機綺が訊ねてきた。彼女は屋上の中央にある柱に縛りつけられている。

「──ぐずぐずできなくなったようだ」

　飛鳥井は背を向けたまま言った。

「今すぐ、君に処理をしなければならなくなった」

　そう言われても、綺の表情は変わらない。

「そう──なら、はやくして」

　穏やかな口調で言う。

「ああ──」

　と綺のところに飛鳥井が戻ろうとしたとき、彼は、

「…………！」

　と足を停めた。

　間に合わなかった。

　もう、その影は織機綺の、すぐ後ろに立っていた。

　だが──様子がおかしい。その影は、彼が知っている谷口正樹よりも背が低い。

「──誰だ?!」

　飛鳥井が叫んだので、綺も後ろを振り向いた。

　その顔が硬直した。

「──ま、まさか……！」

　その影は、暗がりから湧わいて出たように伸びていた。それが口を開いた。

「驚くことはないだろう、カミールくん。君はぼくをずっと捜していたんじゃなかったのかい？」

「────」

「な、なんだと？」

　飛鳥井は綺の様子に、それが決して彼女の味方でないと悟った。

「そ、それじゃあ、貴様はなんだ?!」

「ぼくが誰なのか、君はもう知っているはずだ」

　影は静かに言った。

　飛鳥井は混乱した。

　いったい何がどうなっているのか、まるで把握できなかった。

　だが──なんであれ、ここまで来たからには誰にも邪魔をされるわけにはいかない！

「──喰らえ！」

　飛鳥井はポケットに忍ばせていた拳銃を抜いた。衣川琴絵から奪っていたものだった。

　ためらうことなく発射した。

　影はひらりとかわして、よけた。

　その間に飛鳥井は綺のところに走り寄っていた。

「──おとなしくしていろ！　そうすれば殺しはしない！」

　飛鳥井は綺を片手で抱きかかえて、もう片方の手で影に狙いをつけた。

「ずいぶん博愛主義だな。イマジネーター」

　影は言った。飛鳥井の眉が寄る。

「そこまで知っているとは──」

「だったらなんだい、許さないかな？」

「…………」

「まあいい。なんでもいいから、さっさとやることをすませたらどうだい？」

　影は意外なことを言った。

「なんだと？」

「君がやりたいことを、やってみろ、と言ってるんだよ」

「…………？」

「できるものならね──」

　影はあざけるような調子で言った。

　飛鳥井は、ちら、と綺を横目で見た。

　彼女の顔は、恐怖で青ざめていた。やはり彼女にとって影は敵なのだ。

（なんなのだ、こいつは──）

　こんなヤツははじめて見る──いや、それどころか、

（む、胸元に像ヴィジョンが見えない……！）

　飛鳥井の能力の、領域外の存在であった。

（はじめて見る……はじめて見るはずなのに……何故だ。なぜ私は、こいつをもう知っているような気がしてならないのだ？）

　似たような存在に、前に会っているような……いやそんなはずはない！

「どうした？　今さら何をためらっているんだい？」

　影は急せかすように言う。

「さあさあ、はやくしたまえ──」

　ほとんど面白がっているかのような、だが決定的なところでは笑っていない、そんな感じであった。

「ぐっ……！」

　飛鳥井は綺を正面から見つめた。

　彼女もはヽっヽ、と恐怖から醒めて飛鳥井を見つめ返す。そして目を閉じた。

「──くっ！」

　飛鳥井は綺の胸元の花に手を伸ばした。

　だが、その手は空を切った。

「──？」

　目測を間違えたかともう一度伸ばす。

　だが、やはり手は像ヴィジョンをすり抜けて、どうしてもつかめない──

「な、なんだ？　なんなのだこれは?!」

　飛鳥井は焦った。

　しかし、今まで簡単にできていたはずのことが、彼女だとどうしてもできない……！

「どうなっているんだ、いったい?!」

　飛鳥井の狼狽に、綺は目を開けた。その表情には寂しさが漂っている。

「……もしかして、と思っていたけど」

　彼女は沈んだ声で言った。

「なに？　どういうことだ?!」

「あなたは、人間をどうにかするつもりだったのでしょう？　それで私が必要だったのでしょう──それだと、うまくいかないんじゃないか、と思っていたわ」

「なんのことだ?!」

「──だって、私は人間じゃないんだもの」

　彼女の言葉には、深いあきらめが籠もっていた。

「…………！」

　飛鳥井の顔がひきつった。

　そこに声がかけられた。

「なるほど──どっちにしろ、君はすでに負けていたわけだ」

　影が、ゆっくりと近づいてきた。

「う……」

　飛鳥井は綺から離れて、よろよろと後ずさった。

「ど、どういう……意味だ？」

「君がその少女と出会ったときに、その時点で、君の敗北は決定づけられていたということだ。孫子そんしじゃないが──まさしく〝戦いは、それが始まる前に、すでにすべて決定されている〟というところかな」

「──そ、そんなことが」

「君とその少女──誰が巡り合わせたか、どんな皮肉で説明のつかない運命があったか──それは知らないが、君はもうとっくにそヽれヽに負けていたんだ」

　氷のように、冷ややかな宣告だった。

　飛鳥井は、自分がいつ、どうやって織機綺と出会ったのか思いだそうとした──しかし、どうしてもできなかった。

「そ、そんな──」

　飛鳥井はふらふらと後ろに下がっていく。

　影は追う。織機綺の前を通り過ぎ、さらに下がる飛鳥井に迫る。

「未来ばかり見ているから、そういうことになるんだ、イマジネーター──自分だけが可能性だと思うから、思いも寄らぬところから出てくる他の可能性に、いつのまにか足をすくわれていることになる」

　その目は、どういうわけか飛鳥井仁ではなく、その背後に向けられているように見えた。

「ううう……！」

　後退していた飛鳥井の背中に、何かがごつん、と当たった。

　それは七本の、黒光りする不気味なボンベだった。

「……！」

　飛鳥井ははヽっヽ、となった。

　そしてボンベのバルブに手を伸ばそうとする。

「そ、それならいっそのこと……！」

　叫んで、ボンベに詰まっている死を解放しようとした。

　だが……その手がどうしても先に行かない。

「う……」

　ぶるぶる震える。

　どうしてもできない──

「無理だよ、イマジネーター」

　影は静かに言う。

「無理だ。そヽいヽつヽには突破はできない──」

　誰に向かって言っているのか、その声にははじめて悲しげな響きがあった。

「君はやっぱり、ただ落ちて行くだけだ。君の前にはもう他の可能性はない──」

「う……」

「たとえ四月に雪が降ることがあっても、それはしょせん春の日差しの中で、積もることなく虚しく溶けて消えていくしかないんだ、イマジネーター……！」

「ううう……！」

　飛鳥井の足元がまたふらついた。

　そのとき、突風が吹きさらしの塔の屋上を走り抜けた。

「──！」

　縛られている織機綺でさえ、思わず引っぱられる力に怯ひるむほどの風だった。

　影はびくともしなかったが、飛鳥井は完全に突き飛ばされた。

　ととっ、と足元をすくわれて、そのままタワーの端へ──

「あ……」

　飛鳥井はそのとき、空っぽの顔をしていた。

　どうしようもない、と思っていたのかも知れない。

　建設途中で、安全のための柵などないタワーの屋上から転落しようというその瞬間、飛鳥井はそれでも宙に向かって手を伸ばした。誰に伸ばしたつもりだったのか──

「────」

　だが口を開いても声は出ず、彼はそのまま空中に放り出された。




　きらっ、とワイヤーが光った。

　無数の筋が凄まじい速度で飛び、落下する寸前の物体をがんじがらめに縛り上げた。

　物体は、ぎっ、と激しい加重を受けて停止し、宙づりになってぶら下がった。

　──そして動かなくなる。

「──っと」

　ワイヤーを放った黒帽子は、その端を近くのパイプに縛りつけた。そして、それだけだった。引き上げようとはしない。

「…………」

　織機綺は目を丸くしていた。

「……な、なにをしたの？」

「ん？」

「死んだの……あのひと？　殺してしまったの？」

「ああ──そうだねえ、まあしばらくはムチウチ症にでも悩まされるかも知れないね」

「どうして──助けたの？」

「それほどの価値はなかったからだ」

　黒帽子はあっさりと言った。

「殺すほどじゃない」

「…………」

　綺は絶句して、次の言葉が出てこない。

「イマジネーターがいなくなっては、彼にどれほどの能力が残っていることか。少なくとも以前の彼に戻ってしまうことは確実だ。もう、ぼくの敵とは呼べない」

「…………」

　綺は、少し息を詰めた。

　黒帽子の敵──それは。

「──ということは」

　綺は、声が震え出す。

「ということは、あなたは……はっきりと敵であれば、まったく容赦はしないのね」

「そうだな」

　黒帽子はマントの中に腕を戻し、そしてふたたび出した。

　その手にはナイフが握られていた。

　綺は、唾をごくり、と飲み込んだ。

　黒帽子は彼女の方に近づいてきた。

　綺は、さっきと違って、目を閉じなかった。いや、閉じれなかった。

　黒帽子の、自分をひヽたヽと見据える目に射すくめられて、硬直状態になってしまっていたのだ。観念するところではない。そんな余裕さえない──

　黒帽子は彼女の前に立った。

　ナイフを振りかぶる。

「…………！」

　綺はその刃先が夕日の最期の光に照らし出されてぎヽらヽりヽと光るのを見た。

「あ……！」

　彼女は一瞬叫びかけた。だが、その声は次の瞬間あたりに響きわたった〝がつっ〟という破壊音にかき消された。

　振り下ろされたナイフが、綺の手に掛けられていた手錠の鎖と、彼女を柱に縛りつけていたロープを同時に切断していたのだ。

「──え？」

　綺が唖然とするのにかまわず、黒帽子は七本のボンベの方に目を向けた。

「──あっちはまあいいか。ほっとけば、どうせ二三日しないうちに統和機構が来て処分するだろう。餅は餅屋だ」

　とぼけたように言う。

「ど──どうして？」

　綺は自由になった両手を見おろし、それから黒帽子の方を見た。

「ん？」

「わ、私はあなたの敵でしょう？　どうして助けるの？」

「なんで君が、ぼくの敵なんだ」

「だ、だって──私は、私は人間じゃないし」

「ああ、さっきのあれか？　あれなら関係ない」

　黒帽子はあっさりと言う。

「関係ないって──」

「君に、飛鳥井仁が手出しできなかったことと、君の体質にはなんの関係もない。現に、スプーキーＥの方は彼に敗れている。そこに死体が転がっているよ。体質の問題なら、あの怪人の方が君なんかよりもずっと関係あるはずだ」

「…………で、でも、だって」

「飛鳥井仁の能力には致命的な勘違いがあったようだ。どういうものかは正確にはわからないが、どうやら人の心の質を見ることができたらしいね。しかし、人間の心というヤツはそれ自体で完結しているような、そんなわかりやすいものじゃないんだ。あくまでも、心というのは他の者とのコミュニケーションの産物であり、唯一無二の自我なんてものはないんだ。飛鳥井仁は、それがわかっていなかった。いくらその人間の心を変えたって、それは一時的なものでしかなく、結局いずれ元に戻ってしまうだろう、とね」

「…………」

「だから、ぼくは最初から飛鳥井仁本人のことは無視していた。彼が人の心をいじったとしても、それは大したことないからだ。だから、もし君が彼に心とやらを抜かれていたとしても、どうせすぐに回復していたよ。君には、心の中に君を守ってくれるものがあるからな」

「……え？」

「それがあったから、一面的でしかない飛鳥井仁の能力では手出しできなかったのさ」

　言われて、綺は自分の胸に手を当てた。

　ひどく温かい感触があるような気がした。

　そのことを考えると勇気が湧いてくるものが、確かにあると彼女は感じた。

　しかし──

「でも、統和機構はあなたの敵じゃないの？　私は──」

「統和機構そのものはぼくの敵じゃない。向こうがどう思ってるか知らないが、時々連中の中に、ぼくの感覚センサーにひっかかってくるヤツがいるってだけのことだ」

　ひょい、とマントの下で肩をすくめた。

「…………」

　綺はなんと反論すべきか、もうわからなくなっていた。理解を超えていた。

「そうそう、君に行くあてがないのなら、君の近いところに炎の魔女という変人がいるはずだ。彼女に相談するといい。きっと力になってくれる。彼女はぼくと違って薄情じゃないからな」

　言われて、綺は顔を上げた。

「……で、でも」

　まだ訊かなければならないことがひとつあった。最後の質問だ。

「無視していたのなら──どうしてここに来たの？　なぜ私を助けてくれるの？」

「ああ──」

　黒帽子は、笑っているような、とぼけているような、左右非対称の不思議な表情になった。

「それはめんどくさい話になるな。しかし、ひとつ言っておくと、君を助けようと言い出したのはぼくじゃない。ぼくは頼まれただけだ」

「──だ、誰に？」

　すると黒帽子はあきれた、という顔になった。

「君は、ほんとうにそれが誰なのか、わからないのかい？」

「え──」

　そのとき、また突風が吹いた。

　わっ、と綺はあわてて柱につかまった。

　そして顔を上げたとき、もうその前には誰もいなかった。

　ただ風が吹いているだけだった。




　　　　　　　＊




「──ううっ、くそったれ……！」

　麻酔薬で痺れる身体を引きずり、ぼくはペイズリー・パークの中を這いずっていた。立つことができなくなっていた。頭もぼうっとしてしょうがない。意識を保っているので精いっぱいだ。

〝本物〟はぼくをあっさりと見捨ててどこかへ行ってしまったし、ぼくは歯軋りするぐらい焦っていた。

「くそっ、くそっ……！」

　ずるっ、と手が滑って、あごをしたたかに地面にぶつけた。があん、ときた。

「ううっ──」

　遠くなりそうな意識をなんとか食い止めると、ぼくはまた進もうとした。

　そして、目の前に一人の少女がいるのに気がついた。

　彼女は、膝をついて、掌を地面につけている。よく見るとその接触は完全じゃなくて、ほんのわずか宙に浮いて見えた。

　とても綺麗なひとである。

「…………」

　ぼくはなんだか呆然として、彼女を見つめた。

　幻覚に決まっている。彼女は透き通っていて、後ろの景色が見えたからだ。

　彼女はなにやら、音楽を口ずさんでいた。それは静かな曲で、しかしなんとなくぼくは、その曲はもっと長い、激しい曲で、静かなのはほんの少しの楽章だけなのではないか、とかそんなことを思った。嵐の中の、一瞬の静寂──そんな感じのする、とても綺麗な曲だった。

「──ここまでね」

　彼女は呟いた。

　それはどこかふっきれたような、さわやかな感じのする言い方であった。

「飛鳥井先生は、心の欠落にとらわれすぎていたのね。わかってはいたけど──しかし欠落は、やっぱりそこに新しいものを創り出すための余裕でしかなく、突破する力としては足りなかったわ」

　彼女は囁くような小声なのに、何故かそれはぼくの耳元で囁かれているようにはっきりと聞こえた。

　そして彼女はぼくの方を見た。

「あなた──たいしたものだわ」

　ぼくのことを知っているような、そんな言い方だった。

「…………」

　ぼくは返事ができない。

「私はここまでで、その先はないけれど──あなたのように強い人を前にすると、やはりいつか必ず〝突破〟できる人が現れると確信できるわ」

　そして彼女は笑った。

　それは、信じられないくらいに明るく、希望に満ちたさわやかな笑顔だった。さっきの〝本物〟の表情の正反対のように──

　そして彼女の姿は、急に上から押し漬されたように崩れた。

「──?!」

　ぼくは驚いて、彼女の姿のあったところに行った。

　そこには何もなかった──だが、地面の上に、白い染みのようなものが残されていた。

　うっすらと、そこだけ雪が積もったようにも見えた。

「…………」

　ぼくは呆然としていた。

　全身から力がどんどん抜けていくのがわかった。

　何故かはわからない。だが、ぼくはそのとき、これで、なにかが決定的に終わったのだ、ということが直感でわかった。

　すべて終わった。事態は去っていってしまったのだ──

「…………」

　そのとき、背後から誰かが近づいてくる足音がした。
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Ⅷ





ぼくの目に、きみは気高さと親切に満ちあふれて映る。

水を与える力を持った王者よ、あらゆるぼくの友が、

あらゆるぼくの敵が、きみを通ってぼくの方へ向かってくる。

ためにぼくには、もはや、一人の敵もこの世には存在しなくなる





アントワーヌ・ド・サン－テグジュペリ（人間の土地）
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「──こ、これはなんなの……？」

　スクーターで駆けつけはしたものの、ペイズリー・パークに入ったわたしは、状況の異常さに言葉を失った。

　あたりじゆうに人が倒れていて、しかもそれが皆ぬいぐるみを着ていたりピエロの化粧をしていたりする。さらには全員が縛り上げられていて、しかも気を失っている──。

　いくら異常なことに詳しくて、みんなから不思議なことならアイツだ、とか言われているわたし、末真和子でも、こんなものは読んだことも聞いたこともない。

　いったい何が起きたというのか、ここで……？

「ど、どうしよう……？」

　わたしはそれでも、おそるおそる進んでいく。人が倒れている道筋を追いかけていくと、原因が見つかるかも知れないと思ってた。

「しかし……もしかすると、これはその」

　あたりは静まり返っている──

　もしかするとこれは、すごく異常なことが起きはしたものの──もうすでに終わってしまっているのではないだろうか？

　またなのか？

　またしても事件は、わたしのすぐ側にありながら、その前を通り過ぎていってしまったというのか？

「──どうしてこうなるのよ？」

　わたしは真剣に、心の底から嘆いた。

　さらに奥へ行くと、どうやら意識があるらしい人が倒れているのを見つけた。

「うう…」

　とか呻いていた。

　わたしは駆け寄った。その人は縛られていないようだ。

「ちょっと、大丈夫ですか？」

　男の子だった。わたしはすこしためらったけど、彼を抱き起こした。

　見て驚いた。

　知っている子だったのだ。

「あ、あなた──正樹くん?!」

　知り合いの人の、弟さんであった。

「あ──あなたは、末真さん」

　彼はなんだか、焦点の合わない目でわたしを見つめ返してきた。

「どういうことなの？　正樹くん、これはいったいなんなのよ?!」

　わたしはいい加減いらついていたので、きつい調子で彼を揺さぶった。

「ああ、あなたなら頼める──その、女の子がそのへんにいるはずで──助けてやって……」

　だんだんろれつが怪しくなっていく。

「ちょっと、正樹くんてば?!」

「お願いしま……」

　がくっ、と頭を落とすと、彼はぐうぐう眠ってしまった。いくら叩いても揺すっても、まったく目覚めようとしない。泥みたいに寝入っていた。

「……な、なんなのよホントに！」

　わたしは大声を張り上げた。

　世の中が理不尽なものだということは知っている……だが、わたしの前にあるのはひどい混乱だけのような気がした。

　事件があった、それは確かだ。

　正樹くんは女の子を助けてくれ、と言った。

　おとぎ話フェアリーテールだったら、彼は王子様だ。お姫様を助けて祝福のキスを受けるのは彼の仕事のはずだ。

　それがなんで、無関係のわたしに委ゆだねられなきゃならないのか？

　なんで彼は眠ってしまうのだ？

　あのふざけた仮装行列みたいな連中はいったい何なのだ？

　誰も説明してくれないのだろうか、これを？

　納得できないまま、わたしは何の役割を果たせばいいというのか？

　霧間誠一の本の一節を思い出す……

『問題は、安易にわかりやすい解決と結末をよそに求める君の根性のなさだ。それが世にイマジネーターのはびこる最大の理由だ。終わりなど人間一人一人が勝手に決めてしまえばいいのだ。そうでなければ、いつまで経っても何も始めることが出来ない』

　それを読んだときはなるほど、とか思ったが、こんな事態になってしまっては、安易だろうが何だろうがわかりやすく納得できるハッピーエンドが欲しいものだった。ほんとうに──

　ため息をつきながらも、わたしは正樹くんの上に着ていたコートを脱いで掛けてやった。

　額の汗を拭いてやり、発熱のないことを確認する。置いていっても大丈夫のようだ。

「でも、女の子って言ったって──どこの誰なのよ、正樹くんてば……」

　わたしが一人ぼやくと、そこにいきなり、

〝その女の子というのは、ザ・ラダーという、君の左側の高い塔にいる〟

　という奇妙な声が聞こえてきた。

　男の子だか女の子だか、さっぱりわからない声であった。

「だ、誰なの？」

〝誰でもいいさ。君はとにかく、ザ・ラダーに行って彼女、織機綺を連れてきて、その男の子と会わせてやってくれ。それに、そこには君が捜している飛鳥井仁もぶら下がっているしな〟

「ち、ちょっと」

　わたしはあたりを見回す。でも、声がどこから聞こえてくるのかまったく見当がつかなかった。

　そして、オリハタアヤ？　──どこかで聞いたことがあるような気がする名前だった。

「なんなの？　あなたはこれがどういうことだか知ってるの？」

〝どうでもいいことだよ〟

「よくないわよ！」

　わたしは喚いた。

「なんでこんな異常なことが起きたか、知らなきゃ困るでしょう?!　倒れてる人たちはどうなるのよ？」

〝どうにもならないさ。彼らは結局、すぐに前と同じように、ただ平穏な生活に適応してしまう。そうでなければ、はじめからイマジネーターに引かれたりはしない……〟

「え？」

〝彼らはほっとけ。目が覚めたら、それぞれの元の世界に帰って行くしかないと悟るだろう〟

「な、何を言ってるのよ？」

　わたしは理解できず、混乱した。しかし、それにしても──なぜだろう、わたしはその声に妙な親しみを感じるのだ。はじめて聞くはずの声なのに……。

〝君の真摯しんしな姿勢はそれ自体は立派だが……あまり周りの者に心配をかけないようにね〟

「あ、あなたはいったい誰なのよ?!」

　わたしは大声を出した。

　すると闇の向こうから、とぼけているような、からかっているような、奇妙な感触の気配が返ってきた。

〝ぼくが誰なのか、君はもう知っているはずだ〟

　そして、気配はわたし一人を取り残したまま周辺に溶け込むように消えた。




VS Imaginator Part II "PARADE" closed.
















　………薄暗い世界にそびえる塔の中に一人の少女が入っていく。そしてしばらくすると、塔から吊るされていた男が、ぎくしゃくと危なっかしく揺れながら引き上げられていく。それから少しの後、塔からさっきとは別の少女が出てくる。

　彼女は小走りに駆けて、道端で眠っている少年のところにやってくる。

　彼女は彼の傍らに腰をおろすと、いとおしげにその頬に指を伸ばす。

「う、ううん……」

　少年がなにやら呻くと、少女は心から幸せそうな微笑みを浮かべて、彼が目覚めるそのときを静かに待った。





[image: ]






　　あとがき──ＶＳイマジネーション、とか。








（ヨタ話である。だからあんまし真剣に読まないよーに）




「きれいはきたない、きたないはきれい」という言葉があるが（あるんだよ）、この言葉をなんかで聞いたか読んだかしたときに「ホントだなあ」とか何の根拠もなく思ったことがある。あんまし普通の人にはわかりにくいことかも知れないが、ひょっとしてどうしても許せないことというのは、なにがなんでも許さなきゃなんないことで、そしてとても素晴らしくて皆が認めることというのは、何がなんでも否定しなきゃいけないことなんじゃないかなあーとか。まあなんつうか、時々そんなことをボケーッと考えたりする。憎しみは愛の裏返し、とかなんか陳腐ちんぷなメロドラマみたいなこと言ってるが、これは逆に愛ってのは憎しみなんじゃねーか？　とか。思ってみるだけで別に何の裏付けがあるわけじゃないんだけど。




　ところで私は音楽というヤツがかなり好きで、人から「どんなジャンルが好きなの？」と訊かれると「サァ……」としか答えらんないくらいにいろいろと好きなのだが、実に私は、学校の授業では音楽というのが致命的に苦手でキライであった。タテブエというヤツでさえよう吹けんのである。指が動かんのだ。おまけに楽譜というヤツが読めない。あのオタマジャクシが音として表されるというのがよくわかんなかったのだ。バカだった、ということではあるのだが、まあそのせいで私は音楽というヤツがずーっと苦手だった。学校でやんなきゃなんないというプレッシャーと、あとなんか「音楽がわかるヤツはかっこよくてセンスがいい」という常識が「ならオレはいいや……」と逃げ腰にさせていたのである。まともに聞くことができるようになったのは学校卒業して十年近く経ったここ最近である。はっきり言ってすげえ損したような気がしてしょうがない。別にセンスなんかどーでもいいから素直に音楽を楽しめてりゃなぁ……と「常識」に腹立てたりもした。学校で「音感教育」だかなんだか知らないが、余計なことしてくれたよなーとか。こーゆーのばっかしなんだオレは。




　リッパなエラいヒト達の言ってくださる「想像力が大切だ」とか「夢見る心を忘れないようにしよう」というコトバたちは、どーしてああも白々しく陳腐ちんぷなのだろう？　そーゆーことを言われるたびに「うるせー余計なお世話だ」としか思えず「想像力なんざ知ったこっちゃねーや！」とか思ってしまう。「前向きに考えるイマジネーションパワーが」なんてお題目見ると爆弾ぶつけてやりたくなる。我ながらアレだが、明るく楽しいものというのが苦手だ。本当にこれは困る。みんなが陽気にしているのを見ててなんか凄すごく不気味なものを前にしているような気がすることがある。まあ私もみんなと一緒に「あはは」とか笑っていたりするわけで、そうしている自分こそが一番不気味だな、とか。あーあ。




　でも、おそらくはそれこそが「きたないはきれい」でもっとも認めなきゃなんないことなんだろう。不気味であることを前にして、それでも何かをしなきゃなんないのだろう。しかしなァ……そんならもーちょっと「きれいはきたない」という方もはっきりさせなきゃフェアじゃねーよなァ……と、まーそんなことを考えながら、そういうことをなんとかしたくて今日も生きている。




　本当はみんな、ずっとずっと単純で簡単なことなんだろう。それはわかるんだが、やっぱり目の前にあるのはひたすらにぐしゃぐしゃで、でもなんか「平然とできあがっちゃってる」世界である。ぐしゃぐしゃなのにもっともらしい。こーゆーのはやっぱり、困るのだ。




（おまえ、本当はあとがき書こうって気がないんだろ？）

（……ま、まあいいじゃん、とか）
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